
        
            
                
            
        

    











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　だれだって〈失しつ望ぼう〉なんかしたくない。

　何なにかを望のぞんだその果はてに、期き待たいや希き望ぼうをぶちこわされて、「こんなはずじゃなかった」と打うちひしがれる──そんな目めにはあいたくない。

　そう。だから、自じ分ぶんたちは。

　人にん間げんであることをやめて、〈失しつ望ぼう〉を集あつめて生いきることにした【魔ま】の者ものは。

　その存そん在ざいは、まぎれもなく悪わる者ものなのだ。

【魔ま】として生いきていくことを、認みとめてもらおうなんて思おもわない。

【魔ま】を滅ほろぼそうとする人にん間げんがいたって、それはとうぜんのことだし、そういう人にん間げんと戦たたかおうとも思おもわない。

　でも──……。




「【魔ま】を滅ほろぼそうとしてるのが、あの光みつ凪なぎってやつなら、話はなしはべつ！　あいつが相あい手てだっていうなら──私わたし。あいつにとっての『今いまよりも良よい世せ界かい』とやらをじゃまするために、そのうち、こっちからちょっかいかけに行いっちゃうかもね？」




「へえ。のぞめさん、あのとき、そんな話はなしをしてたんですか」

「うん。光みつ凪なぎのせいで、ニエノさんも大たい変へんだったわけだしさー」

　のぞめとニエノは、【魔ま】のふたり組ぐみ。

　銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょ──のぞめは、人にん間げんであることをやめたとき、右みぎの目めの視し力りょくを、眼がん帯たいと蝶ちょうの形かたちに作つくり替かえられた。

　真まっ暗くらな顔かおの男おとこ──ニエノは、その頭あたまが影かげの塊かたまりでできていて、代かわりに彼かれの足あし下もとから伸のびる影かげには、首くびから上うえの部ぶ分ぶんがない。

　ふたりはこれまで、相あい棒ぼうとして力ちからを合あわせ、数かず々かずの〈失しつ望ぼう〉を集あつめてきた。

「やられっぱなしじゃ気きがすまないもん。ニエノさんは、そう思おもわない？」

「……そうですねえ」

　ニエノの真まっ暗くらな影かげの顔かおに、表ひょう情じょうはない。

　けれど、その影かげの奥おくに、のぞめは暗くらい笑えみをかいま見みたような気きがした。

「ねえ。それでねっ、ニエノさん！　今いま使つかってるこのカタログ、あとひと息いきで〈失しつ望ぼう〉マーク、コンプリートできるじゃん？」

「ええ、残のこすは試し供きょう品ひんのみですね。──といっても、だいたい毎まい回かい、試し供きょう品ひんで〈失しつ望ぼう〉を手てに入いれそこなっているわけですが」

「それは言いいっこなし！　っていうか、今こん回かいはぜーったいコンプリート達たっ成せいしてやるんだから。ニエノさんもそのつもりで、気き合あい入いれてよね！」

「は、はい。了りょう解かいです。……のぞめさんも、コンプリートの特とく典てん、今こん度どこそ手てに入いれられるといいですね」

「うん。──それはまあ、そうなんだけどさ」

「？」と首くびをかしげたニエノに、のぞめは、にやあっと笑わらってみせた。

　いかにも「私わたし、悪わるだくみしてるよ」という顔かおで。

「じ、つ、はー。今こん回かいのカタログについてた試し供きょう品ひん──【心こころを食たべる鳥とり】を渡わたす相あい手ては、もう決きめてあるんだよねー」

「そうなんですか。どんな人にん間げんなんです？　その様よう子すだと、そのアイテムで確かく実じつに〈失しつ望ぼう〉してくれそうな人にん間げんが、見みつかったんですね？」

「んー、わかんないよ。試し供きょう品ひんは、商しょう品ひん化かされてるアイテムとちがって、くわしい使つかい方かたの説せつ明めいもないしね。アイテム名めいから、どんなアイテムなのか推すい測そくするしかないし。……でも」

　のぞめは悪わるい笑え顔がおのまま、片かた目めの瞳ひとみの光ひかりを強つよめた。
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「あいつのことは──かならずぜったい〈失しつ望ぼう〉させてやるんだ！　そう決きめたの！」

「え……のぞめさん、まさか。今こん回かい、試し供きょう品ひんをわたそうとしてる人にん間げんって──」

　ニエノは、のぞめの笑えみを見みつめて、言こと葉ばをのんだ。

　のぞめは、お察さっしのとおりとばかりに、大おおきくうなずく。

　少すこしの沈ちん黙もくのあと。

「……そうきましたか」

　と、ニエノは、おもしろそうにつぶやいた。

「なるほど。でしたら、のぞめさん」

　ニエノは、のぞめに負まけずおとらず「ぼくも悪わるだくみしましょうか」という響ひびきを、ひそめた声こえににじませる。

「せっかくなので、この機きにひとつ、ご報ほう告こくしておきますね」

「え？　なーに？　あらたまって」

「まあ……とにかく、これを見みてください」

　そう言いって、ニエノは、自じ分ぶんの顔かおを指ゆびさした。

　目め鼻はな立だちも表ひょう情じょうもない、ただただ真まっ暗くらな影かげの顔かお。

　──だったはずのそれが、波なみ打うつようにゆらいで、変へん化かする。

　その光こう景けいを見みて、のぞめは目めを丸まるくした。

「えっ……!?　な、何なにそれ？　どーやってんの？」

「うーん。うまく説せつ明めいはできないんですが……やろうと思おもえば、短たん時じ間かんなら、こういうことができるようになったんですよ。人ひとだったころの記き憶おくを思おもい出だした影えい響きょうなのか、新あたらしく手てに入いれたこの『影かげの頭あたま』のオプション機き能のうなのか。そこらへんは、自じ分ぶんでもよくわかりませんが……」

　ふう、と、ニエノは複ふく雑ざつそうにため息いきをついた。

「この〝顔かお〟も、何なにかのときに使つかえそうなら、言いってください」

「──うん！　ありがと、ニエノさん！」

　のぞめの目めの前まえで、その〝顔かお〟が影かげに溶とけて消きえる。

　もとどおりになった、見みなれた真まっ暗くらな相あい棒ぼうの顔かおを、のぞめは見みつめる。

　ふたりの【魔ま】は、たがいに顔かおを見み合あわせて。

　のぞめは笑わらい、ニエノは影かげの頭あたまをゆらめかせた。








































　目めの前まえに、とってもすてきなペンがある。

　だけど、それは自じ分ぶんのものじゃない。

　なぜならそれは、さっきふらりと入はいったこのお店みせで売うっている、商しょう品ひんだから。

　じゃあ、このすてきなペンを自じ分ぶんのものにするには、どうすればいい？

　もちろん、お金かねを出だして買かえばいいのだ。

　と、いうわけで──。

「これ、くーださい」

　環かん菜なは、いそいそとペンをレジへ持もっていき、カバンから財さい布ふを取とり出だした。

　けれども、いざ代だい金きんを払はらおうとして、ピキッとかたまる。

　──財さい布ふの中なかに、お金かねがほとんど残のこってない！

（や……やっべー。今こん月げつのおこづかい、まだもらったばっかりなのにっ……！）

　青あおざめながら、環かん菜なはちらりと、レジの店てん員いんの顔かおを見み上あげた。

　そこではじめて気きづいたが、この店てん員いんの格かっ好こう……ずいぶん妙みょうだ。

　店てん内ないだというのに、彼かれはつばの広ひろい帽ぼう子しをかぶって、首くびにはぶあついマフラーを巻まいている。

　それだけでなく、帽ぼう子しとマフラーとの間あいだにあるはずの顔かおが、真まっ暗くらな影かげになっていて、どれだけ目めをこらしてもぜんぜん見みえない。

　いくらなんでも、こんなに顔かおだけ真まっ暗くらになるなんてこと、あるだろうか？

（……き、気き味み悪わるいなあ。なんか、落おち着ついた雰ふん囲い気きだなあって思おもってた、このうす暗ぐらい店てん内ないも、怖こわくなってきちゃった……）

　さっさと店みせを出でよう。

　そう思おもいつつ、環かん菜なは笑え顔がおを引ひきつらせ、おそるおそる店てん員いんに言いった。

「あ……あのー。やっぱり、これ買かうの、やめます。お金かね、足たんなくて。……す、すいません」

　そうして、環かん菜ながそそくさとレジを離はなれようとした、そのときだった。

「ねえ。それなら、これ買かってみない？」

　店てん内ないにいた客きゃくらしき子こが、いきなり声こえをかけてきた。

　その子こは、中ちゅう学がく生せいか小しょう学がく生せいくらいに見みえる、銀ぎん髪ぱつの女おんなの子こだった。

　ショッキング・ピンクと黒くろのパーカー、それとおそろいの色いろをした柄がら入いりの眼がん帯たいが、交まじりっけない銀ぎん色いろの髪かみの毛けに、とてもよく似に合あっている。

（あれ？　このパーカーの色いろの組くみ合あわせ、どこかで──……あっ、そっか。さっき、このお店みせのそばを飛とんでた、あのめずらしい蝶ちょうと同おなじ色いろ！）

　黒くろ地じにショッキング・ピンクの文もん様ようが入はいった、派は手でな羽はね。

　はじめて見みる種しゅ類るいのその蝶ちょうに、環かん菜なは思おもわず目めをうばわれて、さそわれるように、蝶ちょうを追おってこの文ぶん具ぐ店てんの前まえまでやってきたのだ。

　なんだか、不ふ思し議ぎなぐうぜんだなあ。

　と、環かん菜なは、銀ぎん髪ぱつの女おんなの子こをじっと見みつめた。

　女おんなの子こは、環かん菜なの目めを見みつめ返かえして、人ひとなつっこくニコッと笑わらった。

「ね、見みて見みて。これ、すっごくいい商しょう品ひんなんだよ！」

　そう言いって、女おんなの子こはその商しょう品ひんを、両りょう手てで笑え顔がおの横よこに持もち上あげる。

　一いっ見けんしたところ、それはノートブックのようだった。

　でも、ただのノートではない。

　その表ひょう紙しに書かかれた文も字じを、環かん菜なは何なに気げなく読よみ上あげた。

「……【取とり消けせるこづかい帳ちょう】？　えっ？　何なにこれー。どういう意い味みなの？」

　たちまち興きょう味み津しん々しんで、環かん菜なは、女おんなの子このほうへ身みを乗のり出だした。

　女おんなの子こは、うれしそうに笑わらって、次つぎのように説せつ明めいした。

「ふふっ、気きになるでしょー？　これはね──何なにをかくそう、名な前まえのとおり、『買かい物ものしたことを、あとから取とり消けすことのできるこづかい帳ちょう』なんだよ！」

　ねっ、店てん員いんさん？　と、女おんなの子こは、レジにいる真まっ暗くらな顔かおの男おとこをふり向むく。

　男おとこは、帽ぼう子しをゆらしてうなずいた。

「ええ、そうなんです。──お客きゃくさまは、お店みせで見みかけたすてきなものを、ついつい衝しょう動どう買がいしてしまうことって、ありませんか？」

「うっ……」

　店てん員いんにたずねられ、環かん菜なはギクリ、と顔かおをしかめた。

　ありませんか、も何なにも……。

　今いま、財さい布ふの中なかにほとんどお金かねがないのは、このお店みせに来くる前まえに、いろんなお店みせでついつい衝しょう動どう買がいをしまくったからだ。

　両りょう手てに提さげた大たい量りょうの荷に物もつを見みれば、まあ、察さっしはつくだろうけど。

「えへへへへ……。買かい物ものしてるときは、すっごく楽たのしいんですけどねー。ふと気きづいたら、おこづかいがスッカラカンになっちゃってて、いやーこまったもんです」

　情なさけない気き持もちをごまかすように、環かん菜なはへらへら笑わらいながら頭あたまをかいた。

「そんでもって、そのときは『いいじゃん！』って思おもって買かったものでも、しばらくたったら、『べつに、いらなかったかも……』って後こう悔かいしたりして。もー、あたし、いっつもそんな感かんじなんですよ！」

「それは、それは──」

　真まっ暗くらな顔かおの店てん員いんは、ほほ笑えむように帽ぼう子しをゆらした。

「でしたら、ぜひ！　この【取とり消けせるこづかい帳ちょう】を、おためしになってみてください。お客きゃくさまのような方かたには、まさにピッタリの商しょう品ひんですから」

「そ、そうですか……？　いやー、でもなあ」

　やっべー、とあせりつつ、環かん菜なはレジからちょっと後あとずさる。

　銀ぎん髪ぱつの女おんなの子こが口くちにした、さっきの商しょう品ひん説せつ明めいを、聞きいていなかったわけではない。

『買かい物ものしたことを、あとから取とり消けすことのできるこづかい帳ちょう』──。

　そんなもの、そりゃあ、もしあれば欲ほしいけど。

（いくらなんでも、あやしすぎる……。てか、完かん全ぜんに詐さ欺ぎでしょ、これ。あー、どうしよう。早はやく逃にげないと……このまま話はなしを聞きいてたら、きっと、インチキ商しょう品ひんをたっかい値ね段だんで売うりつけられちゃうんだー……）

　この店てん員いんさんと女おんなの子こ（ふたりはグル？）に、よけいなことを話はなすんじゃなかった。

　こういうあとさき考かんがえない、その場ばのノリで動うごいちゃう性せい格かくが、ふだんの無む駄だづかいにもつながっているんだ……。

　背せ中なかに冷ひや汗あせをにじませて、環かん菜なはいたく反はん省せいした。

「えーっとお……さっきも言いいましたけどお、今いま、お金かねほとんど持もってないんですよねえ。いや、うそじゃないです！　ほら、見みてくださいこのさびしい財さい布ふの中なか身み！」

　にこにこ作つくり笑わらいを貼はりつけたまま、一歩ぽ、二歩ほ、うしろ歩あるきで店みせの出で口ぐちを目め指ざす。

「……ってわけでえ、すいませんけど、今日きょうはいったん出で直なおしてきま──」

「今日きょう、ここに来くる前まえに買かったものの値ね段だん、覚おぼえてる？　もしくは、レシート持もってる？」

　銀ぎん髪ぱつの女おんなの子こが、逃にげようとする環かん菜なのうでを、ガッシリつかんでそうたずねた。

「へ……？　れ、レシートなら、ありますけど……」

「じゃあ、だいじょうぶ！　その買かい物もの──今いまこの場ばで、取とり消けせるから！」

　満まん面めんの笑えみで、女おんなの子こは力ちから強づよく言いいきった。

「……今いま、この場ばで？」

「そ！　こんな不ふ思し議ぎなアイテム、じっさい効こう力りょくをその目めで見みてみないと、信しんじられないだろうしさ。ね？　いいよね？　店てん員いんさん」

「そうですね、かまいませんよ。もし気きに入いらなければ、お代だいはけっこうですので。そのつもりでとりあえず一いっ回かい、おためしください」

　ふたりは、申もうし合あわせたようにそう言いった。

　返へん事じをするひまも与あたえず、女おんなの子こが、こづかい帳ちょうを環かん菜なの手てに押おしつける。

「さあ。取とり消けしたい買かい物ものを、このこづかい帳ちょうに書かきこんでみて。それだけいろいろ買かったなら、ひとつくらい何なにかあるでしょ」

「う……うーん。それじゃ──」

　環かん菜なは、買かい物ものの大おお荷に物もつを店てん員いんにあずけ、ポケットに押おしこんでいたレシートを取とり出だした。

　くしゃくしゃの紙かみの玉たまになっているレシートを、ほぐして開ひらいて。

　その中なかから、環かん菜なは一枚まいえらんで抜ぬき出だした。

「これ……かなあ。そこのショッピングモールの中なかの本ほん屋やで、さっき買かった本ほんなんだけど」

「本ほん……この紙かみ袋ぶくろですね。ちょっと、開あけてもいいですか？」

「…………どうぞ」

　少すこし迷まよって、環かん菜なは店てん員いんにうなずいた。

　紙かみ袋ぶくろの中なかに入はいっている、その本ほんのタイトルは──『今日きょうから始はじめる節せつ約やく術じゅつ！～ムダづかいを０にするための50カ条じょう～』……。

（あああああ～恥はずかしいっ！　一いち日にちでこんだけいろいろ買かい物ものしておきながら、節せつ約やく術じゅつの本ほんを衝しょう動どう買がいしてしまったことが、これじゃあバレバレですよねええええ～……！）

　環かん菜なはその場ばにうずくまり、真まっ赤かになった顔かおを両りょう手てでおおった。

　店てん員いんは、少すこし気きまずそうに、コホンと軽かるくせき払ばらいして、

「……では。こづかい帳ちょうに、日ひ付づけと、買かったものと、値ね段だんをそれぞれ書かいてください。本ほんのサブタイトルは、枠わくの中なかに入はいりそうになければ、省しょう略りゃくしてかまいませんので」

　と、レジカウンターの上うえに、本ほんとペンを置おいた。

　環かん菜なはため息いきをついて立たち上あがり、レジカウンターにこづかい帳ちょうを広ひろげた。

　ペンを持もつ環かん菜なの手てもとを、女おんなの子こが横よこからのぞきこむ。

「ねえ。取とり消けすのは、ほんとにその本ほんでいいの？　あなたには必ひつ要ようそうだけど──」

「いいの！　この手ての本ほん、今いままでにも何なん冊さつか買かったけど、結けっ局きょくいつもほとんど読よまずに、本ほん棚だなに入いれっぱなしにしちゃうだけだから！」

「そ……そっか」

　女おんなの子こにあきれ顔がおをされながら、環かん菜なは店てん員いんに言いわれたとおり、本ほんのタイトルと値ね段だんと、それを買かった今日きょうの日ひ付づけを、こづかい帳ちょうに記き入にゅうした。
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「はい、それでは。記き入にゅう内ない容ように間ま違ちがいがないことを確かく認にんして──よろしければ、その内ない容ように取とり消けし線せんを引ひいてださい」

「えっと……。文も字じの上うえから、ぐいーって一本ぽん、横よこ線せん引ひく感かんじですか？」

「ええ、それでいいですよ」

　ほいほいとうなずいて、環かん菜なはそのとおりにやってみた。

『○月がつ×日にち　本ほん「今日きょうから始はじめる節せつ約やく術じゅつ！」　１２００円えん』

　という感かんじに。

　すると、次つぎの瞬しゅん間かん。

　レジカウンターの上うえにあった『今日きょうから始はじめる節せつ約やく術じゅつ！』の本ほんが、フッと消きえた。

　かと思おもえば、その直ちょく後ご。

　パサッ……コツン、チャリン。

　消きえた本ほんと入いれ替かわるように、一枚まいの千せん円えん札さつと、二枚まいの百ひゃく円えん玉だまが──……どこからともなく、降ふってきたではないか。

「うっ……うわああああああお金かねだあああああああ!!」

　環かん菜なのそのさけびに、横よこにいた女おんなの子こは、みけんにしわを作つくって目めをつぶる。

　その顔かおは、耳みみをキーンとつんざかれた人ひとのそれだった。

「ハッ……ご、ごめん、つい」

「だ、だいじょうぶ……。それより、どう？　【取とり消けせるこづかい帳ちょう】、すごいアイテムでしょ!?」

「う……うん。──ほんと」

　ごくり、とのどを鳴ならして。環かん菜なは、レジカウンターに降ふってきたお金かねを手てに取とった。

　さわってみても、どれだけじっくり目めをこらしても……それは、本ほん物もののお金かねにちがいない。

「えっと……。このお金かねって……あたしがもらっても……いいってこと？」

　おずおずと聞きいてみた環かん菜なに、店てん員いんは「もちろんです」とうなずいた。

「【取とり消けせるこづかい帳ちょう】の効こう力りょくで、お客きゃくさまがあの本ほんを買かったという事じ実じつは、なかったことになったので。つまりあの本ほんは、あれを買かったお店みせでまだ売うれていませんし、お客きゃくさまは、あの本ほんを買かっていない。──ですから、本ほんの代だい金きんである千二百円えんは、お客きゃくさまがまだ使つかっていない、お客きゃくさまのお金かねなんですよ」

「────すばらしいっ……！」

　手ての中なかの千二百円えんを見みつめて、環かん菜なはキラキラと瞳ひとみをかがやかせた。

　それから、レジカウンターの上うえのこづかい帳ちょうに目めを落おとす。

　今いままでは、無む駄だづかいを未み然ぜんに防ふせごうとして、ことごとく失しっ敗ぱいしてきた自じ分ぶんだが。

【取とり消けせるこづかい帳ちょう】──この不ふ思し議ぎで便べん利りなアイテムさえあれば。

　買かったあとで「無む駄だづかい」だったと後こう悔かいした買かい物ものは、かたっぱしからぜんぶキャンセルして、お金かねを取とりもどすことができる……！

「このこづかい帳ちょう、いくらですかっ!?」

「はい。こちら、税ぜい込こみで千二百円えんに──」

「よっしゃあ買かったああああ！」

　環かん菜なは、手てもとにもどってきたばかりの千二百円えんを、レジカウンターにたたきつけた。

「ふっふふー。帰かえったら、ゴミ箱ばこからレシートかき出だして、ここ数すう日じつの買かい物ものもいろいろ取とり消けすぞおーっ」

「えっ……いえ、ちょっと待まって！　それは無む理りですよ！」

　真まっ暗くらな顔かおの店てん員いんが、あわてた声こえを飛とばした。

　環かん菜なは、きょとんと首くびをかしげる。

「へ？　無む理りって……？」

「すみません。まだ、くわしく注ちゅう意い点てんを説せつ明めいしていませんでしたね。……じつは、このこづかい帳ちょう。買かい物ものの内ない容ようを記き入にゅうするにあたって、期き限げんがあるんです」

　環かん菜なに頭あたまを下さげてから、店てん員いんはそれを説せつ明めいした。

「このこづかい帳ちょうに、買かい物ものの内ない容ようを記き入にゅうできるのは、その買かい物ものをした当とう日じつのうちだけでして。……ですから、お客きゃくさまが今日きょう買かわれたものであれば、日ひ付づけが変かわる前まえにその内ない容ようを記き入にゅうして、あとからいつでも、その買かい物ものを取とり消けすことができるんですが。昨日きのうまでの買かい物ものに関かんしては、もう取とり消けすことはできないんです。──ご了りょう承しょうください」

「あっ、そうなんだ。いや、ぜんぜんオッケー。問もん題だいなしです！」

　環かん菜ながそう返へん事じをすると、店てん員いんはホッと息いきをつき、「それでは」とこづかい帳ちょうを紙かみ袋ぶくろに入いれて、環かん菜なに渡わたした。

「お買かい上あげ、ありがとうございます」

「今日きょうはいい買かい物ものできて、よかったねー！」

　店てん員いんと女おんなの子こに、見み送おくられながら。

　両りょう手ていっぱいの荷に物もつに、一冊さつのこづかい帳ちょうを加くわえ、環かん菜なはその不ふ思し議ぎな文ぶん具ぐ店てんをあとにした。

　本ほん当とうに、今日きょうはいい買かい物ものができた──。

　はずむ足あし取どりで、環かん菜なは帰かえり道みちを歩あるく。

　その途と中ちゅうで、ハッと気きがついた。

（そういえば……さっきの文ぶん具ぐ店てんにあった、すてきなペン。あれ、買かっておけばよかったなあ。【取とり消けせるこづかい帳ちょう】で、もっと今日きょうの買かい物ものキャンセルして、ペン買かうぶんのお金かねを取とりもどして。──あーっ、思おもい出だしたらどんどん欲ほしくなってきちゃったあー！　今いまからあのお店みせにもどって、買かっちゃおっかなあ！）

　いてもたってもいられなくなり、環かん菜なはきびすを返かえそうとした。

　が、そこでふと思おもい直なおす。

（待まてよお……？　あの文ぶん具ぐ店てんにあったすてきなペンは、五百円えんくらいだったけど。【取とり消けせるこづかい帳ちょう】があるんだから、いっそもっとぜいたくに、高こう価かなペンを買かっちゃってもいいのでは!?　たしか、今日きょう寄よった、駅えき前まえのショッピングモールの中なかの文ぶん具ぐ店てんには、大人おとなっぽくてエレガントなデザインの、二千円えんするすっごくすてきなペンがあったはず……！）

　二千円えんのペン、なんてもの。

　ふだんから無む駄だづかいの多おおい自じ分ぶんにとっても、とてもじゃないが買かう気きになれない、恐おそろしく高たかい値ね段だんのアイテムだ。

（──だって、ペンっていったら、ふつうにちゃんと使つかえるやつが「百円えんくらいで買かえるもの」だもん！　二千円えんなら百円えんのペン二十本ぽんぶん！　うおおお恐おそろしい……！）

　はたして、二千円えんのペンは、百円えんのペン二十本ぽんぶんの価か値ちがあるものなのか？

　その答こたえを知しるために、環かん菜なは、駅えき前まえのショッピングモールへと向むかった──。
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　買かい物ものを終おえて、家いえに帰かえってきたあと。

　環かん菜なはさっそく、買かってきたばかりの二千円えんのペンを使つかって、今日きょうの買かい物ものの内ない容ようを【取とり消けせるこづかい帳ちょう】に記き入にゅうした。

　出で先さきですでに取とり消けした買かい物もの──あの千二百円えんの本ほんや、ペン代だいのためにキャンセルした二千円えんぶんのいろいろな商しょう品ひんについて──は、レシートも消きえてしまって残のこっていない。

　だから、レシートのあるものだけを書かいていけば、それでオーケーだ。

　出で先さきでは、店みせで借かりたペンや、手て持もちのペンを使つかって書かきこんだけど。

　はてさて、二千円えんのペンの書かき心ごこ地ちはというと──……。

「おおおっ、すっごいなめらか！　そして、この手てにフィットする感かんじ……！　よけいな力ちからを使つかわずにすむから、手てが疲つかれないし、いつもよりきれいな文も字じが書かけてしまう……！」

　高たかいペンとは、デザインがすてきなだけでなく、書かき心ごこ地ちもまた、百円えんのペンとこんなにもちがうものなのか……！

　環かん菜なは心こころから感かん動どうし、すっかりそのペンを気きに入いった。

「このペンは、買かわなかったことにはせずに、大だい事じに大だい事じに、長ながーく使つかっちゃお。……ふふっ。愛あい用ようのペンが、二千円えん……かっこいい……！」

　洗せん練れんされたデザインのそのペンを、環かん菜なは、両りょう手てで掲かかげ持もってうっとりながめた。

「……あっ、そーだ。レシートもらわなかったけど、このこづかい帳ちょうを買かったことも、記き入にゅうしといたほうがいいかな？　一いち応おう」

　それに気きづいた環かん菜なは、買かったものの欄らんに『取とり消けせるこづかい帳ちょう』と書かき入いれた。

　ところが──。

　その文も字じは、書かき終おえると同どう時じに、ふっと紙かみの上うえから消きえ失うせた。

「あっ……あれっ……？」

　おかしいな、と。環かん菜なはもう一いち度ど、同おなじように書かいてみる。

　けれど、やっぱりだめだった。

　何なん回かいやっても、『取とり消けせるこづかい帳ちょう』という文も字じは、紙かみの上うえに残のこらず消きえてしまう。

　どうやら、このこづかい帳ちょうを買かったことだけは、当とう日じつであっても、このこづかい帳ちょうに記き入にゅうできない。

　──つまり、なかったことにはできないらしい。

「……ま、いっかべつに」

　環かん菜なは、ペンを置おいてこづかい帳ちょうを閉とじた。

「どうせ、取とり消けす必ひつ要ようなんてないんだもん。この【取とり消けせるこづかい帳ちょう】を、あとから『買かわなきゃよかった』なーんて、思おもうわけないもんねっ！」




　それからというもの。

　環かん菜なは、以い前ぜんよりずっと、買かい物もののレシートを大だい事じに扱あつかうようになった。

　買かい物ものをした事じ実じつを、【取とり消けせるこづかい帳ちょう】の力ちからで取とり消けすためには、〈日ひ付づけ〉〈買かったもの〉〈値ね段だん〉──それら三つを、かならず記き入にゅうしなくてはならない。

　レシートをなくして、商しょう品ひんの正せい確かくな値ね段だんがわからなくなってしまっては、こまるのだ。

　何なにか買かい物ものをしたら、レシートを机つくえの上うえに出だして、こづかい帳ちょうに買かい物ものの内ない容ようを記き入にゅうする。

　ぜったい、買かったその日ひのうちに。

　それさえ守まもれば、無む駄だづかいだと思おもった買かい物ものは、あとからいつでも取とり消けせる──。

　たとえば、めずらしい味あじの種しゅ類るいが気きになって買かったものの、じっさい食たべてみたら、思おもいのほかおいしくなかったお菓か子し。

　あるいは、表ひょう紙しの絵えに心こころ引ひかれて買かったものの、じっさい読よんでみたら、あんまり面おも白しろくなかったマンガ。

　そういう買かい物ものを、コツコツこまめに取とり消けしていくと、こづかいはけっこう手てもとに残のこるようになった。

　──ただし、である。

　不ふ思し議ぎなこづかい帳ちょうの力ちからによって、もどってきたお金かねと引ひき換かえに消きえるのは、商しょう品ひんそのものだけではなかった。

「思おもいのほかおいしくなかったお菓か子し」を買かったことを、こづかい帳ちょうで取とり消けしたとき。

　商しょう品ひんが消きえて、お金かねがもどってくると同どう時じに、環かん菜なはそのお菓か子しの味あじを忘わすれていた。

　マンガの場ば合あいも、同おなじだった。お金かねがもどると同どう時じに、そのマンガの内ない容ようは、環かん菜なの頭あたまからきれいさっぱり消きえていた。

　お菓か子しやマンガを買かったこと。お菓か子しがおいしくなかったこと。マンガがつまらなかったこと。

　それらのことは、なんとなく覚おぼえているのだが。

　そのお菓か子しが、どんなふうにおいしくなかったか。そのマンガが、どんなふうに面おも白しろくなかったか。

　そういった具ぐ体たい的てきな記き憶おくは、買かい物ものの取とり消けしにともなって、失うしなわれてしまうようだった。

（タダ食ぐい、タダ読よみはできないってことか。まあ、しかたないよね。……にしても、なんか変へんな感かんじだなあ。まるで、お菓か子しやマンガを「買かったつもり」になって、「これはおいしくなかった」とか、「これは面おも白しろくなかった」とか、空くう想そうだけしてるみたい──）

　なんだかむなしい感かん覚かくに、環かん菜なは少すこし、とまどいはしたけれど。

　それでも【取とり消けせるこづかい帳ちょう】が、環かん菜なの望のぞみを叶かなえてくれる、便べん利りですてきな商しょう品ひんであることには変かわりなかった。

　無む駄だづかいしては、こづかい帳ちょうの力ちからで取とり消けして。

　もどってきたお金かねで、またついつい無む駄だづかいしては、また取とり消けして。

　そんなことを、くり返かえしていくうちに──。

　環かん菜なはいつしか、高こう価かな買かい物ものをすることに、すっかり抵てい抗こうを感かんじなくなっていた。

（どんだけ高たかいもの買かおうが、いざとなったら、いつでも取とり消けしが利きくもんねー。となりゃ、気きになるものがあったら、値ね段だんとか気きにせずに、とりあえず、ためしに買かってみなけりゃ損そんってもんでしょー！）

　とはいえ、そんなお金かねの使つかい方かたを続つづけていると……。

　さすがに、毎まい月つきもらうこづかいだけでは、お金かねが足たりなくなってきた。

「ううっ……。これも欲ほしい、こっちも欲ほしいのに……。一か月げつのおこづかい使つかい果はたしても、欲ほしいものぜんぶ買かうには、ぜんぜん足たりない……」

　何なん冊さつもの雑ざっ誌しを広ひろげてながめながら、環かん菜なはぼやいた。

　ファッション雑ざっ誌し、インテリア雑ざっ誌し、ゲーム雑ざっ誌し──……どの情じょう報ほう誌しも、物ぶつ欲よくをビリビリ刺し激げきする。

　あれもこれも欲ほしい！

　その欲よくを満みたすために、もっともっとたくさん、お金かねが欲ほしい……！

「──よーし。こうなったら」

　にんまりと、環かん菜なは笑えみを浮うかべた。

　大たい金きんのありかなら、心こころ当あたりがある。それを今いますぐ、手てに入いれようじゃないか。

　べつに、だれかのお金かねを盗ぬすんだりするわけじゃない。

　正しょう真しん正しょう銘めい、それは自じ分ぶんのお金かねだ。

　お年とし玉だまとか、お祝いわい事ごとのときにもらったおこづかいとか。そういう額がくの大おおきなお金かねのうち何なん割わりかは、いつも親おやに取とり上あげられて、勝かっ手てに銀ぎん行こうにあずけられていたから──……。

（親おやのとはべつにある、あたし名めい義ぎの銀ぎん行こう口こう座ざ……。今いままでは、必ひつ要ようになったら、親おやに許きょ可かを取とってお金かねを下おろしに行いってたけど。キャッシュカードの場ば所しょも、暗あん証しょう番ばん号ごうも知しってるんだから、いざとなったら、ないしょで下おろしてこれるもんねー！）

　と、いうことで──。

　環かん菜なは、親おやのいないすきをねらってこっそりと、リビングにあるチェストの引ひき出だしから、自じ分ぶんの銀ぎん行こう口こう座ざのキャッシュカードを拝はい借しゃくした。

　それから、すぐに最も寄よりのＡエーＴティーＭエムへ行いき、四桁けたの暗あん証しょう番ばん号ごうを打うちこんで。

　そうしてまんまと、預よ金きんを引ひき出だすことに成せい功こうしたのである。




　家いえに帰かえってきて、キャッシュカードをもとの場ば所しょにもどしてから。

　環かん菜なは自じ分ぶんの部へ屋やにもどって、銀ぎん行こうの封ふう筒とうから、下おろしてきたお金かねを取とり出だした。

　札さつ束たば──というほどではないが、今いままで生いきてきた中なかで、こんなにぶあつく重かさなったお札さつにさわったのは、はじめてだ。

「ふふ……ふふふっ……。これだけあれば──……」

　あれも！　これも！　欲ほしいものがなんでも買かえる！

　がまんなんて必ひつ要ようない！

　こまったら、買かい物ものしたことを取とり消けして、「なかったこと」にすればいいのだから──。
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　銀ぎん行こうから下おろしてきたお金かねも、欲ほしいものを欲ほしいだけ買かっていたら、あっという間まになくなった。

　まったく、お金かねというのは本ほん当とうに、いくらあっても足たりないものだ。

　空からっぽになった封ふう筒とうを、指ゆびではさんでさすりながら、環かん菜なはしみじみそう思おもった。

「ふーっ。そろそろ、何なにか買かい物ものを取とり消けして、お金かねを手てもとにもどしとくとするかー」

　軽かるく体からだを伸のばしたあと、環かん菜なは【取とり消けせるこづかい帳ちょう】を机つくえに広ひろげた。

　そして、いつものように、愛あい用ようのペン（二千円えん）を手てに取とって。

　こづかい帳ちょうに記しるした中なかから、「これは買かわなくてもよかったな」という買かい物ものに、取とり消けし線せんを引ひこうとした──が。

「あっ……と、そーだ。取とり消けすもの、先さきにわかりやすいとこに出だしておこう」

　と、クローゼットをふり向むいた。

　大たい金きんを使つかって買かいまくったいろいろなものを、環かん菜なはほとんど、クローゼットの中なかにしまいこんでいた。……というか、かくしていた。

　だって、それらが親おやに見みつかったら──。

「こんなにたくさんの買かい物ものをするお金かね、いったいどこから……？」とあやしまれて、銀ぎん行こう預よ金きんを勝かっ手てに下おろして使つかいこんだことがバレて、確かく実じつに大おお目め玉だまを食くうことになるからだ。

　そうなれば、罰ばつとして、しばらくの間あいだおこづかいをもらえなくなることも、また確かく実じつ……！

　部へ屋やの隅すみにあるクローゼットを、環かん菜なはずっと前まえから、なかば物もの置おきのようにして使つかっていた。

　扉とびらの中なかにあるのは、洋よう服ふくもそうでないものも、まぜこぜになってごちゃごちゃに放ほうりこまれて、下手へたに動うごかせばたちまちくずれそうになっている、という光こう景けいだ。

　長なが年ねんそんな状じょう態たいのクローゼットを、親おやもわざわざ開あけたりしない。

　そのおかげで、物ものをかくすにはうってつけの場ば所しょだった。

　……が、この前まえは、それでこまったことになった。

　とある買かい物ものを取とり消けしたとき、買かった品しな物ものが、クローゼットに入はいっていたものだから。

　買かい物ものを取とり消けした瞬しゅん間かん、その品しな物ものが消きえて、クローゼットの中なか身みが大だい崩ほう落らくを起おこしてしまったのだ。

　品しな物ものと入いれ替かわりにもどってきたお金かねは、クローゼットの中なかでいろんなものに埋うもれて、探さがし出だすのがすごく大たい変へんだった……。

　と、いうわけで。

　次つぎからは、二に度どと同おなじ失しっ敗ぱいをしないようにしようと、環かん菜なは心こころに誓ちかったのである。

「えーっと……。クローゼットから出だしておくのは、これと、これと、これと……」

　今いまいちど、こづかい帳ちょうに目めを落おとして、取とり消けす買かい物ものをたしかめてから。

　環かん菜なは、「よし！」と、勢いきおいよくイスを引ひいて立たち上あがった。

　──そのとき。

　机つくえの上うえのペンに手てが当あたって、ペンが床ゆかに落おちた。

　それとほぼ同どう時じに、バキャッ！　といやな音おとがした。

「…………え」

　環かん菜なは、思おもわずギクリと動うごきを止とめた。

　青あおざめて、おそるおそる、床ゆかを見み下おろす。

　そこには、案あんの定じょう──イスのキャスターにひかれて、見みるも無む残ざんにこわれた愛あい用ようのペン（二千円えん）の姿すがたがあった。

「あ……ああああああああ～……」

　ペンの残ざん骸がいを前まえに、環かん菜なは、床ゆかに両りょう手てをついてうなだれた。

「そ……そんな……。このペンは、十年ねんくらいずっと大だい事じに使つかい続つづける予よ定ていだったのに……。買かってから、まだ三か月げつくらいしか経たってないのに……こんなことってえええええ～……」

　二千円えんのペンが、三か月げつでこわれたということは……。

　つまり自じ分ぶんは、一か月げつあたり六百六十六円えん以い上じょうのペンを買かったということ。

　予よ定ていどおり十年ねん使つかい続つづけることができれば、一か月げつあたり十六円えんちょっとのペンになっていたというのに！

「くっ……なんてもったいない……！　いいペンだったけど……こんなに損そんした気き分ぶんになるなら、買かわなきゃよかった……！」

　思おもわずそう口くちにして。

　環かん菜なは、ハッと目めを見み開ひらいた。

「──ああ、そうだ。『買かわなきゃよかった』なら。こんなときには、このこづかい帳ちょうを使つかえばいいんじゃーん！」

　環かん菜なはころっと笑え顔がおになって、すぐさま鼻はな歌うたまじりに、机つくえの上うえのペン立たてに手てを伸のばした。

　そこに立たててあった、百ひゃく円えんショップで買かったペンを手てに取とって、【取とり消けせるこづかい帳ちょう】のいちばんはじめのページを開ひらく。

「よーし、それじゃ。この買かい物もの──取とり消けしっ！」

　あの日ひ、ショッピングモールの中なかの文ぶん具ぐ店てんで買かった、二千円えんのペン。

　その項こう目もくに、環かん菜なはぐいーっと一本ぽん、取とり消けし線せんを重かさねて引ひいた。

　すると、次つぎの瞬しゅん間かん。

　そのページに書かかれた文も字じが、ふっと消きえた。

　最さい初しょのほうの何なん列れつかを残のこして、あとはぜんぶ、あとかたもなく消きえたのだ。

「…………へ？」

　何なにが起おこったのかわからず、環かん菜なは間ま抜ぬけな声こえをもらした。

　ペラ……と、ページをめくる。

　次つぎのページには、何なにも書かかれていなかった。

　その次つぎのページを見みても、そのまた次つぎのページを見みても。まだ何なにも書かきこまれていない、ただまっさらなページが、延えん々えんと続つづくばかりだった。

「そ……そんなはず……！　あたし、ここ三か月げつの買かい物ものの内ない容よう、いつもかならずこのこづかい帳ちょうに記き入にゅうして──……」

　そこまで言いって、環かん菜なは凍こおりついた。

　そう──ここ三か月げつの買かい物ものの内ない容ようは、いつもかならずこのこづかい帳ちょうに、愛あい用ようのペンを使つかって記き入にゅうしていた。

　あのペンを買かったことを、取とり消けして「なかったこと」にしたから。

　あのペンを使つかって、今いままでこづかい帳ちょうに書かきこんだ字じも、ぜんぶ「なかったこと」になって、消きえてしまったのだ。

「……え。……うそ……」

　力ちからなくもらした声こえが、ふるえてかすれた。
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　あわててイスから立たち上あがり、クローゼットに駆かけよって、扉とびらの中なかをたしかめる。

　……消きえていない。こづかい帳ちょうに書かいた文も字じは消きえても、買かったものはそのままだ。

　買かい物ものを取とり消けすことができるのは、その買かい物ものの内ない容ように、取とり消けし線せんを引ひいた場ば合あいだけ。

　でも、「書かかれなかった」ことになったそれらに、いったいどうして、取とり消けし線せんを引ひくことができるだろう。

　目めに涙なみだがにじむ。心しん臓ぞうの鼓こ動どうがドクドクと、速はやく大おおきくなっていく。

【取とり消けせるこづかい帳ちょう】は、買かい物ものをしたその日ひのうちに、買かい物ものの内ない容ようを記き入にゅうしておかなくてはならない。

　だから、昨日きのうまでの買かい物ものを、今いまからもういちど記き入にゅうし直なおしたとしても、意い味みはない。

　銀ぎん行こうの預よ金きんを使つかいきって、欲ほしいものを、欲よく望ぼうのままに買かいまくった──。

　それらの買かい物ものは、もう取とり消けしが利きかない。




　……どんなに「買かわなきゃよかった」と思おもっても。
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　とある町まちのはずれに建たつ、古ふるびた館やかた。

　その地ち下かに研けん究きゅう所じょがあることは、館やかたの住じゅう人にんである博士はかせ以い外がい、だれも知しらないことだった。

　ひみつの研けん究きゅう所じょでは、長ながい年ねん月げつをかけて、ただひとつの研けん究きゅうが行おこなわれていた。

　それは、人にん間げんを不ふ老ろう不ふ死しにする研けん究きゅうだった。

　館やかたに住すむ博士はかせは、永えい遠えんの命いのちにあこがれていたからだ。

「きっと、何なにかあるはずだ。人にん間げんが永えい遠えんの命いのちを手てに入いれる方ほう法ほうが……」

　そう信しんじて、博士はかせはもう何なん十じゅう年ねんも、その方ほう法ほうを探さがし続つづけていた。

　ときには研けん究きゅう所じょを飛とび出だし、神しん話わや伝でん説せつに出でてくる不ふ老ろう不ふ死しの霊れい薬やくや、人にん魚ぎょの肉にく、黄おう金ごんのリンゴなどといったものを求もとめて、長ながい旅たびに出でることもあった。

「きっと、どこかにあるはずだ。人にん間げんを不ふ老ろう不ふ死しにする力ちからを持もつ何なにかが……」

　けれどもそんなものは、いつまでたっても見みつからなかった。

　そうして気きがつけば、博士はかせはすっかり年とし老おいていた。

「いかん、このままでは。永えい遠えんの命いのちを手てに入いれる前まえに、私わたしの寿じゅ命みょうが尽つきてしまう……」

　博士はかせはあせっていた。恐おそれていた。

　自じ分ぶんの寿じゅ命みょうが尽つきるとき。その瞬しゅん間かんが、おとずれる前まえに。

　なんとしてでも、どんな方ほう法ほうを使つかっても、永えい遠えんの命いのちを手てに入いれなくては──。




　そんなある日ひ。

　博士はかせは近きん所じょの道みち端ばたで、奇き妙みょうなふたり組ぐみの物もの売うりに出で会あった。

　ひとりは銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょで、もうひとりは顔かおの見みえない男おとこ。

　少しょう女じょのほうは、ショッキング・ピンクのパーカー姿すがたで、右みぎの目めにはパーカーとおそろいの色いろをした、柄がらつきの眼がん帯たいをつけていた。

　男おとこのほうは、つばの広ひろい帽ぼう子しをかぶって、首くびにはぶあついマフラーを巻まいていた。その顔かおが見みえないのは、顔かおの部ぶ分ぶんだけ、なぜか真まっ暗くらな影かげになっていたからだった。

「不ふ老ろう不ふ死しに、ご興きょう味みはありませんか？」

　真まっ暗くらな顔かおの男おとこは、出で会あうなり、博士はかせにそう声こえをかけてきた。

　そして、博士はかせの答こたえを待まつこともせずに、カバンを開あけて中なかから何なにかを取とり出だした。

　ひとつ、ふたつ、みっつ。取とり出だしたものを、男おとこはその場ばにならべてみせた。

　果か実じつらしきものと、ビンに入はいった液えき体たいと、小ちいさなツボミがついた鉢はち植うえの植しょく物ぶつ。

　博士はかせはその場ばにしゃがみこみ、眼鏡めがねのピントをしっかり合あわせて、ならべられたそれらのものをじろじろ見みつめた。

　その横よこから、銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょが声こえをかけた。

「ねえ。これ、なんだかわかる？」

「む……。ううむ」

　うなりながら、博士はかせはいろんな角かく度どから、さらにじろじろそれらを見みつめた。

「果か実じつも、植しょく物ぶつも、まったく見みたことのない種しゅ類るいだ。ビンの中なかの液えき体たいは、花はなの蜜みつのようにも見みえるが……。いったい、これはなんなのだね？」

　博士はかせは、真まっ暗くらな顔かおの男おとこを見み上あげた。

「さっき、きみは、不ふ老ろう不ふ死しという言こと葉ばを口くちにしたな。ということは──まさか？」

「ええ、お察さっしのとおり」

「これはねー、その名なも【不ふ老ろう不ふ死し３点てんセット】って商しょう品ひんなんだよ！」

　男おとこと少しょう女じょは、順じゅんにそう言いった。

　それを聞きいて、博士はかせはたまらず色いろめき立たった。

「くわしく話はなしを聞きかせてくれ！」

　つかみかからんばかりに、身みを乗のり出だして博士はかせはさけんだ。

　そのいきおいに、ふたり組ぐみは少すこしたじろぐ。

　が、すぐに男おとこは姿し勢せいを正ただし、少しょう女じょはにっこりほほ笑えんだ。

「ええ、もちろんですとも。──この【不ふ老ろう不ふ死し３点てんセット】はですね。説せつ明めいするまでもありませんが、生いき物ものを不ふ老ろう不ふ死しにする力ちからを持もったアイテムを、こうしてセットにした商しょう品ひんなのです」

「ふむ。３点てんセット、ということは、この三つを組くみ合あわせて使つかう必ひつ要ようがあるのかね」

「ううん、そうじゃないの。この三つのアイテムは、どれかひとつだけでも、うまく使つかえさえすれば不ふ老ろう不ふ死しになれるんだけど──」

「うまく使つかえさえすれば？　……というと？」

　たずねた博士はかせに、銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょは、笑え顔がおでうなずいてこう続つづけた。

「この３点てんセットは、どれも使つかい方かたがむずかしくて、たいていの人ひとは失しっ敗ぱいしちゃうの。でも、もし成せい功こうして不ふ老ろう不ふ死しになったら、残のこったアイテムは無む駄だになっちゃうから……この３点てんセットは、ひとつずつ順じゅん番ばんに渡わたすことにしてるんだ。それでもいい？」

「ふむ。３点てんセットと言いいながら、ぜんぶいっぺんには買かえないのだな。……まあいい」

　で、いくらだね？　と博士はかせは値ね段だんをたずねた。

　それに対たいして、真まっ暗くらな顔かおの男おとこは、三つならべた商しょう品ひんの中なかから果か実じつを手てに取とった。

「では、まずはこの〈不ふ老ろう不ふ死しの実み〉をおためしください。お代だいは──今いまはけっこうですよ。あとからちゃんといただきますので」

　男おとこはそう言いって、その実みを博士はかせに手て渡わたした。

「あのね。この〈不ふ老ろう不ふ死しの実み〉を食たべると、だれでも不ふ老ろう不ふ死しになれるんだよ！」

「……うむ。そうか」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょの、まったく意い外がいでないその言こと葉ばに、博士はかせはそれだけ返かえしてうなずいた。

　けれどそのあと、はて、と博士はかせは首くびをかしげる。

（ただ、実みを食たべればいいだけなのか？　それなのに、使つかい方かたがむずかしいとは。いったいどういうことなのだ……？）
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　何なにはともあれ。

　館やかたに帰かえってきた博士はかせは、地ち下かの研けん究きゅう所じょで、さっそくその実みを使つかってみることにした。

　殺さっ風ぷう景けいな机つくえの上うえに、博士はかせは持もち帰かえった実みをゴロンと置おく。

　それは、リンゴほどの大おおきさで、形かたちもリンゴに似にた実みだった。

　しかし、博士はかせが旅たびに出でて探さがしたことのある、黄おう金ごんのリンゴというわけではないようだ。

　その実みの表ひょう面めんは、白はく銀ぎん色いろにかがやく美うつくしいウロコのような皮かわで、少すこしのすき間まもなくおおわれていたのである。

　皮かわのせいで見みた目めは硬かたそうだったが、指ゆびで押おしてみると、中なかの果か肉にくは弾だん力りょくがある。

　そのやわらかさは、よく熟うれたモモやイチジクを思おもわせた。

「ふうむ。これを食たべるのが、そんなにもむずかしいことなのか？　口くちに入いれても、のみこめずに吐はき出だしてしまうほど、ひどい味あじだということだろうか？　しかし、永えい遠えんの命いのちを手てに入いれるためなら、それくらい……」

　つぶやきながら、とりあえず、博士はかせはその実みの皮かわをむこうとした。

　けれども、むき方かたがわからない。というより、しばらくためしてみたが、手てではどうやってもむけそうになかった。

　しかたなく、博士はかせは台だい所どころから包ほう丁ちょうを取とってきた。

　ぐっと力ちからをこめて、包ほう丁ちょうの刃はを、その実みに入いれる──。

「うっ!?」

　包ほう丁ちょうの刃はは、皮かわの上うえをつるりとすべった。

　あやうく指ゆびを切きりそうになり、博士はかせはふうっと息いきをついた。

「むむむ……なかなかむずかしいな」

　冷ひや汗あせをぬぐって、博士はかせはふたたび挑ちょう戦せんする。

　しかし、何なん度どやっても。

　包ほう丁ちょうの刃はは、白はく銀ぎん色いろのウロコのような皮かわの上うえをすべったり、はじき返かえされたりするばかりで、いつまでたっても皮かわに傷きずひとつつけられなかった。

「く……くそ……」

　汗あせだくになりながら、博士はかせは包ほう丁ちょうを、机つくえの上うえに乱らん暴ぼうに置おいた。

　それから博士はかせは、〈不ふ老ろう不ふ死しの実み〉を食たべるため、考かんがえつくかぎりのことをためしてみた。

　包ほう丁ちょうでだめなら、なんの道どう具ぐを使つかえば、この実みの中なか身みを取とり出だせるか──。

　ノコギリ、斧おの、ドリル、チェーンソー……。

　研けん究きゅう所じょにあった、ウォーターカッター、レーザーカッター……。

　そんなものを使つかってみたが、どれも包ほう丁ちょうと同おなじく、白はく銀ぎん色いろの皮かわに傷きずひとつつけることはできなかった。

　強きょう酸さんにひたしてみても、だめだった。皮かわはまったく溶とける気け配はいがない。

　高こう温おんで焼やこうとしても、だめだった。皮かわは燃もえず、焦こげあとすらつかず、いつまでたっても美うつくしい白はく銀ぎん色いろのままだった。

　博士はかせは途と方ほうに暮くれた。

　皮かわを破やぶって果か実じつの中なか身みを食たべるのは、どうやら不ふ可か能のうであるらしい。

　こうなったら──と。

　博士はかせはいちかばちか、皮かわつきのままのその実みを、無む理りやり口くちの中なかに押おしこんで、丸まるごとのみこめないかとためしてみた。

　だが、それも無む理りだった。どの向むきから、どんな角かく度どでのみこもうとしても、ウロコ状じょうの皮かわが逆さか立だつように引ひっかかり、どうしても実みを吐はき出だしてしまうのだった。

　博士はかせは、ガックリと肩かたを落おとした。




[image: ]




　次つぎの日ひ。博士はかせは、昨日きのうと同おなじ道みちへ行いってみた。

　するとそこには、待まちかまえていたかのような、昨日きのうと同おなじふたり組ぐみの姿すがたがあった。

　銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょは、博士はかせを見みてにやっと笑わらった。

「浮うかない顔かおだね。〈不ふ老ろう不ふ死しの実み〉は、やっぱり食たべることができなかったの？」

「……うむ」

「では、次つぎにこの〈不ふ老ろう不ふ死しの蜜みつ〉をおためしください。お代だいは──今いまはけっこうですよ。あとからちゃんといただきますので」

　真まっ暗くらな顔かおの男おとこは、そう言いって、手てに持もっていたビンを博士はかせに渡わたした。

　ガラスの香こう水すいビンのような、小ちいさな容よう器き。

　その中なかに入はいった、はちみつ色いろの液えき体たい──これはやっぱり蜜みつだったのかと、博士はかせは思おもった。

「あのね。この〈不ふ老ろう不ふ死しの蜜みつ〉を飲のむと、だれでも不ふ老ろう不ふ死しになれるんだよ！」

「……うむ。そうか」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょの、やはりまったく意い外がいでないその言こと葉ばに、博士はかせはそれだけ返かえしてうなずいた。




　館やかたに帰かえってきた博士はかせは、地ち下かの研けん究きゅう所じょで、さっそくその蜜みつを使つかってみることにした。

「ううむ。〈不ふ老ろう不ふ死しの実み〉がああだったからには、この蜜みつもまた、ひとすじなわではいかないと思おもったほうがいいだろうな。……さて。とにかくまずは、このビンの栓せんを抜ぬかなくては」

　つぶやいて、博士はかせは栓せんに手てをかけた。

「しかしはたして、このビンは開あけることができるのだろうか？　ビン本ほん体たいも栓せんも、見みたところ、ただのガラスでできているようではあるが……」

　とりあえず、ものはためしだ。まずは道どう具ぐを使つかわずに。

　博士はかせは、ビンの口くちに挿さしこまれた栓せんをつかんで、思おもいっきり引ひっぱった。

「ふんっ！」

　すると、なんともあっけなく。

　キュポン、と音おとを立たてて、栓せんは抜ぬけた。

　それと同どう時じに。

　ビンの中なかの液えき体たいは、シュワッと一いっ瞬しゅんにして蒸じょう発はつし、すべて虚こ空くうに消きえてしまった。

「……そ……そんな」

　博士はかせは、ビンの中なかをのぞきこむ。

　しかしそこには、甘あまい香かおりがあるだけで、もう一いっ滴てきの蜜みつも残のこってはいなかった。
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　また次つぎの日ひ。博士はかせは、昨日きのうと同おなじ道みちへ行いってみた。

　するとそこには、やはり待まちかまえていたかのような、昨日きのうと同おなじふたり組ぐみの姿すがたがあった。

　銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょは、博士はかせを見みてにやっと笑わらった。

「今こん回かいも、浮うかない顔かおだね。〈不ふ老ろう不ふ死しの蜜みつ〉は、やっぱり飲のむことができなかったの？」

「……うむ」

「では、最さい後ごにこの〈不ふ老ろう不ふ死しの花はな〉をおためしください。お代だいは──今いまはけっこうですよ。あとからちゃんといただきますので」

　真まっ暗くらな顔かおの男おとこは、そう言いって、手てに持もっていた鉢はち植うえの植しょく物ぶつを博士はかせに渡わたした。

「あのね。〈不ふ老ろう不ふ死しの実み〉と〈不ふ老ろう不ふ死しの蜜みつ〉は、どっちもこの〈不ふ老ろう不ふ死しの花はな〉から採とれるものなの。だから──この花はなをうまく育そだてれば、花はなからじかに蜜みつを飲のむこともできるし、花はなのあとについた実みを、皮かわが硬かたくならないうちに食たべることもできるんだよ」

「……ほう！」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょの言こと葉ばに、博士はかせは目めを見み開ひらいてうなずいた。

　つまり、この花はなさえあれば。〈不ふ老ろう不ふ死しの蜜みつ〉を蒸じょう発はつさせずに飲のむことも、〈不ふ老ろう不ふ死しの実み〉の皮かわを破やぶって中なか身みを食たべることも、できるというわけなのか。

「だが、それもまた、やはりむずかしいのだろう？　……何なにか、この花はなをうまく育そだてるコツなどあれば、どうか教おしえてくれんかね」

「うーん。育そだて方かたのコツ、っていうのは、特とくにないんだけど……」

　少しょう女じょは、そう答こたえたあと、男おとこと顔かおを見み合あわせて。

　それから博士はかせに向むき直なおって、笑えみを浮うかべた。

「そうだなあ。ひとつ、言いっておくとしたら。お金かねとか、宝ほう石せきとか、貴き重ちょう品ひんとか……何なにかそういうものを、花はなのそばに置おいておくといいと思おもうよ！」




　館やかたに帰かえってきた博士はかせは、その日ひから、地ち下かの研けん究きゅう所じょで花はなを育そだて始はじめた。

　研けん究きゅう所じょの中なかにはちょうど、植しょく物ぶつを育そだてて研けん究きゅうするための小こ部べ屋やがあった。

　小こ部べ屋やの中なかには、太たい陽ようの光ひかりの代かわりに、植しょく物ぶつの生せい育いくに適てきした人じん工こうの光ひかりを照てらす機き械かいが備そなえつけられていて、温おん度どや湿しつ度ども調ちょう整せいできるようになっていた。

　とはいえ、〈不ふ老ろう不ふ死しの花はな〉を咲さかせるために、どのような環かん境きょうがふさわしいのか。

　それは、博士はかせにはまったくわからなかったが……。

　さいわいその花はなは、小こ部べ屋やの中なかでもしおれることなく、いきいきとしたままだった。

　小ちいさかった花はなのツボミは、日ひがたつにつれふくらんで、色いろづいていった。

　銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょの助じょ言げんに従したがって、博士はかせは花はなのそばに、金きん貨かの入はいった布ぬの袋ぶくろを置おいていた。それは、親おやからこの館やかたとともに受うけ継ついだ遺い産さんの一いち部ぶで、これなら申もうしぶんないだろうと博士はかせは思おもった。

　その金きん貨かのおかげかどうかは、知しらないが。

　花はなは、順じゅん調ちょうにツボミをほころばせていった。

　そして、ある日ひとうとう。

　とても美うつくしく良よい香かおりの、真まっ赤かな大たい輪りんの花はなを咲さかせたのである。

「おお……！　これが、〈不ふ老ろう不ふ死しの花はな〉なのか……！　なんとすばらしい……！」

　博士はかせは、小こ部べ屋やから花はなを金きん貨かとともに取とり出だし、片かたづけてあった机つくえの上うえに置おいた。

　みずみずしい咲さきたての花はなを、うっとりながめて感かん慨がいにひたる。

　これでようやく、長なが年ねんの夢ゆめがかなう。

　永えい遠えんの命いのちを手てに入いれるという夢ゆめが──……！
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「どれ。さっそく、この花はなから〈不ふ老ろう不ふ死しの蜜みつ〉を……」

　花はなの中ちゅう心しんから香かおる、あのビンの中なか身みと同おなじ甘あまいにおいに、博士はかせは顔かおを近ちかづけた。

　──と、その瞬しゅん間かん。

　真まっ赤かな花はなの中ちゅう心しんに、とつぜん、丸まるい穴あなが口くちを開あけた。

　かと思おもえば、その「口くち」は、一いっ瞬しゅんにしてぐわっと大おおきく広ひろがって。

　博士はかせの体からだを頭あたまから、あっという間まに丸まるのみにした。







　人にん間げんを食くらうことで、永えい遠えんに枯かれることなく生いき続つづける〈不ふ老ろう不ふ死しの花はな〉──。

　食しょく事じをすませたその花はなは、ひと休やすみして、栄えい養ようを全ぜん身しんに行いき渡わたらせたあと。

　伸のばしたつるを手てのように使つかって、金きん貨かの入はいった袋ふくろをつかみ、鉢はち植うえの土つちから引ひき抜ぬいた根ねっこを、足あしのように使つかって移い動どうして。

　無む人じんとなった研けん究きゅう所じょをあとにして、館やかたの外そとへと出でていった。
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　クリスマスソングから逃にげていたら、いつの間まにか、知しらない道みちに入はいりこんでいた。

　そのとき、目めの前まえを一匹ぴきの蝶ちょうが横よこ切ぎった。

　こんな季き節せつに……？　とおどろいて、のえるは思おもわず蝶ちょうを追おう。

　ショッキング・ピンクと黒くろの羽はねなんて、見みたことのない、めずらしい色いろの蝶ちょうだ。

　蝶ちょうは、寒さむさに弱よわっている様よう子すもなく、吹雪ふぶいてきそうな北きた風かぜをものともせずに、飛とんでいく。

　そしてやがて、小ちいさなコーヒーショップらしきお店みせに、入はいっていった。

（へえ……。こんなところに、こんな店みせ。ちょっと休やすんで、あったかいものでも飲のもうかな）

　店みせの中なかに一いっ歩ぽ入はいると、なんだか妙みょうにうす暗ぐらかった。

　カウンターの向むこうにいる店てん員いんは、店てん内ないだというのに、なぜか広いつばのついた帽ぼう子しをかぶって、首くびにはぶあついマフラーを巻まいていた。

（寒さむがりなのかな？　……でも、帽ぼう子しはなんで？）

　不ふ思し議ぎに思おもいつつ、帽ぼう子しとマフラーの間あいだにあるその顔かおに、ちらりと目めをやる。

　……見みえない。店てん員いんの顔かおは、真まっ暗くらな影かげになっていた。

　いくらうす暗ぐらい店てん内ないとはいえ、その部ぶ分ぶんだけ、気き味みが悪わるいほどの影かげの濃こさだった。

　せまい店てん内ないには、なかなか立りっ派ぱなクリスマスツリーが置おかれていた。

　ライトアップされたツリーの横よこで、メニュー表ひょうが、ついでのように照てらされていた。

「……シナモンカフェオレのホット、Ｍサイズひとつください」

「かしこまりました。少しょう々しょう、お待まちくださいませ」

　おそるおそる注ちゅう文もんしてみたが、接せっ客きゃくはふつうだ。のえるはいくらかホッとした。

　ほどなくして、注ちゅう文もんどおりのドリンクが渡わたされる。

　イートインスペースは、どうやら中なかにはないようだ。

　代かわりに、店みせの外そとにイスとテーブルがあったから、そこで飲のんでいけばいいのだろう。

　カップで両りょう手てを温あたためながら、のえるは店みせの外そとに出でた。

　けれども、テーブルを見みて立たち止どまる。

　柄がら入いりの眼がん帯たいをつけた、銀ぎん髪ぱつの女おんなの子こが、席せきについてドリンクを飲のんでいたのだ。

（あれ？　さっきまでは、だれもいなかったはずなのに……？）

　イスはまだ空あいているけれど、テーブルはひとつしかない。

　どうしようかな、と迷まよっていると。

　銀ぎん髪ぱつの女おんなの子こが、ふいにのえると目めを合あわせて、人ひとなつっこくニコッと笑わらった。

「いいよー、すわりなよ」

「あ……では、お言こと葉ばに甘あまえて」

　のえるはぺこっと頭あたまを下さげて、女おんなの子こと同おなじテーブルをかこんですわった。

　女おんなの子こはショッキング・ピンクと黒くろを基き調ちょうとした、派は手でな色いろ合あいの服ふくに身みを包つつんでいて、ベージュやモスグリーンなど、おさえた色いろの服ふくしか着きないのえるとは、対たい照しょう的てきなタイプだった。

（ピンクと黒くろ──……さっき飛とんでた蝶ちょうの羽はねと、同おなじ色いろ。もしかして、あの蝶ちょうは、この子こが変へん身しんした姿すがただったとか？　……なんてね）

　のえるは、温あたたかいシナモン入いりカフェオレをひと口くち飲のんで、息いきをつく。

「……ここは、しずかでいいですね」

　のえるはつい、半はん分ぶんひとり言ごとのように、口くちを開ひらいた。

　それに応こたえて、銀ぎん髪ぱつの女おんなの子こが「そう？」と首くびをかしげる。

「ちょっとさびしくない？　あっちの、店みせのいっぱいあるへんとちがって、音おん楽がくのひとつも流ながしてなくてさ」

「ええ。──だから、いいんですよ。この季き節せつに、クリスマスソングのひとつも聞きこえないっていうところが」

　のえるの言こと葉ばに、女おんなの子こはきょとんと目めを丸まるくした。

「クリスマスに、何なにかいやな思おもい出ででもあるの？」

「……ふっ。ふふふふ……」

　女おんなの子こに問とわれたのえるは、うつむいて、暗くらく笑わらいをもらす。

「わたしの名な前まえ……のえる、っていうんですけど。どうしてこの名な前まえがつけられたのか、わかります？」

「え？　……えーっと。あっ、そういえば。ブッシュ・ド・ノエルっていうクリスマスのケーキがあるよね。その『ノエル』が由ゆ来らい？」

「ええ……そう。『ノエル』は、フランス語ごでクリスマスを意い味みします。わたし、誕たん生じょう日びが十二月がつ二十四日かなんです」

「へえーっ。じゃあ、もうちょっとでハッピーバースデーなんだね！」

「まあ、そうなんですが……。世せ間けんでは、それよりもメリークリスマスなんですよ。いえ、それはとうぜんのことですし、べつにいいんですけど……」

　のえるは、さらに深ふかくうつむいて、はあっと大おおきくため息いきをついた。

「たぶん、これ……同おなじ誕たん生じょう日びや、近ちかい誕たん生じょう日びの人ひとにとっては、ありがちな悩なやみだと思おもうんですけど……──誕たん生じょう日びとクリスマスイブがかぶってるせいで、誕たん生じょう日びプレゼントとクリスマスプレゼント、毎まい年としひとつにまとめられちゃうんですよっっ……！」

　声こえを張はり上あげて、のえるは、ドンッとこぶしでテーブルをたたいた。

「本ほん当とうなら、誕たん生じょう日びとクリスマスで、それぞれ別べつ々べつにもらえるはずのプレゼントがっ……あと、ケーキも！　ケーキなんて、うちではめったに買かわないんです！　それなのに、クリスマスケーキがあるから、誕たん生じょう日びケーキはもういいだろうって、うちの親おやあっ……！」

　ギリッと奥おく歯ばをかみしめ、もう一いち度ど、テーブルにこぶしを打うちつける。

　女おんなの子こが、のえるからちょっと身みを引ひいた気け配はいがした。

　のえるはハッと我われに返かえって、シナモンカフェオレをひと口くち飲のんで、気き持もちを落おち着つけた。

「……す、すみません。せっかくのコーヒータイムを、こんなグチでじゃましてしまって……」

「う、ううん！　いいよいいよ、グチっちゃいなよ。……そっかー。クリスマスイブが誕たん生じょう日びなんて、なんか特とく別べつ感かんあってステキだなーって思おもったけど、イヤなこともあるんだね」

「……ありがとう。そうなんです、ほんと。それに……クリスマスイブなんて、わたし、似に合あわないじゃないですか。どうせなら、ハロウィンとかに生うまれたかったですよ。それだったら、まだイメージに合あってたと思おもうんです。けど、この暗くらい性せい格かくで、聖せい夜やが誕たん生じょう日びとか……」

　ねえ？　と。つい同どう意いを求もとめてしまったが、女おんなの子こは、こまった顔かおで笑わらうだけだった。

　のえるは、あわててちょっと話はなしをずらした。

「あ、あの。あなたみたいな人ひとなら、クリスマスやイブが誕たん生じょう日びでも、似に合あいそうですけど」

　そんな印いん象しょうを持もったのは、女おんなの子この交まじりっけない銀ぎん髪ぱつが、ホワイトクリスマスの雪ゆき景げ色しきを思おもわせたからかもしれない。

　けれど、それを聞きいた女おんなの子こは、「そーかな」とそっけなく返かえし、

「私わたしだって──聖せいなる夜よるより、魔ま物ものが地ち上じょうをうろつき回まわるハロウィンのほうが、自じ分ぶんに似に合あうと思おもってるよ？」

　そう言いって、眼がん帯たいをしていない片かた目めを細ほそめて笑わらった。

「ねえ、それより！　このコーヒーショップ、十二月がつ中ちゅうはクッキーのサービスがあるんだけど、知しってた？　店てん員いんさんに『クッキーのプレゼントください』って言いえば、ひとつもらえるの」

「そうなんですか？　知しらなかった……」

　言いわれてみれば、女おんなの子このそばには、テーブルの上うえにそれらしきものがあった。

　袋ふくろを開あけて、すでにひと口くちかじっているが、たぶんジンジャーマンクッキーだ。顔かおや服ふくが描かかれた人ひと形がたのクッキーで、スパイスが利きいていておいしいのである。

（そういえば、店みせの中なかにあったツリーに、ジンジャーマンいっぱい吊つるされてた……。あれ、飾かざりじゃなくて、本ほん物もののクッキーで、言いえばもらえたんだ。……おしいことしたな）
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　クリスマスっぽいことを楽たのしむのはしゃくだけど。そうはいっても、ジンジャーマンクッキーはおいしい。シナモンカフェオレとの相あい性しょうだって、ピッタリだろうし。

「……今いまからでも、おそくないですかね？」

「大だい丈じょう夫ぶでしょ。せっかくなんだから、もらってきなよ。──ああ、でもね」

　女おんなの子こは、そこで急きゅうに声こえを落おとし、のえるに顔かおを近ちかづけ耳みみ打うちした。

「ここだけの話はなし……クッキーのサービスなんかより、もっといいものを売うってもらえる合あい言こと葉ばがね、あるんだよ。あのね。店てん員いんさんに、『プレゼントがひとつじゃたりない』って言いうとね……」

　そう言いうと？　──何なにが、あるのか？

　肝かん心じんなことを、女おんなの子こは教おしえてくれずに、いたずらっぽく笑えみを浮うかべた。

（何なに？　何なに？　……気きになるじゃないの）

　もどかしい気き持もちで、のえるはとりあえず席せきを立たち、ふたたび店みせの中なかに入はいった。

「あ……あの……」

　カウンターの前まえに立たって、のえるは、クリスマスツリーに目めを向むける。

　プレゼントの箱はこ、赤あかいブーツ、金きん色いろのベル、サンタの人にん形ぎょう……。

　いろいろなオーナメントに交まじって、たくさん吊つるされているジンジャーマンたち。

　そのクッキーは、やっぱりおいしそうではあるけれど。

「あの……。プレゼント、ひとつじゃたりないんです……けど……」

　女おんなの子こに教おしえられた合あい言こと葉ばを、のえるは、ちょっと照てれながら口くちにした。

　クッキーのプレゼントよりも、こっちの合あい言こと葉ばで買かえるという「もっといいもの」の正しょう体たいを、どうしてもたしかめてみたかった。

　真まっ暗くらな顔かおの店てん員いんは、「かしこまりました」と帽ぼう子しをゆらしてうなずいた。

　店てん員いんは、カウンターから出でてきて、ツリーに近ちかづき手てを伸のばす。

　そして、そこに飾かざられていた、プレゼントの箱はこのオーナメントをツリーからはずした。

　キンキラの包つつみ紙がみにリボンをかけた、四し角かくい箱はこ。

　同おなじような飾かざりはツリーにいくつも吊つるしてあったが、店てん員いんが手てに取とったのは、ほかのものよりひと回まわり大おおきな箱はこだった。

「それでは、お客きゃくさま──こちらの【よくばりプレゼント・ボックス】を、お買かい上あげになりますか？」

　箱はこを差さし出だされ、のえるはとまどう。

　これが、女おんなの子この言いっていた「もっといいもの」……なのだろうけど。

「あの……すみません。これ、中なか身みって、何なにが入はいってるんですか？」

「それは、お客きゃくさまの願ねがい事ごとしだいです」

「え……？」

「この【よくばりプレゼント・ボックス】は、箱はこの持もち主ぬしが欲ほしいと思おもったものを、箱はこの中なかに出しゅつ現げんさせてくれるアイテムなんです。それも、一回かいだけではなく、何なん回かいでも。つまり、これをひとつ買かうだけで、欲ほしいものをいくつも手てに入いれることができるんですよ」

　その説せつ明めいを聞きいて、のえるは「はあ……」とあいまいにうなずいた。

　夢ゆめのある話はなしだが、もちろんそんなの、信しんじられるわけがない。

（でも……ツリーの飾かざりのこういう箱はこって、なんかいいんだよね。昔むかし、絵え本ほんとかで見みた〝プレゼントの箱はこ〟の見みた目めそのもので。いくつになっても、憧あこがれちゃう……）

　クリスマスというイベントに対たいしては、複ふく雑ざつな思おもいがあるものの。

　目めの前まえにあるその箱はこを、のえるは手てに入いれたくなった。店てん員いんの与よ太た話ばなしはともかくとして。

　よく見みれば、箱はこには小ちいさな値ね札ふだのシールが貼はってある。

　そこに書かかれた値ね段だんは、税ぜい込こみ百円えん。この店みせのコーヒー一杯ぱいより安やすい。

「じゃあ……それ、ください」

　のえるは、財さい布ふから百ひゃく円えん玉だまを取とり出だし、店てん員いんに渡わたした。

「お買かい上あげ、ありがとうございます。……そうそう。この箱はこは、ひとつ願ねがいをかなえたら、箱はこの中なか身みを取とり出だすまではそのままですので、ご注ちゅう意いを。……ああ、それから。この箱はこは、あまりせまい場ば所しょには、しまわないほうがいいですよ」

　そんな、いまいち意い味みのわからない忠ちゅう告こくを聞ききながら。

　のえるは、店てん員いんからそのプレゼント・ボックスを受うけ取とった。
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　夕ゆう方がた、家いえに帰かえってきたのえるは、リビングのテーブルを見みてため息いきをついた。

　そこには、数すう日じつ前まえからクリスマスケーキのカタログが、何なん冊さつも重かさねて置おいてあるのだ。

（二十四日かに食たべるケーキ……今こ年としもやっぱり、クリスマスケーキになるんでしょうね。そりゃあ、この時じ期きならそのほうが、きれいでおいしそうなケーキが種しゅ類るい豊ほう富ふだけど……さ）

　それでも、誕たん生じょう日びにクリスマスケーキというのは、もやもやする。

（まあ……わたしが『クリスマスケーキはイヤ』って言いったら、そうじゃないケーキを買かってもらえるんだけど……）

　しかしその場ば合あい、カタログに載のっているケーキは、食たべられなくなる。

　クリスマスにしか作つくられない、スペシャルなケーキもたくさんあるのに。

　クリスマスケーキか、バースデーケーキか。

　えらべるのは、いつもどちらかひとつだけなのだ。

（それが──おかしいでしょっての！　たまたまクリスマスイブに生うまれたってだけで、なんで、どっちかのケーキをあきらめなきゃいけないの……!?）

　毎まい年とし恒こう例れいの、そんな納なっ得とくいかない思おもいを胸むねに、のえるはケーキのカタログから顔かおをそむけた。

　それから自じ分ぶんの部へ屋やに行いき、カバンから【よくばりプレゼント・ボックス】を取とり出だして、

「……ふう。……ふふ。やっぱり、いいな。こういう見みた目めの箱はこ……」

　机つくえの上うえに置おいたその箱はこの、リボンをちょんとつついて笑わらった。

　キラリ、ペカリと光ひかりを反はん射しゃする包つつみ紙がみに、自じ分ぶんの笑え顔がおがぼんやり映うつる。

　もやもやした気き分ぶんは、だいぶうすれてマシになった。

「欲ほしいと思おもったものが、箱はこの中なかに出でてくる……か。もし、あの話はなしが本ほん当とうだったら──」

　ないない、ありえない。とは思おもいつつ。

　それでものえるは遊あそび心ごころで、箱はこに向むかって手てを合あわせて、目めを閉とじた。

「ホールケーキが丸まるごと一個こ、欲ほしいです……。うーんと。隣となり町まちにある、オレンジ色いろの屋や根ねのケーキ屋やさんのやつがいいなあ。中ちゅう学がっ校こうの入にゅう学がく祝いわいのとき、あそこで買かってもらった、桜さくら風ふう味みのスポンジと白しろあん入いりクリームのモンブランケーキ、おいしかったから……」

　そんなふうに、願ねがいをかけて。

　のえるは、そうっと目めを開あけた。

　目めの前まえにあるプレゼント・ボックスは──目めを閉とじる前まえと、何なにも変かわりない。

　持もち上あげてみても、重おもさが増ましている感かんじはなかった。

「……でしょうね。あたりまえか」

　ため息いきをついて、のえるは箱はこに背せを向むけた。

　部へ屋やを出でて、晩ばんごはんを食たべるためにダイニングへと向むかいながら、ひとり苦く笑しょうする。

（……だいたい。あんな小ちいさな箱はこの中なかに、ホールケーキなんか出でてきても、サイズとしてはプチケーキになっちゃうな。……それはそれでかわいいけど）

　どちらにしろ、タダでケーキが出でてくるわけがないのだから。

　今こ年としもやっぱりいつもどおり、クリスマスケーキのカタログから、クリスマス限げん定ていのケーキをひとつだけ、えらぶことになるだろう。

　しゃくではあるが、なんだかんだで、そういうのがおいしそうなのだ。




　晩ばんごはんを食たべたあと、のえるは、ふたたび自じ分ぶんの部へ屋やにもどってきた。

「……あれ？」

　自じ分ぶんの机つくえの上うえを見みて、のえるはまゆをひそめた。

　そこには、置おいた覚おぼえのない、ひとつの箱はこがあったのだ。

　それは、ケーキ屋やのホールケーキ用ようの箱はこだった。

　しかも、隣となり町まちにある、オレンジ色いろの屋や根ねのケーキ屋やの。

（何なに？　何なに？　……どういうこと？）

　ドキドキしながら、のえるはその箱はこに近ちかづいた。

　机つくえの上うえを探さがしてみるが、コーヒーショップで買かったあの小ちいさなプレゼント・ボックスは、どこにも見み当あたらない。

　でも、プレゼント・ボックスを置おいていた場ば所しょに、今いまはケーキの箱はこがある──。

「……こ、これって、中なか身みは」

　ゴクリとのどを鳴ならして、ケーキの箱はこを開あけてみると……。

　箱はこの中なかにはちゃんと、ホールケーキが丸まるごと一個こ、入はいっていた。

「……すごい。……夢ゆめみたい！」

　のえるは、ほうっと感かん動どうの息いきをもらした。

　……ただ。そのホールケーキは、桜さくら風ふう味みのスポンジと白しろあん入いりクリームのモンブランケーキで、ケーキの上うえには、桜さくらの花はなびらの色いろ形かたちをしたクッキーと、『入にゅう学がくおめでとう！』と書かかれたチョコレートのプレートが載のっていた。

「……今いまの季き節せつには、ちょっと微び妙みょう。ケーキが欲ほしいって願ねがったときに、このケーキを思おもい浮うかべたから？　この店みせのケーキがいいなあって思おもっただけで、入にゅう学がく祝いわいのこのケーキが欲ほしかったわけじゃ、なかったんだけど……」

　と、季き節せつはずれの春はるらしいケーキに、少すこしテンションが下さがったものの。

「いやいや。そんなささいなことは、べつにいいでしょ。……あの店てん員いんさんの話はなしが、ほんとにぜんぶ本ほん当とうだったら、プレゼント・ボックスの中なかには、何なん度どでも欲ほしいと思おもったものが出でてくるんだし。……ええと、そうだ。ひとつ願ねがいをかなえたら、箱はこの中なか身みを取とり出だすんだったっけ？」

　すぐに気きを取とり直なおし、のえるは興こう奮ふんしつつ、ホールケーキをそーっと箱はこから取とり出だした。

　すると、その瞬しゅん間かん。

　空からになったケーキの箱はこは、ぼわんっと音おとを立たてて、白しろい煙けむりに包つつまれた。

　煙けむりが晴はれたあと、そこにあったのは、もとどおりのプレゼント・ボックスだった。

　キンキラの包つつみ紙がみにリボンをかけた、一いっ辺ぺん五センチくらいの小ちいさな箱はこ。

「……やっぱり。本ほん当とうにこの箱はこが、ケーキの箱はこに変へん身しんしてたんだ。そっか。願ねがった箱はこの中なか身みに合あわせて、大おおきさのぜんぜんちがう箱はこにもなるわけね。店てん員いんさんが、せまい場ば所しょにしまわないほうがいいって言いってたのは、こういうことだったの……」

　プレゼント・ボックスを、机つくえの上うえに置おいていてよかった。

　小ちいさな箱はこだからといって、カバンの中なかに入いれっぱなしにしていたり、机つくえの引ひき出だしにしまったりしていたら──今いまごろ、ホールケーキはそれを入いれた箱はこといっしょに、ぐちゃっとつぶれていただろう。

「と……とりあえず。ケーキは、食たべちゃわないとね」

　はずむ足あし取どりで、のえるは、台だい所どころからフォークを持もってきた。

「こんなケーキが家いえにあるの、家か族ぞくに見みつかったら、説せつ明めいするのもめんどくさいし……これは、ひとりで食たべるしかないでしょう。ごはんのあとだけど、甘あまいものは別べつ腹ばら！　ふふふふふ……」

　ほおをゆるませて、のえるは、丸まるごとのケーキに向むかってフォークをかまえた。

「うふふふふ。ホールケーキをひとりで食たべるなんて、はじめて……！」

　気き合あいを入いれて、桜さくらの香かおりがするそのケーキに、のえるはフォークをつきさした。

　……そして、二十分ぷん後ご。

　のえるは、なんとか半はん分ぶんくらい食たべたケーキを前まえに、ひどい胸むねやけに苦くるしんでいた。

「うっぷ……。このサイズのホールケーキ半はん分ぶんは……思おもってたより……こたえる……」

　まだ半はん分ぶん残のこっているケーキを、のえるはうらめしい思おもいでにらむ。

　もう、とうぶんケーキは見みたくない……。

　それでも、捨すててしまうなんて、もったいなくてできないので。

　台だい所どころから、いちばん大おおきな保ほ存ぞん容よう器きと、保ほ冷れい剤ざいをたくさん持もってきて、それらを使つかって残のこりのケーキを、冷れい蔵ぞう庫こにしまわず保ほ存ぞんすることにした。

「……明日あしたには……これ……食たべきらないと、だめでしょうね……消しょう費ひ期き限げん的てきに……」

　ケーキを入いれた保ほ存ぞん容よう器きを、上うえに載のせた保ほ冷れい剤ざいごと布ぬのをかぶせて、しっかりかくし。

　自じ分ぶんの願ねがいを後こう悔かいしながら、のえるはその夜よる、眠ねむりについた。
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　そんなこんなで、最さい初しょの願ねがい事ごとは、ちょっと失しっ敗ぱいしたものの。

　のえるはそれからも、【よくばりプレゼント・ボックス】で、いろいろなものを手てに入いれた。

「このまえお店みせで見みかけた、雪ゆきの結けっ晶しょうのチャームがついたイヤリングが、欲ほしいです！」

　箱はこに向むかって、そう願ねがったならば。

　少すこし目めをはなした間あいだに、箱はこは、イヤリングの入はいったジュエリー・ボックスになっていた。

「カラーペンのインクが切きれちゃった。新あたらしいの、買かっとかなくちゃ……」

　学がっ校こうにいるとき、そう思おもったならば。

　家いえに帰かえってくると、机つくえの上うえには、新あたらしいカラーペンの入はいった箱はこ型がたのペンケースがあった。

「いったあ……指ゆび、切きっちゃった。うちに、消しょう毒どく薬やくってあったっけ？」

　などというときも、とりあえず、自じ分ぶんの部へ屋やの机つくえの上うえを見みてみれば。

　プレゼント・ボックスが、消しょう毒どく薬やくの入はいった救きゅう急きゅう箱ばこへと、その姿すがたを変かえていた。

　と、このように。

【よくばりプレゼント・ボックス】は、いつしか箱はこの前まえで手てを合あわせてお願ねがい事ごとなどしなくても、勝かっ手てに気きを利きかせて、のえるの望のぞむものを出だしてくれるようになっていた。

　そのことは、便べん利りといえば便べん利りだったが……。

　一いっ方ぽうで、こんなこまったケースもあったりした。

　ある日ひ、のえるが、誕たん生じょう日びに食たべたいものを考かんがえていたときのこと。

（何なにがいいかなあ。この季き節せつだし、あったまるオーブン料りょう理りとか……そうだ、グラタンとかいいかも、大だい好すきだし。誕たん生じょう日びだけど、自じ分ぶんで手て料りょう理りを作つくってふるまうっていうのも、いいかもね。どうせなら、ふだんは使つかわないような、豪ごう華かな具ぐ材ざいで……うーん……エビ？　いや、カニなんてどうでしょ？　そういえば、大おおきなカニの甲こう羅らを器うつわにしたグラタンとか、あったっけ……）

　そんなことを、ぼんやり考かんがえながら、自じ分ぶんの部へ屋やにもどってきたところ。

　机つくえの上うえには、大おおきなクーラーボックスが、でんっと置おかれていたのである。

「……え。……まさか、これって」

　クーラーボックスを、おそるおそる開あけてみると。

　中なかには、ひと抱かかえほどもある立りっ派ぱなカニが、丸まるごと入はいっていたのだった。

　しかもそれは、この上うえなく新しん鮮せんな──すなわち、まだ生いきているカニだった。

「ええ……。これ、どうすれば……？　家か族ぞくに見みつかったら、まずいし……プレゼント・ボックスのことは、わたしだけのひみつにしておきたいし……でも、それじゃ説せつ明めいのしようが。かといって、こっそり料りょう理りするっていうのも、この大おおきさのカニじゃむずかしそうだし……。いっそのこと、もう、そこらへんの川かわに逃にがして──……いや、だめだめ。そんなことしたら、下手へたすると生せい態たい系けいに悪あく影えい響きょうが……」

　机つくえの前まえでうずくまり、頭あたまを抱かかえてのえるは悩なやんだ。

　そのうち、ガサゴソ……ぼわんっ、と音おとがして、のえるがハッと顔かおを上あげると。

　白しろい煙けむりが舞まう中なかで、いつの間まにかクーラーボックスから脱だっ出しゅつした大おおきなカニが、机つくえの上うえをうろついていた。

「あ──────っ!!　ちょっ、待まって待まって待まって……！」

　のえるは、あわててカニを捕つかまえた。

　しかし……捕つかまえたはいいものの、ここからいったいどうしたものか。

　カニという「中なか身み」が自じ力りきで逃にげ出だし、箱はこが空からになったことで、クーラーボックスはもとの小ちいさなプレゼント・ボックスにもどってしまった。

「えーと……えーと……えーと……」

　ワサワサ脚あしを動うごかす大おおきなカニを抱かかえたまま、室しつ内ないを右う往おう左さ往おうするのえる。

　と、そこへ、足あし音おとが近ちかづいてきて、部へ屋やのドアが開あけられた。

「なーに？　今いまのさけび声ごえ──……え？　……カニ？　……あんた、何なにやってんの??」

　室しつ内ないの様よう子すを目めにした親おやは、今いままで見みたことがないくらいまゆをひそめた。

　無む理りもない。こんなわけのわからない光こう景けいに出で会あうなんて、そうそうないことだろうから。

「……あ……あのね……これはね……。か……カニグラタンが、食たべたくて──」

「……ええ？　……そ、そう。……それで、そのカニ、買かってきたの？　……カニグラタンを買かってくるんじゃ、だめだったの？　カニを買かうにしたって、何なにも、そんな大おおきいやつを丸まるごとでなくたって……」

　とうぜんの疑ぎ問もんと感かん想そうを口くちにされ、のえるは返かえす言こと葉ばもなかった。

　そうして、親おやの胸きょう中ちゅうに深ふかい疑ぎ問もんを残のこしたまま。

　大おおきなカニの大だい部ぶ分ぶんは、その日ひのうちに鍋なべでグツグツ煮にられて、晩ばんごはんになった。

　残のこった一いち部ぶは、のえるが作つくるグラタン用ようとして、ひとまず冷れい凍とう庫こにしまわれた。




[image: ]




（うーん……。【よくばりプレゼント・ボックス】って……すごいアイテムではあるけど、けっこうあつかいがむずかしい……。ケーキのときといい、あのカニといい……ちょっと、こっちの願ねがいを勝かっ手てに読よみ取とりすぎというか……）

　それでも、望のぞんだものがケーキやカニ──食たべられるもので、まだよかった。

　たとえば、もしもうっかり「かわいい動どう物ぶつを飼かってみたいな」なんてことを望のぞんで、犬いぬや猫ねこが出でてきたりしていたら。

　家か族ぞくにかくして飼かうのは、まず無む理りだろうし。やっぱりいらないからといって、すてるわけにもいかないし。親おやから「ペットを飼かってもいい」という許きょ可かが出でないかぎり、ひどく面めん倒どうなことになっていたことはまちがいない。

（あとからこまるような望のぞみは、うっかり思おもい浮うかべないように、気きをつけなくちゃ……）

　そのいましめを、心こころにきざんで。

　それからのえるは、自じ分ぶんの願ねがいを、望のぞみを、欲よく望ぼうを、ちゃんとコントロールして、プレゼント・ボックスを上じょう手ずに使つかいこなすようになっていった。

　そうした中なかで、誕たん生じょう日びまであと少すこし、となったある日ひのこと。

　のえるの身みに、ひとつ、うれしいできごとが起おこった。




「ずっと、気きになってたんだ。もしよかったら……二十四日か、デ、デートしてくれない？」

　そう言いってきたのは、同おなじ部ぶ活かつの先せん輩ぱいで、冬ふゆ樹きという男だん子しだった。

　彼かれのことは、じつはのえるも、前まえからちょっと気きになっていた。

　冬ふゆ樹き先せん輩ぱいは、地じ味みで目め立だたないタイプの男だん子しなのだけど。

　のえるはむしろ、彼かれのそういうところに親しん近きん感かんを覚おぼえて、仲なか良よくなりたいと思おもっていたのだ。

（わたしも、派は手でなことや目め立だつことは好すきじゃないし……この人ひととなら、気きが合あいそうだもの。先せん輩ぱいも、そう思おもってくれてたのかな。──ふふふっ……うれしいっ……！）

　デートを申もうしこまれたのなんて、生うまれてはじめてのことだった。

　もちろん、のえるはその場ばでオーケーした。

　そうして、待まち合あわせの時じ間かんと場ば所しょをふたりで決きめて。

　デート当とう日じつは、おたがいにプレゼントを用よう意いしてきて交こう換かんしよう、ということになった。

　そこでのえるは、冬ふゆ樹き先せん輩ぱいにこう伝つたえた。

「あの……じつはわたし、二十四日かが誕たん生じょう日びで。だからというか、プレゼントは、クリスマスグッズじゃないものにしてほしいんです。クリスマスよりも、誕たん生じょう日びを祝いわってほしいから……」

　のえるにとって、それは大だい事じなことだった。

　誕たん生じょう日びとクリスマスのぶんを合あわせて、プレゼントはふたつ欲ほしい──とは言いえない。

　親おやにならともかく、先せん輩ぱいにそれを要よう求きゅうするのは、さすがにずうずうしいと思おもうから。

　ただ……だからこそ。二十四日かのデートで、プレゼントをひとつだけもらうなら。

　それは、クリスマスプレゼントじゃなくて、あくまで誕たん生じょう日びプレゼントであってほしいのだ。

「なのでその日ひは、誕たん生じょう日びプレゼントとクリスマスプレゼントの交こう換かん、ってことにしませんか？」

　のえるのその提てい案あんに、冬ふゆ樹き先せん輩ぱいは、「うん。わかったよ！」と答こたえて笑わらった。

「じゃあ……二十四日か、楽たのしみにしてるから」

「はい……こちらこそ！」

　のえるは冬ふゆ樹き先せん輩ぱいと、おたがい顔かおを赤あかくして、笑えみを交かわした。

（ああ……今こ年としの十二月がつ二十四日かは、今いままでで、いちばんすてきな誕たん生じょう日びになるかも……！）

　人じん生せい初はつのデートに、のえるは胸むねをときめかせ、舞まい上あがるような心ここ地ちだった。




　そして、デート当とう日じつ。

　のえるは、この日ひのために数すう日じつかけてえらんだ服ふくに身みを包つつみ、待まち合あわせの場ば所しょと時じ間かんを書かいたメモを何なん度ども何なん度ども見み直なおして、家いえを出でる前まえも出でたあとも、数すう分ふんおきに時と計けいをたしかめた。

　待まち合あわせ場ば所しょには、時じ間かんより早はやく着つきすぎてしまったが。

　あとからやってきた冬ふゆ樹き先せん輩ぱいは、のえるを見みて「私し服ふく、かわいいね！」と言いってくれた。

　デートのすべり出だしは、順じゅん調ちょうだった。

　その後ごも、とどこおりなくデートは進すすむ。

　ふたりで食しょく事じをしたり、買かい物ものをしたり、おたがいの趣しゅ味みのことや部ぶ活かつのことについて話はなしたり……「今日きょうは、さすがにどこも混こんでるね」なんて言いいながら、人ひとごみの中なか、照てれくさくて手てをつなげないまま、はぐれないよう気きをつけて歩あるいたり……。

　そんな、なんてことないデート内ない容ようだったけど。

　のえるにとっては、そのぜんぶが新しん鮮せんで、特とく別べつな時じ間かんで、あまずっぱい幸しあわせに満みちていた。

　やがて、日ひが暮くれて、街まちにイルミネーションが灯ともる時じ刻こくになった。

　色いろとりどりの光ひかりであふれた大おお通どおりを、のえるたちはならんでゆっくり歩あるいた。

　歩あるいて歩あるいて、イルミネーションが途と切ぎれるところまで行いき着ついたころには、ふたりともすっかりつかれきっていた。

「そこのベンチに、すわろっか」

「そうですね。ここまでくると、ベンチもすいててよかった……」

　大おお通どおりのさわがしさから、少すこしはなれた公こう園えんで、ふたりは腰こしを落おち着つけた。

　そろそろデートも終おわりの時じ間かんだ。

　ふたりは、どちらからともなく顔かおを見み合あわせ──今日きょうの最さい後ごのイベントを。

　約やく束そくしていたプレゼントの交こう換かんを、ぎこちなくすませた。

（……プレゼントにマフラーなんて、ちょっと無ぶ難なんすぎたかな。冬ふゆ樹き先せん輩ぱいに似に合あいそうなやつ、えらんだつもりなんだけど……気きに入いってもらえるかな？）

　ドキドキ、そわそわ、緊きん張ちょうしながら。

　のえるは、冬ふゆ樹き先せん輩ぱいにもらったプレゼントの、小ちいさなかわいい包つつみの封ふうをはがした。

（先せん輩ぱいは、プレゼントに何なにをえらんでくれたんだろう……？　この包つつみの感かんじからすると……たぶん、アクセサリー？　いったいどんな──……）

　今こん度どはワクワク期き待たいしながら、のえるは、包つつみの中なか身みを取とり出だした。

　……が。

　出でてきたそのプレゼントを見みて、のえるは目めをうたがった。

「……──先せん輩ぱい。……これ」

「おー、マフラーだ。ありがとう！　……って。ん？　どうかした？」

「……どうして」

　ゆっくりと顔かおを上あげたのえるは、無む表ひょう情じょうで冬ふゆ樹き先せん輩ぱいをにらみつけた。

　冬ふゆ樹き先せん輩ぱいがくれたプレゼントの中なか身みは、ペンダントだった。

　そのペンダント・トップの形かたちは──銀ぎん色いろの、小ちいさなクリスマスツリー。
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「わたし……言いいましたよね？　プレゼントは、クリスマスグッズじゃないものがほしいって」

「え？　……あー。そ、そうだったっけ？」

「先せん輩ぱいあのとき、『わかった』って言いったじゃないですか。なのに、どうして……。わたしの話はなし、てきとうに聞きき流ながして、てきとうに答こたえてたってことですか？」

「そ……それは……」

　冬ふゆ樹き先せん輩ぱいは、口くちごもりながら、決きまり悪わるそうに目めをそらした。

　しかし、その直ちょく後ご。

「……あー、めんどくせーな。人ひとからもらったもんに、ぐだぐだ文もん句くつけてんじゃねーよ」

　そう言いって、顔かおをしかめて舌した打うちした。

　いきなりの態たい度どの変かわりように、のえるは一いっ瞬しゅんギョッとする。

　けれどもすぐに、先せん輩ぱいをふたたびにらみ直なおして、負まけじとこう言いい返かえした。

「はあ？　開ひらき直なおりですか？　自じ分ぶんの落おち度どを無む視しして、わたしが一いっ方ぽう的てきに悪わるいみたいに……まずは『ごめん』の一ひと言ことくらい言いったらどうです？」

「あー、うるせーうるせー。……んだよ、もー。地じ味みでおとなしいやつだと思おもって声こえかけたのに、こんな性せい格かくキツイやつだったとは……」

　大おおげさにため息いきをついて、冬ふゆ樹き先せん輩ぱいは、逃にげるようにベンチから腰こしを上あげた。

「言いっとくけどなー。おれ、べつにおまえのこと好すきとかじゃねーから。友ともだちの中なかで、クリスマスに彼かの女じょいないのおれだけになりそうでさあ、それがカッコ悪わるくて、とりあえずデートの相あい手てが欲ほしかっただけだから！　おまえなら、クリスマスになんの予よ定ていもなさそうだったし！　……けど、あー、相あい手てえらびまちがっちまったなー。だいたいおまえ、地じ味みで暗くらくて、いっしょにいてもつまんね──」

　バシッ！

　──と。のえるはペンダントを、にぎりつぶした包つつみごと、冬ふゆ樹き先せん輩ぱいに投なげつけた。

「最さいっ低てい……。『相あい手てえらびまちがっちまった』？　その言こと葉ば、そっくりそのままお返かえししますよ。っていうか、クズな本ほん性しょうバレたあとでそんなこと言いっても、これから振ふられるの確かく定ていしたやつの負まけ惜おしみにしかなりませんから残ざん念ねんでした────っ!!」

「なっ……！」

　のえるは、言いいすてるなり先せん輩ぱいに背せを向むけ、そのままさっさと歩あるき出だした。

　背はい後ごから「っざけんな！　おれのほうから振ふったんだよ！」とかなんとかわめく声こえが聞きこえてきたが、のえるはふり向むくことも、足あしを止とめることもしなかった。

（ああーもうっ……最さい悪あく！　最さい悪あく！　最さい悪あく!!　今いままで生いきてきた中なかで、今日きょうが最さい低てい最さい悪あくの日ひ！　それが、よりによって誕たん生じょう日びだなんて──……！）

　怒いかりと憎にくしみが、マグマを巻まき上あげた竜たつ巻まきみたいに、体からだの中なかであばれ回まわる。

　はらわたが煮にえくり返かえって胸むなクソ悪わるくて頭あたまにカーッと血ちが上のぼって、目めの前まえがグラグラする。

（あんなやつ……二に度どと、顔かおも見みたくない……）

　デートを申もうしこまれてから、冬ふゆ樹き先せん輩ぱいといっしょにすごした時じ間かんは、楽たのしかった。

　ほんのついさっきまで、本ほん当とうに楽たのしくて、幸しあわせだったのだ。

　──だからこそ、悲かなしい。

　怒いかりと憎にくしみが、悲かなしさで何なん百びゃく倍ばいにもふくれ上あがって、爆ばく発はつしそうだ。

（許ゆるせない……！　冬ふゆ樹き先せん輩ぱいなんてっ……もう──……！）




　そうして、その夜よる──。

　家いえに帰かえってきたのえるは、自じ分ぶんの部へ屋やの電でん気きをつけて、ハッとした。

　机つくえの上うえのプレゼント・ボックスが、また形かたちを変かえていた。

　その〝箱はこ〟を、ひとめ見みたとたん。

（──そんな。……わたし……こんなもの、願ねがったつもりじゃ……）

　のえるは、一いっ気きに血ちの気けが引ひいた。

　箱はこを開あけなくても、中なか身みはわかる。この中なかに入いれるものなんて、ひとつしかない。

『冬ふゆ樹き先せん輩ぱいなんてっ……もう──……！』

　あの続つづきを、プレゼント・ボックスはいつものように、勝かっ手てに気きを利きかせて読よみ取とって。

　願ねがったつもりじゃない思おもいを、はいどうぞ、とかなえてしまった。

　のえるは途と方ほうに暮くれる。

　大おおきなケーキやカニでさえ、大たい変へんだったのに。

　今こん回かいのこれは、それらとくらべものにならないくらい、かくすにしてもすてるにしてもむずかしく、けれど、ぜったい見みつかるわけにいかないものなのだから。

　そう。この、机つくえの幅はばから思おもいきりはみ出だした、大おおきくて、細ほそ長ながい──。




　棺かん桶おけ、という箱はこの中なか身みは。
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　だれか、おれの話はなしを聞きいてくれ。

　どこのだれでもいいから、今いまからおれが話はなすことを……。

　信しんじてくれなくたっていい。

　途と中ちゅうで口くちをはさんでくれたっていい。

　じゃあ……ここはさわがしいけど。それでも、聞きこえるように話はなすから。

　これは、おれがここに来くるまでに、何なにがあったかっていう話はなし。

　おれは……そう。

　ずっと昔むかしの、「最さい初しょのおれ」は──……。
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　おれの名な前まえは、典のり生お。

　なんのとりえも特とく徴ちょうもない、ごくごく平へい凡ぼんな男だん子し中ちゅう学がく生せい──……だった。

　そのころのおれについて、語かたるべきことなんてのは、本ほん当とうに何なにもない。

　何なにを話はなしても、それは、どこにでもいくらでも転ころがってるような、ありきたりでつまらない話はなしにしかならないから。

　まあ、今いま思おもえば……昔むかしのおれは、それなりに幸しあわせだったのかもしれない。

　平へい凡ぼんな人じん生せい。それって、平へい和わな人じん生せいとも言いえるのかも、だよな。

　けど、そのころのおれは、そんな自じ分ぶんに嫌いや気けがさしてた。

　特とく別べつな才さい能のうに恵めぐまれてるわけでもない、特とく別べつな血ち筋すじを継ついでるわけでもない。

　平へい凡ぼんな両りょう親しんから生うまれた、平へい凡ぼんな一いっ般ぱん市し民みんでしかない自じ分ぶん。

　これから先さきも、こんな平へい凡ぼんな人じん生せいが、ずっと続つづいていくのかと思おもうと──。

　そんなの、どうしようもなくつまらない、って思おもってたんだ。

　おれにしかできないこと、おれじゃないとだめなことなんて、何なにもない。

　だったらおれは、なんのために生うまれてきたんだろう？

　おれは、なんのためにここにいるんだろう？

　おれの代かわりなんて、この世よの中なかにいくらでもいる。

　おれがいてもいなくても、この世せ界かいにはなんの影えい響きょうもない──……。

　考かんがえれば考かんがえるほど、むなしさだけがつのっていった。

　もっと「特とく別べつな人にん間げん」に生うまれたかった。

　才さい能のうでも、血ち筋すじでも、なんでもいい。

　何なにか、ほかの人にん間げんにはない、自じ分ぶんだけの「特とく別べつな価か値ち」が欲ほしい。

　でも……そんなこと、いくら望のぞんだって叶かなわない。

　特とく別べつになれるように、努ど力りょくすればいいじゃないか、とか思おもう？

　猛もう勉べん強きょうして科か学がく者しゃになって、歴れき史しに残のこる大だい発はつ明めいをしたり……マンガ家かになって、だれもが知しってるような大だいヒット作さくを描かいたり……スポーツ選せん手しゅになって、世せ界かい中じゅうの強きょう豪ごうと熱あつい戦たたかいをくり広ひろげたり……？

　ムリムリ。そういうのを目め指ざして努ど力りょくできるのだって、才さい能のうだよ。

　おれには、努ど力りょくする才さい能のうもないんだよ。

　だから、「特とく別べつな価か値ちのある人にん間げんになりたい」っていうおれの望のぞみは──。

　いっそ、生うまれ変かわりでもしなけりゃ、叶かなうことはないだろう。

　そう思おもいながら、だらだらと、ただ平へい凡ぼんな毎まい日にちをすごしてたんだ。




　そんなある日ひさ。

　蝶ちょうを、見みつけたんだ。

　それが、ただの蝶ちょうじゃないんだよ。

　その蝶ちょう、羽はねの色いろが、黒くろとピンクのツートンカラーだったんだ。

　ピンクは派は手でなショッキング・ピンクで、そんな色いろの蝶ちょう、それまで見みたことも聞きいたこともなかった。

　もしかしたら、新しん種しゅの蝶ちょうかもしれない……！

　そう思おもって、おれは、いてもたってもいられなくなった。

　だって、もしおれが新しん種しゅを発はっ見けん、なんてことになったら──。

　ニュースとかにおれの名な前まえが載のって、蝶ちょうを研けん究きゅうしてる人ひとたちの間あいだで名な前まえが知しられるようになったり、テレビ番ばん組ぐみの特とく集しゅうコーナーに呼よばれたりするかも！

「中ちゅう学がく生せいが新しん種しゅの蝶ちょうを発はっ見けん！」って、すごく話わ題だいになったりして……！

　羽はねの色いろが黒くろとピンクのこの蝶ちょうなら、見み栄ばえもするし、たくさんの人ひとが興きょう味みを持もちそうだ。

　そして、発はっ見けん者しゃのおれは、いちやく有ゆう名めい人じんに──……！

　そうなれば、おれはもう、ただの「平へい凡ぼんな男だん子し中ちゅう学がく生せい」じゃない。

「自じ分ぶんだけの特とく別べつ」を持もった人にん間げんになれる。

　ふってわいたチャンスに、どきんどきん胸むねを高たか鳴ならせて、おれは夢む中ちゅうでその蝶ちょうを追おった。

　蝶ちょうは、なかなか捕つかまえられなかった。

　手ての届とどくところに、下おりてきそうで下おりてこなくて……。

　もどかしい思おもいをしているうちに、おれはいつの間まにか、一いっ軒けんの店みせの前まえまで来きていた。

　その蝶ちょうは、入いり口ぐちの戸とを開あけてたその店みせの中なかに、入はいっていった。

　もちろんおれも蝶ちょうに続つづいて、店みせの中なかに飛とびこんだ。

　その店みせは──。

　不ふ思し議ぎ、っていうか、かなり奇き妙みょうな店みせだった。

　なんの店みせか、そもそもぜんぜん知しらずに入はいったんだけどさ。

　あんまりにも予よ想そう外がいで、おれは、肝かん心じんの蝶ちょうのことも忘わすれてびっくりした。

　店みせの中なかは、ちょっとうす暗ぐらいけど落おち着ついた雰ふん囲い気きで、雑ざっ貨か店てんとか、アンティークショップとか、ぱっと見みはそんな感かんじの店てん内ないに見みえた。

　でも、店みせの中なかにならんでた商しょう品ひんは。

　──ぜんぶ、タマゴだったんだ。

　そうなんだよ、タマゴの専せん門もん店てん。

　ねえ。これ聞きいて、どんなタマゴを思おもい浮うかべた？

　やっぱり、ニワトリのタマゴ？

　それも、あるにはあったよ。でも、それだけじゃなかったから、おどろいたんだ。

　小ちいさなウズラのタマゴや、大おおきなダチョウのタマゴや、ほかにもいろんな鳥とりのタマゴがあった。

　鳥とりのタマゴだけじゃなくて、魚さかなやウミガメやカエルのタマゴもあった。

　さらには、多た種しゅ多た様ような虫むしのタマゴまで……！

　食しょく用ようのタマゴの専せん門もん店てん、っていうなら、まあわかるよ。

　けど、こんな店みせってある？　まるで、タマゴの博はく物ぶつ館かんみたいなんだ。

　おまけにさ、たくさんの数かずと種しゅ類るいのタマゴの中なかには、いよいよなんだかわからない、謎なぞすぎるタマゴがいくつもまじってて──……そう、たとえば。

　オーロラ色いろのガラス玉だまみたいなものの中なかに、うっすら小ちいさな人ひと影かげが見みえる【妖よう精せいのタマゴ】。

　紫むらさきや青あおが混まじった黒くろ色いろの殻からに、キラキラした光ひかりの粒つぶがちりばめられた【夜よるのタマゴ】。

　白しろい殻からに、読よめそうで読よめない文も字じみたいなものがびっしり書かかれた【本ほんのタマゴ】。

　──そんな、信しんじられないほど奇き妙みょうなタマゴの数かず々かずまで、その店みせでは売うられてたんだ。

　それらに目めを奪うばわれながら、おれは、店みせの奥おくへ奥おくへと進すすんでいった。

　そうして、いちばん奥おくまで行いき着つくと。

　そこには、ひときわ奇き妙みょうなタマゴがあったんだ。








【生うまれ変かわりタマゴ】各かく種しゅ　千円えん


　今いまの自じ分ぶんの人じん生せいをやめたくなったら、このタマゴを温あたためるように抱だいて眠ねむってください。

　そうすれば、『新あたらしい自じ分ぶん』に生うまれ変かわることができます。











　タマゴの入はいったカゴに貼はられた商しょう品ひん札ふだには、そう書かかれてた。

　おれは、その場ばでじっと立たち止どまって、タマゴとその説せつ明めい書がきに釘くぎづけになった。

　そのとき、うしろで気け配はいがした。

　ふりむくと、いつの間まにか、少しょう女じょと男おとこのふたり組ぐみがそこにいた。

　少しょう女じょのほうは、髪かみの毛けが銀ぎん色いろで、柄がら入いりの眼がん帯たいをしている派は手でな格かっ好こうの子こ。

　その子この着きているパーカーと、それとおそろいの色いろの眼がん帯たいは、さっきまで追おいかけていたあの蝶ちょうと同おなじ色いろだった。

　男おとこのほうは、うす暗ぐらい店みせの中なかなのに、つばの広ひろい帽ぼう子しをかぶって、首くびにはぶあついマフラーっていうあやしい格かっ好こう。

　帽ぼう子しとマフラーの間あいだにあるはずの顔かおは、真まっ暗くらな影かげになってて、何なにも見みえなかった。

　そのふたりは、なんだかいかにも、ふつうじゃない雰ふん囲い気きをまとってて……。

　おれは、そんな彼かれらのことを、うらやましいと思おもったよ。

　それはともかく。

　彼かれらは店みせの人ひとのようだったから、おれは【生うまれ変かわりタマゴ】のことを聞きいてみた。

　銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょが言いうには──。

「商しょう品ひん札ふだの説せつ明めい書がきにあるとおり、【生うまれ変かわりタマゴ】は、新あたらしい自じ分ぶんに生うまれ変かわるためのアイテムだよ。生うまれ変かわったような気き分ぶんになる、とかじゃなくて、本ほん当とうに文も字じどおり、今いまの自じ分ぶんとはちがう人にん間げんに生うまれ変かわるの。

　でね。このタマゴがすごいのは、『死しななくても生うまれ変かわれる』ってところなんだ。

　だって、『今いまの人じん生せいをすてて、ちがう人にん間げんに生うまれ変かわりたい』って気き持もちがもしあっても、そのために一回かい死しななきゃいけないなんて、そんなのいやでしょ？

　生うまれ変かわり願がん望ぼうには、そういう悩なやみがつきものだけど……。

　このタマゴを使つかえば、それもバッチリ解かい決けつってわけ。

　死しななくていいから、生うまれ変かわる前まえの記き憶おくを失うしなうこともないしね。

　それだけじゃないよ。生うまれ変かわったあと、どんな人にん間げんになるかってパターンも、使つかう人ひとの好このみによってある程てい度どはえらべるの。

　たとえば……。

　このタマゴを使つかえば『美うつくしい人にん間げん』に。

　このタマゴを使つかえば『心こころやさしい人にん間げん』に。

　このタマゴを使つかえば『特とく別べつな人にん間げん』に、生うまれ変かわることができるんだ」

　少しょう女じょはそう説せつ明めいしながら、カゴの中なかのタマゴを次つぎ々つぎに取とり出だしてみせた。

　それらのタマゴは、形かたちや大おおきさはニワトリのタマゴに似にてたけど、殻からの色いろや模も様ようがひとつひとつちがってた。

　おれはもちろん、少しょう女じょが三つめにカゴから取とり出だした、『特とく別べつな人にん間げん』に生うまれ変かわれるタマゴとやらが、もう気きになってしかたなかった。

　それをください。まさに、おれが求もとめていたものなんです。

　おれは、少しょう女じょにそう言いおうとした。

　でも、そのとき。

　今こん度どは、男おとこのほうが口くちを開ひらいた。

　真まっ暗くらな顔かおの男おとこが言いうには──。

「ただし、【生うまれ変かわりタマゴ】には、ひとつ大おおきな注ちゅう意い点てんがあるんです。

　それは……この卵たまごを使つかって生うまれ変かわった先さきは、今いまいるこの世せ界かいでも、未み来らいのこの世せ界かいでもなくて、いわゆる『異い世せ界かい』であるということです。

　そこは、魔ま法ほうやモンスターなどが、あたりまえのように存そん在ざいする世せ界かいかもしれません。

　あるいは、ＳエスＦエフ映えい画がに出でてくるような、科か学がく文ぶん明めいの発はっ達たつした世せ界かいかもしれません。

　どんな世せ界かいに生うまれ変かわるか──こればっかりは、じっさい生うまれ変かわってみないとわからないのです。

　どんな世せ界かいであれ、ひとたび生うまれ変かわれば、もとの世せ界かいにもどることはできません。

　それはすなわち、今いまのあなたの人じん生せいにおける、家か族ぞくや友ゆう人じん──そういった人ひと々びとと、二に度どと永えい遠えんに会あえなくなる、ということでもあります。

　ですから、そのことを踏ふまえたうえで、【生うまれ変かわりタマゴ】のご使し用ようは、どうか慎しん重ちょうにご検けん討とうくださるようお願ねがいいたします」

　男おとこは、帽ぼう子しをゆらして一いち礼れいした。

　なんだか仰ぎょう々ぎょうしく述のべられた注ちゅう意い点てんだったけど……。

　そんなのは、おれにとっては、わりとどうでもいいことだった。

　平へい凡ぼんな人じん生せいの中なかの、平へい凡ぼんな家か族ぞくや友ともだちなんて……そりゃ、どうでもいい、とまでは言いわないけどさ。

　でも、世せ界かいにとっての「平へい凡ぼんなおれ」に、いくらでも代かわりがきくのとおんなじで。

　平へい凡ぼんな家か族ぞくや友ともだちは、おれにとって、いくらでも代かわりがきくものだったんだ。

　だから、男おとこの話はなしを聞きいても、おれの気き持もちはゆらがなかった。

　生うまれ変かわる先さきが、もとの世せ界かいとはちがう「異い世せ界かい」だって話はなしも……。

　むしろ、それを聞きいたら、小しょう説せつやマンガみたいな世せ界かいに生うまれ変かわれるかも！　って、いっそうワクワクするだけだった。

　おれは、何なにも迷まようことなく【生うまれ変かわりタマゴ】をその場ばで買かった。

『特とく別べつな人にん間げん』に生うまれ変かわるためのそのタマゴは、真しん珠じゅ色いろのタマゴだった。

　銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょは、タマゴをおれに渡わたしながら、

「【生うまれ変かわりタマゴ】は、これひとつで三個こぶんだよ。だから、生うまれ変かわれるのは三回かいまで」

　と、最さい後ごに言いった。
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　その日ひの夜よる。

　おれはさっそく、真しん珠じゅ色いろの【生うまれ変かわりタマゴ】を抱だいて眠ねむった。

　そうして、次つぎに目めが覚さめたとき──……。

　おれは、せま苦くるしい暗くら闇やみの中なかにいた。

　その暗くら闇やみが、ふいにピシッと音おとを立たててひび割われて、光ひかりがさした。

　パリン、パキン……と、おれのまわりをおおってた壁かべが、ひとりでにどんどんこわれて、たちまち闇やみが払はらわれた。

　どうやらおれは、巨きょ大だい化かした真しん珠じゅ色いろのタマゴの中なかに、入はいっていたみたいだった。

　タマゴからヒナがかえるみたいに、そうやって、おれは〝生うまれ変かわった〟んだ。

　真しん珠じゅ色いろのタマゴの割われた殻からは、サラサラくずれて、すぐにあとかたもなく消きえてしまった。

　代かわりにおれのそばには、銀ぎん色いろのタマゴがひとつ、転ころがっていた。

『生うまれ変かわれるのは三回かいまで』──あの少しょう女じょの言こと葉ばが、頭あたまに浮うかんだ。

　この銀ぎん色いろのタマゴは、きっと「二回かい目めの生うまれ変かわり」のためのタマゴなんだ。

　そう思おもいながら、おれはそのタマゴをひろい上あげた。

　ああ、そうだ。タマゴから出でてきたおれは、生うまれ変かわったとはいっても、赤あかん坊ぼうになったわけじゃなかったんだ。

　年ねん齢れいとか、姿すがた形かたちは……生うまれ変かわる前まえのおれと、変かわらなかった。

　でも、生うまれ変かわったその世せ界かいで、おれは「もとからその世せ界かいで生いきてた人にん間げん」ってことになってた。それもふくめて、【生うまれ変かわりタマゴ】の力ちからだったんだろう。

　さて。それで肝かん心じんの、生うまれ変かわった先さきの世せ界かいの話はなしなんだけど。

　ひとつめの生うまれ変かわり先さきの、その世せ界かいは──。

　魔ま法ほうを使つかえる人にん間げんが、人にん間げんをおそうモンスターと、何なん百びゃく年ねんも戦たたかってる世せ界かいだった。

　その世せ界かいで、生うまれ変かわったおれは、「生うまれつき天てん才さい的てきな魔ま法ほうの才さい能のうを持もっている」──そんな特とく別べつな人にん間げんだったんだ。

　魔ま法ほうの使つかい方かたを学まなぶための、国くにいちばんの大おおきな学がっ校こうで、おれは成せい績せきトップの特とく待たい生せい。

　魔ま法ほうでおれにかなうやつは、だれもいなかった。

　やがておれは、その才さい能のうを買かわれて、モンスター討とう伐ばつ軍ぐんにスカウトされた。

　その世せ界かいでは、モンスターを退たい治じする仕し事ごとって、すごく人にん気きと名めい誉よのあるものでさ。

　でも、その職しょくに就つけるのは、ひとにぎりのえらばれた人にん間げんだけなんだ。

　おれはもちろん、迷まようことなく討とう伐ばつ軍ぐんに入はいったよ。

　そして、モンスターにこまらされてる町まちや村むらへ行いって、モンスターと戦たたかった。

　いろんな町まちや村むらへ派は遣けんされるときは、同おなじ隊たいの仲なか間またちといっしょだったんだけど、そいつらの中なかでも、おれの魔ま法ほうの実じつ力りょくはダントツだった。

　はっきり言いって、おれひとりいれば、ほかのやつらなんて必ひつ要ようないくらいだった。

　どんなに強つよいモンスターも、おれの魔ま法ほうにはかなわない。

　おれに倒たおせないモンスターなんて、存そん在ざいしない。

　たくさんのモンスターを倒たおし続つづけて、おれは、行いく先さき々ざきで人ひと々びとに感かん謝しゃされた。

　どこへ行いっても、おれは、だれもが知しってる英えい雄ゆうだった。

　道みちを歩あるいているだけで、だれもがおれに尊そん敬けいと憧あこがれのまなざしを向むける。

　同おなじ隊たいの仲なか間またちも、おれの実じつ力りょくと才さい能のうをほめたたえる。

　──ああ。これだよ、これ！　これこそが、おれの求もとめてた人じん生せいなんだ！

　そんなふうに、幸しあわせをかみしめながら。

　おれは、生うまれ変かわったその世せ界かいで、楽たのしく理り想そうの日ひ々びを送おくってた。

　……だけど。

　しばらくして、状じょう況きょうが変かわり始はじめた。

　おれの魔ま法ほうの実じつ力りょくは、少すこしもおとろえることなく、ずっと変かわらなかった。

　でも、その一いっ方ぽうで。

　同おなじ討とう伐ばつ隊たいの仲なか間またちは、おれと肩かたをならべようと、みんな毎まい日にちひっしに努ど力りょくして、魔ま法ほうの実じつ力りょくをみがき続つづけてたんだ。

　そうして、いつしか。

　仲なか間またちは、本ほん当とうに、おれと同おなじくらいの強つよさになってた。

　仲なか間またちがレベルアップしたことで、おれたちの隊たいは、ますます最さい強きょうになったけど……。

　おれはもう、その世せ界かいで、「特とく別べつに価か値ちのある人にん間げん」じゃなくなった。

　おれと同おなじくらい実じつ力りょくのあるやつが、この世せ界かいには何なん人にんもいる。

　そうなると、とたんにつまらなくなった。

　もちろん、それでもおれは、その世せ界かいで「トップレベルの魔ま法ほうの実じつ力りょくを持もった、ひとにぎりの人にん間げん」にはちがいなかったけど……。

　おれがいなくなっても、同おなじくらい強つよいだれかが、おれと同おなじ役やく目めを果はたせる。

　おれじゃなくてもいい。ほかのだれかがいればいい。

　──そんなのって、むなしくてさ。

「もっともっと、特とく別べつになりたい」

「ほかのだれも持もってない、自じ分ぶんだけの価か値ちがほしい」

　その思おもいが、どんどん大おおきくふくらんでいって、どうしてもおさえきれなくなって……。

　それで、ある日ひとうとう。

　おれは、あの銀ぎん色いろのタマゴを抱だいて眠ねむった。

　大たい切せつに保ほ管かんしておいた、ふたつめの【生うまれ変かわりタマゴ】を。

　次つぎは、今いまよりもっと「特とく別べつな人にん間げん」に生うまれ変かわれますように──そう願ねがって。
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　そうやって、おれはまた、タマゴの中なかで目めを覚さました。

　タマゴが割われて、外そとに出でてくると、銀ぎん色いろの殻からはやっぱりすぐにサラサラくずれて、あとかたもなく消きえていった。

　代かわりにおれのそばには、金きん色いろのタマゴがひとつ、転ころがっていた。

　三つめの──これが、最さい後ごの【生うまれ変かわりタマゴ】。

　おれは、そのタマゴをひろって、大たい切せつに保ほ管かんした。

　今こん度どの生うまれ変かわりでも、おれの年ねん齢れいや姿すがた形かたちは「最さい初しょの人じん生せいのおれ」と変かわらなかった。

　そして、ふたつめの生うまれ変かわり先さきの、その世せ界かいは──。

　神かみの末まつ裔えいとされる王おう族ぞくが、ひとつの星ほしを丸まるごと支し配はいしてる世せ界かいだった。

　その世せ界かいで、生うまれ変かわったおれは、「〈星ほしを生うんだ神かみ〉の血ちを受うけ継つぐ王おう子じ」──そんな特とく別べつな人にん間げんだったんだ。

　神かみの末まつ裔えいには、神かみの力ちからが宿やどる。その星ほしでは、だれもがそう信しんじてた。

　そしてその力ちからは、星ほしの王おうからその子こどもへ、代だい々だい受うけ継つがれるとされていた。

　王おうの子こどもは、おれひとりだけだった。

　もしおれに何なにかあれば、王おう族ぞくが代だい々だい受うけ継ついできた神かみの力ちからが、その星ほしから失うしなわれてしまう。

　だから、ただひとりの王おう子じであるおれは、星ほしに住すむ人ひと々びとにとって、とても大だい事じな存そん在ざいだった。

　おれを守まもるためなら、人ひと々びとはなんでもしてくれた。

　星ほし中じゅうがひどい嵐あらしに見み舞まわれて、いたるところで農のう作さく物ぶつがだめになって、長なが引びく飢き饉きんで星ほしの人ひと々びとがバタバタ倒たおれていったときだって。

　残のこったわずかな食しょく料りょうを、人ひと々びとは星ほし中じゅうからかき集あつめて、おれに献けん上じょうしてくれた。

　おかげでおれは、けっして飢うえることなく、いつだっておなかいっぱい食たべられたんだ。

　すっごくいい気き分ぶんだったよ。

　おれの命いのちは、そこらへんの人にん間げんの命いのちよりも、ずっと重おもくて特とく別べつなんだ。

　そのことがよくわかって……一いっ般ぱん庶しょ民みんたちが、つらく苦くるしい境きょう遇ぐうにいればいるほど、彼かれらとおれとの立たち場ばの差さが実じっ感かんできて、うれしかった。

　ひとつ前まえの世せ界かいとはちがって、そこでは、仕し事ごとで成せい果かを上あげる必ひつ要ようもなかったし。

　そんなことしなくても、おれはただそこにいるだけで、ほかのだれより価か値ちがあった。

　神かみにつらなる王おう族ぞくの家か系けい。

　その血ち筋すじに受うけ継つがれる神かみの力ちからは、星ほしの生せい命めい力りょくそのもの。

　あの星ほしでは、そう信しんじられてたからさ。

　王おう族ぞくの暮くらしが豊ゆたかであれば、星ほしの生せい命めい力りょくは高たかまり、星ほしに恵めぐみがもたらされる。

　王おう族ぞくの暮くらしが貧まずしくなれば、星ほしの生せい命めい力りょくはおとろえ、星ほしは滅ほろびへ向むかう。

　それが、あの星ほしに住すむ人ひと々びとの、古ふるくからの信しん仰こうだったんだ。

　人ひとの価か値ちは、命いのちの重おもさは、血ち筋すじによってちがうのがあたりまえ。

　だれもがそう考かんがえる世せ界かいだからこそ──……。

　おれの「特とく別べつな価か値ち」は、何なに者ものにもおびやかされることはなかった。

　どこかのだれかが、どれだけすごい実じつ力りょくや能のう力りょくを身みにつけたって、生うまれついての血ち筋すじだけは、何なにをどうしようと手てに入いれることはできないからね。

　──ああ。これこそが、おれの本ほん当とうに求もとめてた人じん生せいだったんだ。

　そんなふうに、幸しあわせをかみしめながら。

　おれは、生うまれ変かわったその世せ界かいで、楽たのしく理り想そうの日ひ々びを送おくってた。

　……だけど。

　今こん度どもまた、しばらくして、状じょう況きょうが変かわった。

　というのも、ある日ひ、とつぜん。

　空そらの彼方かなたから、巨きょ大だいな宇う宙ちゅう船せんがやってきたんだ。

　星ほしに降おり立たったその宇う宙ちゅう船せんには、はるか遠とおくの星ほしからやってきた、高こう度どな科か学がく文ぶん明めいを持もつ異い星せい人じんたちが乗のっていた。

　彼かれらは、友ゆう好こう的てきな異い星せい人じんだった。

　ほかの星ほしを侵しん略りゃくしてやろうとか、そういうことはまったく考かんがえてなくて。

　おれのいた星ほしには、宇う宙ちゅう旅りょ行こう中ちゅうに、たまたま通とおりかかって立たち寄よっただけで……。

　彼かれらは、記き念ねんにと言いって、星ほしにいろいろな「おみやげ」を置おいていった。

　それは、天てん候こうを自じ由ゆう自じ在ざいにあやつる装そう置ちだとか、どんな病びょう気きや害がい虫ちゅうにも負まけない農のう作さく物ぶつの種たねだとか、人ひとや動どう物ぶつの病びょう気きをたちどころに治なおす薬くすりだとか──。

　そんな、おれのいた星ほしには存そん在ざいしなかった、すごく便べん利りで役やく立だつものばかり。

　しかも、その友ゆう好こう的てきな異い星せい人じんたち。

「おみやげを気きに入いっていただけたなら、またいくらでも持もってきますよ。機き械かいのメンテナンスもおまかせください。あなたたちの星ほしで同おなじものを作つくりたければ、作つくり方かたもお教おしえしましょう。われわれの星ほしで生うまれた科か学がくの粋すいを、ほかの星ほしでも使つかっていただけることが、われわれはとてもうれしいんです」……なんて言いって。

　それでさ。

　異い星せい人じんの「おみやげ」のおかげで、おれのいた星ほしはあっという間まに、それまでとはくらべものにならないほど、豊ゆたかになった。

　そう。「神かみの力ちから」になんて、頼たよらなくても。

　するとたちまち、星ほしの人ひと々びとの心こころは、王おう族ぞくからはなれていった。


　──そもそも、「神かみの力ちから」なんて、本ほん当とうにあったのか？

　──神かみの末まつ裔えいだと伝つたえられる王おう族ぞくを、今いままでどれだけ崇あがめ奉たてまつっても、わたしたちの暮くらしはいっこうに豊ゆたかにならなかったのに。

　──王おう族ぞくのやつらは、ただ自じ分ぶんたちがぜいたくするために、伝でん説せつを利り用ようしていただけじゃないか？



　そんな考かんがえ方かたが、星ほしの住じゅう民みんの間あいだに、みるみる広ひろまっていって……。

　そうして、いつしか。

「ある一いち族ぞくだけを特とく別べつあつかいするのは、おかしなことだ」

「人にん間げんの価か値ちや命いのちの重おもさは、血ち筋すじなんて関かん係けいなく、みな平びょう等どうであるべきだ」

　そんな風ふう潮ちょうが、その星ほしではあたりまえになったんだ。

　星ほしひとつ支し配はいしてた王おう族ぞくの権けん威いは、こうしてすっかり失うしなわれた。

　もちろん、たったひとりの王おう子じだったおれも、「特とく別べつな人にん間げん」じゃなくなった。

　と、なれば──。

　その世せ界かいに、その人じん生せいに、もう用ようはなかった。

　おれはまた、【生うまれ変かわりタマゴ】を抱だいて眠ねむった。

　金きん色いろの。三つめの、最さい後ごのタマゴを。

　次つぎこそは、今こん回かいよりも、もっともっと「特とく別べつな人にん間げん」に生うまれ変かわれますように。

　次つぎの世せ界かいでは、おれだけが、ずっとずっと「特とく別べつな人にん間げん」でいられますように。

　──そう願ねがいながら、眠ねむりについた。
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　……で。生うまれ変かわった先さきが、この世せ界かいってわけなんだよ。

　おれにとっては、最さい後ごの世せ界かい。

　これ以い上じょうは、もう生うまれ変かわることができない、ラストチャンス。

　そんなこの世せ界かいで、おれが今いま、どんな人じん生せいを送おくってるのかっていうと──……。

　それは、見みてのとおりだ。

　おれの願ねがいは、かなったよ。

　この世せ界かいで、おれより特とく別べつな、おれより価か値ちのある人にん間げんなんて、どこにもいない。

　そのことは、どうやらまちがいなさそうなんだ。

　だって──この世せ界かいでは。

　もう何なん百びゃく年ねんも前まえに、「人にん間げん」って生いき物ものは絶ぜつ滅めつしてるんだから。

　今いま、この世せ界かいの頂ちょう点てんにいる知ち的てき生せい命めい体たいは、人にん間げんとは似にても似につかない姿すがた形かたちをした新しん人じん類るい。

　そいつらは、おれを──「とっくの昔むかしに絶ぜつ滅めつしたはずの『人にん間げん』という生いき物もの」を、保ほ護ごして、清せい潔けつな空くう調ちょう完かん備びのガラスケージに入いれて、こうして大だい事じに飼し育いくしてる。

　ここは、研けん究きゅう施し設せつなのか。それとも動どう物ぶつ園えんみたいな場ば所しょなのか。

　そこまではよくわからないけど、たまに今日きょうみたいな一いっ般ぱん公こう開かい日びがあるみたいで、そんなときは、おれの姿すがたをひとめ見みようと、たくさんの新しん人じん類るいがこのケージの前まえに押おし寄よせるんだ。

　だから、いつもはもっと静しずかなんだけど、今日きょうはけっこうさわがしいんだよね。

　いやあ、それにしても。

　こんな形かたちで願ねがいがかなうなんて、思おもわなかったな！

　でも、これならたしかに、願ねがったとおりだよ！

　この世せ界かいで生いき残のこってる人にん間げんは、おれただひとりだけ！

　これ以い上じょうに「特とく別べつ」で「価か値ちのある」人にん間げんなんて、存そん在ざいするはずないからね！

　……ねえ。やっぱり、言こと葉ばは通つうじてないのかな？

　おれには、新しん人じん類るいのあんたたちの言いってることは、なんとなくわかるのに。

　おれが今いま、こうやってしゃべってること、そっちにはぜんぜんわからないの？

　ねえ。だれか、答こたえてくれよ。

　どこのだれでもいいから、おれの話はなしを聞きいてくれよ。

　ねえ。だれか、いないの？

　この世せ界かいに、おれ以い外がいの人にん間げんは、ほんとにどこにも──……。
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　ざざん……ざざん……。

　打うち寄よせる波なみの音おとのすぐそばで、出いず帆ほは、ゆっくりと意い識しきを取とりもどした。

　塩しお辛からい水みずを吐はき出だして、ひとしきり咳せきこむ。

　それから、ぐったりと重おもたい体からだを起おこし、あたりの景け色しきを見み回まわした。

「……助たすかった……のか……？」

　出いず帆ほたちは、クルーザーでとある島しまに向むかっていた。

　しかしその途と中ちゅう、嵐あらしに遭あって船ふねが沈しずみそうになり、そんな中なかで出いず帆ほはひとり、海うみに落お──。

「……ここは……どこだ？」

　かすれた声こえでつぶやきながら、出いず帆ほは、足あしを引ひきずるようにして歩あるき出だす。

　しばらく海うみを漂ただよっていたであろう体からだは、思おもうように動うごかない。

　ここは……どこかの海かい岸がんにはちがいないようだが。

　目め指ざしていた島しまなのだろうか。それとも、またべつの陸りく地ちなのだろうか。

　出いず帆ほは少すこし歩あるき回まわってみた。けれど、近ちかくに人ひとの気け配はいはないし、建たて物ものやそれ以い外がいの人じん工こう物ぶつも見み当あたらない。

　海かい岸がんのそばには、ただただうっそうとした森もりが広ひろがっているだけだった。

「人ひとのいる場ば所しょに、たどり着つければいいんだが……。無む人じん島とうだったりしたら、やっかいだな」

　出いず帆ほは、じっとり熱あついため息いきをつく。とにかく、のどがカラカラだった。

　一いっ刻こくも早はやく水みずを飲のみたい。

　そう思おもいつつ、森もりの中なかへ目めをこらすと、木きの実みらしき赤あかい色いろがぽつぽつと見みえた。

　ぐびり、とかわいたのどを鳴ならして、出いず帆ほは森もりの中なかへ、おそるおそる足あしを踏ふみ入いれた。

　木き々ぎや草くさのつるをかき分わけ、赤あかい実みらしきものに向むかって、進すすんでいく。

　しかし──。

　あと少すこしというところで、足あしが、ずるりと地じ面めんをすべった。

　そこには、大おおきな縦たて穴あなのふちがあったのだ。

　何なにかにつかまるひまもなかった。

　出いず帆ほはなすすべなく、そのまま穴あなの底そこまで、数すうメートルの高たかさをすべり落おちていった。

　──その一いっ瞬しゅんのうちに。

　出いず帆ほの頭あたまの中なかには、ここ数すう日じつ間かんのできごとが、走そう馬ま灯とうのように駆かけめぐった。




　出いず帆ほは、幼おさないころに母はは親おやを亡なくしていた。

　父ちち親おやにいたっては、それがどこのだれかも知しらずに育そだった。

　そんな彼かの女じょのもとへ、会あったこともないその父ちち親おやの、死しの知しらせがとつぜん届とどいたのが、数すう日じつ前まえのことだった。

　その知しらせは、同どう時じに遺い産さん相そう続ぞくについての話はなしでもあった。

　出いず帆ほの父ちち親おやは、かなりの金かね持もちだったらしく、遺い産さんの額がくも相そう当とうなものになるそうだった。

　実じつの娘むすめである出いず帆ほには、その遺い産さんを受うけ取とる権けん利りがある。

　ただし、遺い産さんを受うけ取とるためには、指し定ていの日ひに指し定ていの場ば所しょへ行いかなければならない。

　そう聞きかされた出いず帆ほは、指し定ていされたその日ひ、仕し事ごとを休やすんで海うみへ行いき、そこで待まっていたクルーザーに乗のりこんだ。

　指し定ていの場ば所しょ──亡なき父ちち親おやの別べっ荘そうがある島しまへと、向むかうために。

　そのクルーザーには、出いず帆ほのほかに、十じゅう数すう人にんが乗のり合あわせていた。

　うち七人にんは、出いず帆ほと血ちのつながった兄きょう弟だい姉し妹まいたちだった。

　といっても、彼かれらは出いず帆ほとは母はは親おやがちがうし、それまで会あったこともなければ、おたがい顔かおも名な前まえも知しらない人ひとたちだったが──……。

　彼かれらの母はは親おやとはちがって、出いず帆ほの母ははは、父ちちと正せい式しきに結けっ婚こんしていなかった。

　そのことで、彼かれらは出いず帆ほに対たいして、強つよい反はん感かんを抱いだいているようだった。

　それをはっきりと思おもい知しったのは、そう──。

　父ちちの別べっ荘そうがある島しまへ向むかう途と中ちゅう、嵐あらしに遭あって船ふねが沈しずみそうになった、あのときだった。

　避ひ難なんの準じゅん備びで船ふねの上うえがバタバタしていた、そのどさくさにまぎれて。

　出いず帆ほはだれかの手てによって、海うみに突つき落おとされたのである。

　犯はん人にんはわからなかった。が、波なみにもまれながらひっしで船ふねを見み上あげると、七人にんの兄きょう弟だい姉し妹まいたちが、そろって船ふねの上うえから出いず帆ほを見み下おろしていた。

　彼かれらはだれも、出いず帆ほを助たすけようとはしなかった。

　出いず帆ほが早はやく海うみに沈しずむのを、みんなして、ただ待まち望のぞんでいる様よう子すだった。




「──……うう」

　穴あなの底そこで、出いず帆ほはうめいた。

　今いましがた、走そう馬ま灯とうのように思おもい出だしたできごとと、穴あなに落おちるときにケガした痛いたみとで、思おもわず涙なみだがこぼれそうになった。

　兄きょう弟だい姉し妹まいたちは、父ちちの遺い産さんを出いず帆ほに渡わたしたくなかったのだろう。

（あの人ひとたちにとってのわたしは、死しんだ父ちち親おやの、いわゆるかくし子ごなんだよな。ぽっと出でのかくし子ごが、遺い産さん相そう続ぞくの場ばにのこのこ顔かおを見みせたりしたら、反はん感かんを持もたれることくらい……予よ想そうしておくべきだったんだ。──でも、だからといって）

　立たち上あがろうとしたら、右みぎ足あし首くびに、ズキンとはげしい痛いたみが走はしった。

　尻しりもちと同どう時じに、軽かるく地じ面めんに左ひだり手てをつくと、その手て首くびもひどく痛いたんだ。

　さいわいどちらも、骨ほねが折おれているというわけではなさそうだった。

　とはいえ、しばらく──少すくなくとも数すう日じつは、治おさまりそうにない痛いたみだ。

（……遺い産さん、なんて。本ほん当とうは、べつにどっちでもよかった。……そんなことより。母はは親おやがちがうとはいえ、わたしにも、兄きょう弟だい姉し妹まいがいると知しって……その人ひとたちに、会あってみたかったんだ）

　出いず帆ほは、母はは親おや以い外がいの肉にく親しんを知しらずに育そだった。

　その母はは親おやは、出いず帆ほが幼おさないころに死しんでしまって。

　父ちち親おやにいたっては、一いち度ども会あうことができないままに、いきなりその死しを知しらされた。

　けれど、自じ分ぶんには兄きょう弟だい姉し妹まいたちがいた。

　自じ分ぶんと血ちのつながった人ひとたちが、この世よにいる。

　それを知しったときから、まだ会あったこともない彼かれらの存そん在ざいは、出いず帆ほの中なかですでに大たい切せつなものになっていた。

（あの人ひとたちは……そういえば、あれからどうなったんだろう？）

　自じ分ぶんはなんとかこの島しま（？）に流ながれ着ついて、とりあえずは助たすかったが。

　同おなじこの島しま（？）のどこかに、彼かれらも流ながれ着ついていたりするのだろうか。

（みんな……──どうか、無ぶ事じでいてくれ！）

　出いず帆ほは、心こころの底そこからそう祈いのった。

　自じ分ぶんが現あらわれたことは、彼かれらにとっては、きっと迷めい惑わくだっただろう。

　だからといって、彼かれらのしたことが許ゆるされるわけではないが。

　それでも、もう一いち度ど、あらためて彼かれらに会あって……せめて、ちゃんと伝つたえたい。

「遺い産さんが欲ほしかったからじゃない。わたしは、あなたたちに会あいたくて来きたのだ」と。

（もう一いち度ど、あの人ひとたちに会あって……か。ちょっと、むずかしいかもしれないな）

　穴あなのふちを見み上あげて、出いず帆ほは苦にが笑わらいを浮うかべた。

　そうだ。たとえ彼かれらがみんな無ぶ事じでも、今いまは自じ分ぶんがこんな状じょう況きょうなのだった。

　出いず帆ほが落おちた縦たて穴あなは、深ふかさ三、四メートルで、ひとり部べ屋やほどの広ひろさがある窪くぼみだった。

　穴あなの内うち側がわは、ごつごつとした岩がん壁ぺきになっている。

　これなら、場ば所しょによってはロック・クライミングの要よう領りょうで、上うえまで登のぼれなくもなさそうだ。

　──もっとも、ケガさえしていなければ、の話はなしだが。

（この手て足あしの痛いたみじゃ、この高たかさの岩がん壁ぺきを登のぼるのは、とても無む理りだ。……しかし、水みずも食しょく料りょうもない穴あなの底そこで、ケガが治なおるのを、何なん日にちものんびり待まってるわけにはいかない）

　どうしたものかと、出いず帆ほはみけんにしわを寄よせた。

　そのとき。

　べしゃっ、と。水みず気けをふくんだ音おとが、近ちかくで響ひびいた。

　出いず帆ほはハッとして、痛いたみをこらえて立たち上あがり、音おとのしたほうへ行いってみた。

　すると、そこにあったのは、真まっ赤かに熟じゅくしてつぶれた赤あかい実みだった。

　見み上あげれば、穴あなのすぐそばに、たくさんの実みをつけた木きがあった。

　出いず帆ほが手てに入いれようとしていた、赤あかい木きの実み。

　それがちょうど、この穴あなの中なかに落おちてきていたのだ。

　ひとつだけではない。そのあたりには、いくつもの実みが落おちていた。

　中なかにはつぶれていない、きれいな実みもまじっている。

　つぶれた実みの汁しるからは、甘あまいにおいが漂ただよってくる。

　しかし──。

　間ま近ぢかで実みを見みた出いず帆ほは、それを拾ひろおうとはせず、肩かたを落おとしてうなだれた。

「くそっ……。食たべられる実みじゃなかったか」

　出いず帆ほは知しっていた。その赤あかい木きの実みには、強つよい毒どくがあるということを。

　人にん間げんがそれを食たべると、わずかひと口くちの量りょうであっても、数すう時じ間かん後ごに激はげしいおう吐と、下げ痢りの症しょう状じょうを起おこす。実みの大おおきさはこぶし大だいだが、一個こ丸まるごと食たべた場ば合あいは、さらに神しん経けいマヒやけいれんが起おこり、死しにいたることもめずらしくない猛もう毒どくの実みなのだ。

　見みた目めやにおいは、こんなにおいしそうなのに。

　やわらかな果か肉にくは水すい分ぶんたっぷりで、思おもわずかぶりつきたくなるような──……。

（──いや、何なにを考かんがえてる！　いくらのどがかわいてるからって……これは、毒どくなんだぞ！）

　出いず帆ほは赤あかい実みから顔かおをそむけ、甘あまいにおいが届とどかないところへと、穴あなの底そこを移い動どうした。

　そのあとも、熟じゅくした実みは、次つぎ々つぎと穴あなの中なかに落おちてきた。

　べしゃっ、と水みず気けをふくんだ音おとが響ひびくたび、出いず帆ほはかわいたのどを鳴ならした。

　ああ、あれが毒どくのない、食たべられる木きの実みだったなら。

　手て足あしのケガが治なおるまで、あれで食くいつないで、生いき延のびることができるだろうに──……。

「だったら、ちょうどいい商しょう品ひんがあるよー！」

「…………え？」

　とつぜん話はなしかけてきたその声こえに、出いず帆ほは、かすんだ目めを見み開ひらいた。

　声こえのしたほうに顔かおを向むけると、そこに、ふたつの人ひと影かげがぼんやり見みえた。

　目めをこらすと、その人ひと影かげの正しょう体たいは……少しょう女じょと男おとこのふたり組ぐみだった。

　少しょう女じょのほうは、中ちゅう学がく生せいか小しょう学がく生せいといった歳としだろう。

　髪かみを銀ぎん色いろに染そめ、ショッキング・ピンクのパーカーを着きて、柄がら入いりの眼がん帯たいを着つけている。

　その派は手でな格かっ好こうによく似に合あう、凝こったデザインのキャスター付つきトランクも持もっていた。

　男おとこのほうは、くたびれたコートに身みを包つつみ、つばの広ひろい帽ぼう子しをかぶって、ぶあついマフラーを巻まいている。

　帽ぼう子しとマフラーの間あいだにある顔かおは、真まっ暗くらな影かげになっていて、表ひょう情じょうも顔かお立だちもわからない。

　ともあれ、そのふたり組ぐみは、出いず帆ほと同おなじく穴あなの底そこにいた。

　いったい、いつの間まに──。

　出いず帆ほは混こん乱らんしながらも、とりあえず、そのふたりにたずねた。

「……このあたりに、住すんでいらっしゃる方かたですか？」

　すると彼かれらは、ふたりしてクスクス笑わらった。

「残ざん念ねんだけど、ここって無む人じん島とうなんだよねー」

「遭そう難なん中ちゅうとお見み受うけしますが、ここにはなかなか救きゅう助じょも来こないでしょうし、大たい変へんですね」

　少しょう女じょと男おとこは、のんきな口く調ちょうでそう言いった。

　出いず帆ほは、ますますわけがわからなくなる。

「……あなたたちは、この現げん地ちの人ひとでもなければ、遭そう難なん者しゃでもない、ということか？」

「そうだよー。私わたしたちはね、こまっているあなたのために、とっても役やく立だつステキな商しょう品ひんを持もってやってきた、行ぎょう商しょうの者ものなの！」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょは、人ひとなつっこくニコッと笑わらった。

　そして、少しょう女じょが男おとこに目めくばせすると、男おとこはうなずき、持もっていた革かわ張ばりのカバンを開あけた。

　男おとこは地じ面めんに布ぬのを敷しき、カバンから取とり出だしたものをそこにならべた。

　それは──見みたところ、動どう物ぶつの頭あたまの形かたちをした、三種しゅ類るいのかぶり物ものだった。

「コアラに、コバルトヤドクガエルに、ズグロモリモズ……か？」

「へー、くわしいね！　生いき物ものとか、好すきなの？」

「ああ……。まあ、わりと」

「じゃーさ、じゃーさ！　その三つの生いき物ものに共きょう通つうすることは、なんでしょーか？」

　楽たのしそうに、少しょう女じょはそんなクイズを出しゅつ題だいする。

　出いず帆ほは、まじめにそれに答こたえた。

「どれも、『毒どくのあるものを食たべることができる動どう物ぶつ』……だろう？　コアラが主しゅ食しょくにしているユーカリには毒どくがあるし……ヤドクガエルと、羽はねなどに毒どくを持もつ鳥とりであるズグロモリモズは、体たい内ないで毒どくを作つくることはできないが、毒どくのある虫むしを食たべることで、身みを守まもるための毒どくを体からだにたくわえることができる」

「せーいかーい！」

　少しょう女じょは、笑え顔がおでパチパチと拍はく手しゅした。

「とっ、いうわけでね！　これは、かぶると毒どくのあるものを食たべられるようになる、【毒どく消けしマスク】っていう商しょう品ひんなんだよ！」

「サバイバルのおともには、ピッタリのアイテムですよ。この危き機き的てき状じょう況きょうから生いき残のこるために、おひとつ、いかがですか？」

　少しょう女じょと男おとこのその言こと葉ばに、出いず帆ほは、ぽかんと声こえを失うしなう。

　同どう時じに、不ふ安あんにおそわれた。

（……非ひ現げん実じつ的てきだ。そんな商しょう品ひん、あるとは思おもえない。というかそもそも、このふたり組ぐみの存そん在ざいそのものが、最さい初しょから幻げん覚かくなんじゃないか？　そういえば、男おとこの顔かおが塗ぬりつぶされたみたいに真まっ暗くらに見みえるのも、おかしいし。……まずいな。もう、幻げん覚かくを見みるような状じょう態たいなのか）

　深しん刻こくな気き持もちになる出いず帆ほにかまわず、少しょう女じょと男おとこは、さらに商しょう品ひんの説せつ明めいを続つづける。

「マスクの見みた目めがちがうのはねー、ただのデザインだから、気きにしなくていいよ。どのマスクをえらんでも、機き能のうは変かわらないから。ヤドクガエルやズグロモリモズのマスクを使つかったからって、毒どくが体たい内ないにたくわえられるってことはないからさ」

「そうそう。この【毒どく消けしマスク】は、デザインにかかわらず、食たべた毒どくを無む毒どく化かしますから。どんな種しゅ類るいの毒どくにも効こう果かがあるので、安あん心しんですよ。──ただし」

　と。真まっ暗くらな顔かおの男おとこは、そこで、おもむろに指ゆびを二本ほん立たてた。

「このマスクを使つかうときには、ふたつ、注ちゅう意い事じ項こうがありましてね。……ひとつは、一いち度どかぶると、半はん日にちは脱ぬぐことができなくなるということ。そして、もうひとつは──このマスクをかぶっている間あいだは、視し覚かく、聴ちょう覚かく、嗅きゅう覚かくが、まったく働はたらかなくなるということです」

　その説せつ明めいに、出いず帆ほは一いち応おう、耳みみをかたむけたままでいた。

　これが幻げん覚かくなら、こんな話はなしを聞きいても意い味みはない。そう思おもいながらも、ついつい考かんがえる。

　……マスクに関かんするふたつの注ちゅう意い事じ項こうは、けっこう大おおきなデメリットだ。

　マスクをかぶっている間あいだは、何なにも見みえず、何なにも聞きこえず、どんなにおいも感かんじられない。

　しかも、一いち度どマスクをかぶったら、半はん日にちの間あいだずっとその状じょう態たいが続つづく。

　となれば……もしも運うん悪わるく、マスクをかぶっているときに、危き険けんな獣けものなどが近ちかづいてきたら。

　このあたりに、そういう動どう物ぶつがいるかどうかはわからないが、可か能のう性せいはある。

　そのような状じょう況きょうになっても、マスクをかぶっていたら、危き険けんに気きづけず逃にげられない。

　あるいは……マスクをかぶっているときに、救きゅう助じょがやってきたら？

　うまく見みつけてもらえればいいけれど、こちらには救きゅう助じょ隊たいの呼よびかけが聞きこえず、向むこうも穴あなの底そこにいるこちらに気きづかないまま、去さって行いってしまうかもしれない。

　その場ば合あい、マスクを使つかったばかりに、助たすかるチャンスをみすみすのがすことになる。

　とはいえ、その代かわりに食しょく料りょうが確かく保ほできるのであれば、たとえ時じ間かんはかかっても、助たすかる確かく率りつは上あがることになるのだろうか──……？

「さあさあ、どーする？　このマスク、買かうの？　買かわないの？」

「え……。えっと」

　少しょう女じょに問とわれて、出いず帆ほはハッと我われに返かえった。

「……そうだな。……買かっておこうか。幻げん覚かくだとは思おもうが……万まん一いちそうでない可か能のう性せいも、すてたくないと思おもっているのが正しょう直じきなところだ。この状じょう況きょうじゃあな」

「わーい、まいどありー！　あ。そういえば、今いま、お金かねって持もってる？」

「……ポケットに、小こ銭ぜにがいくらかなら」

　財さい布ふなどの貴き重ちょう品ひんを入いれていたボディバッグは、海うみを漂ただよっている間あいだになくしてしまっていた。

　出いず帆ほは、上うわ着ぎのファスナー付つきポケットから、わずかな小こ銭ぜにをかき出だした。

「どうだろう。……足たりるのか？」

「ええ、じゅうぶんですよ。──それでは、マスクのデザインをおえらびください」

　真まっ暗くらな顔かおの男おとこにうながされ、出いず帆ほはホッと息いきをつき、三つのマスクに目めを落おとした。

「どれにするー？　コアラとか、かわいくていーんじゃない？」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょが、雑ざっ貨か店てんで買かい物ものでもするかのように、それを指ゆびさす。

　……人にん間げんの頭あたまサイズのリアルなコアラの顔かおは、あんまり「かわいい」カテゴリーではない気きがするが……などと思おもいつつ。

「機き能のうがどれも同おなじなら──ヤドクガエルのマスクをもらおう」

　と、出いず帆ほは、鮮あざやかな青あお色いろのそれを指ゆびさした。

「はい、かしこまりました。カエルがお好すきなんですか？」

「いや、まあ……きらいじゃないが。なるべく目め立だつ色いろのものを持もっていたほうが、人ひとに見みつけてもらいやすくなるだろうと思おもって」

「なるほど、合ごう理り的てきですね」

　真まっ暗くらな顔かおの男おとこは、青あおいカエルのマスクを出いず帆ほに手て渡わたし、代かわりに小こ銭ぜにを受うけ取とった。

「それでは、ぼくたちはこれで……」

「サバイバル、がんばってねー！」

　男おとこは、残のこったふたつのマスクをもとどおりしまって、カバンを閉とじた。

　少しょう女じょは、キャスター付つきトランクの正しょう面めんについた、両りょう開びらきの扉とびらを開あけた。

　次つぎの瞬しゅん間かん、ふたりの姿すがたは扉とびらの中なかに吸すいこまれ、トランクやカバンとともに消きえ去さった。
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（さっきのふたりは、やっぱり幻げん覚かくだったんだろうか？）

　きっとそうだ。でなければ、あんなふうに人ひとが消きえたりするはずがない。

　でも、だったら。彼かれらが消きえたあとも手て元もとに残のこった、この真まっ青さおなカエルのマスクは……？

　ぼんやり考かんがえながら、出いず帆ほは服ふくをやぶって細ほそく切きりさき、それを使つかって痛いためた手て足あしにテーピングをほどこした。応おう急きゅう処しょ置ちでしかないが、今いまここでは、これ以い上じょうの治ち療りょうはできない。

　空そらは、そろそろ暗くらくなり始はじめていた。

　風かぜが穴あなの底そこをなでるたび、あの赤あかい実みの甘あまいにおいが、出いず帆ほのいるところまで流ながれてくる。

　つばをのみこめないほどかわいたのどが、思おもわず動うごく。空くう腹ふくもまた、たえがたい。

（……まだだ。あの毒どくの実みに口くちをつけるのは。……ギリギリまで、救きゅう助じょを待まつんだ）

　自じ分ぶんに言いい聞きかせながら、出いず帆ほはその夜よる、孤こ独どくの中なかで眠ねむりに就ついた。




　次つぎの日ひがきて、夜よるになっても、助たすけがくる気け配はいはなかった。

（──ここらが、限げん界かいか。……今いまなら……今いまならまだ、かろうじて体からだは動うごく。でも、今こん夜やひと晩ばん眠ねむって朝あさになったら、おそらくもう……）

　息いきを切きらしながら、這はうようにして、出いず帆ほはあの木きの下したに移い動どうした。

　赤あかい実みがたくさん落おちている、あまいにおいの溜たまった場ば所しょに。

（これは、毒どくだ。わかっている。でも、今いまここでこの実みを口くちにしなければ……それもまた、おとなしく死しを待まつのと同おなじこと──）

　月つき明あかりに照てらされたその実みを、ひとつ、出いず帆ほはひろい上あげた。

　そして、ヤドクガエルのデザインのマスクを、頭あたまからかぶって首くびもとまで引ひき下おろした。

　そのとたん──。

　月つきの明あかりも、夜よるの森もりのざわめきも、つぶれた実みの甘あまいにおいも、消きえた。

　視し覚かく、聴ちょう覚かく、嗅きゅう覚かくが、マスクによって完かん全ぜんに遮しゃ断だんされたのだ。

（本ほん当とうに……まわりの状じょう況きょうが……何なにもわからない。……これは、想そう像ぞう以い上じょうに恐おそろしいな）

　ためしに一いち応おう、マスクを脱ぬごうとしてみた。が、マスクの生き地じは、首くびもとの肌はだにすき間まなくピタリと貼はりついて、どうやってもはがれなかった。

（一いち度どかぶったら、半はん日にちは脱ぬぐことができない、という話はなしだったな。……この状じょう態たいが、半はん日にちも続つづくのか……）

　極きょく度どの緊きん張ちょうから、おのずと息いきが荒あらくなる。

　息いき苦ぐるしさをやわらげようと、出いず帆ほは、マスクの口くちもとに手てをやった。

　首くびから上うえをすっぽり覆おおうマスクだが、口くちの部ぶ分ぶんだけは、力ちからを入いれると開ひらくようになっていた。

（そうか。そうだよな。飲のみ食くいするためのマスクだものな）

　うなずいて、出いず帆ほはひとつ、深しん呼こ吸きゅうした。

　そして、最さい後ごまで息いきを吐はききった、その直ちょく後ご。

　手てに持もった木きの実みを、マスクの口くちに突つっこんで、その実みに思おもいきりかぶりついた。

　やわらかな果か肉にくと、のどをうるおす果か汁じゅう。

　味み覚かくが残のこっているからか、においはなくとも、甘あまずっぱい味あじは感かんじられる。
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　おいしい。味あじだけなら、店みせで売うっている果くだ物ものに引ひけをとらない。

　──毒どくだなんて思おもえないほどだ。

（このマスクが……本ほん当とうに、本ほん物もので……毒どくを、消けしてくれればいいんだけどな……）

【毒どく消けしマスク】を、たとえ信しんじられなくても、今いまはこの実みを食たべるしかなかった。

　食たべなければ、どのみち生いき残のこれない。

　そう割わりきって、出いず帆ほは次つぎから次つぎへと、手てさぐりで実みをひろってはむさぼり食くった。




「……ん」

　いつの間まにか、深ふかい眠ねむりに落おちていたようだった。

　首くびもとに手てをやって、マスクのすそをつかむ。

　そのまま上うえへ引ひき上あげると──マスクは、なんの苦く労ろうもなくスルリと脱ぬげた。

　そのとたん。今いままでマスクにさえぎられていた、光ひかりが、音おとが、においが、一いっ気きにすべて感かんじられるようになって、出いず帆ほは刺し激げきの洪こう水ずいにクラクラした。

（……どうやら、生いきているみたいだな。のどのかわきはマシになっているし、飢うえも満みたされている。……日ひが昇のぼっているから、夜よるにあの実みを食たべたあと、かなりの時じ間かんがたっていることはたしかだ。……それなのに、体からだはなんともない）

　ふつうなら、とっくに体からだが毒どくに侵おかされ、さまざまな症しょう状じょうに苦くるしんでいるはずだ。

　それが、こうして無ぶ事じだということは。

「──こんなマスクで、まさか、本ほん当とうに毒どくを消けせるとは」

　おどろきつつも、出いず帆ほは、奇き跡せきのような幸こう運うんに感かん謝しゃした。

　そうして、それから数すう日じつ間かん。

　出いず帆ほは、穴あなの底そこに次つぎ々つぎと落おちてくる赤あかい実みを、【毒どく消けしマスク】をかぶって食たべた。

　その実みは味あじが良よいだけでなく、毒どくさえなければ、水すい分ぶんもあるていどのカロリーも摂とることのできる、優ゆう秀しゅうな食しょく料りょうであるようだった。

　毒どくの実みとマスクのおかげで、穴あなの底そこにいながらにして、出いず帆ほは体たい力りょくを回かい復ふくすることができた。

　同どう時じに、手て足あしのケガも順じゅん調ちょうに治なおっていった。

「……よし。そろそろ、動うごけそうだな」

　マスクをたたんで、今いま着きている服ふくの、いちばん大おおきなポケットに押おしこんで。

　穴あなの内うち側がわの、ごつごつした岩がん壁ぺきに、出いず帆ほはちょっとつかまってみた。

「まだ、少すこし痛いたみはあるが……これなら、なんとかなりそうだ」

　出いず帆ほは笑えみを浮うかべ、ロック・クライミングの要よう領りょうで、数すうメートルある岩がん壁ぺきを登のぼっていく。

（生いき延のびられたら……また、七人にんの兄きょう弟だい姉し妹まいたちに、会あえるかな）

　そんなことを考かんがえながら、ひとつ、またひとつ、慎しん重ちょうに岩いわに手て足あしをかけて──。

　ほどなくして、出いず帆ほはとうとう岩がん壁ぺきを登のぼりきり、穴あなの外そとへと抜ぬけ出だした。




　それからしばらく、出いず帆ほは森もりの中なかをさまよった。

　森もりの中なかにはたまに、あの赤あかい毒どくの実みをつけた木きがあった。

（いざとなったら、また【毒どく消けしマスク】をかぶって、あの木きの実みで食くいつなげるか。とはいえ、その前まえに、ちゃんとした食たべ物ものや水みず場ばを見みつけたい。……穴あなの底そこでは、さいわい、獣けものに襲おそわれたりはしなかったが。次つぎにマスクをかぶったときは、それもどうだかわからないしな）

　そういえば……獣けもののこともだが。

　穴あなの底そこでマスクをかぶっていた間あいだ、ほかのだれかが、近ちかくに来きたことはあったのだろうか？

　何なにも見みえない、聞きこえない状じょう態たいだったから、たとえだれか来きていたとしても、こっちは気きづきようもなかったが……。

　首くびから上うえが真まっ青さおなカエル、なんてやつを見みかけたら、見みた人ひとはびっくりしたかもしれない。

　などと考かんがえつつ、歩あるいていたところ。

　ふいに、すぐ近ちかくでガサッと草くさの鳴なる音おとがした。

　ギクリと身みをかたくして、出いず帆ほがそちらをふり向むくと。

「──出いず帆ほさま!?　……ああ、よかった！　ご無ぶ事じだったのですね!?」

「あなたは……」

　そこにいたのは、森もりの獣けものではなく、船ふねに乗のっていたクルーのひとりだった。

「そちらも、このあたりに流ながれ着ついていたんですか？」

「ええ。船ふねごと流ながれ着ついて、船ふねは動うごかなくなってしまったのですが──。ああ、しかしよかった。あなたがご無ぶ事じでいてくださって、本ほん当とうに──……」

　よかった、よかった、と。クルーはしきりにくり返かえした。

　その様よう子すに、出いず帆ほはなんだか違い和わ感かんを覚おぼえながらも、クルーにたずねた。

「……あの。それで……ほかの方かたたちは？」

　特とくに──七人にんの兄きょう弟だい姉し妹まいは、どうなったのか。出いず帆ほはそれが気きがかりだった。

　出いず帆ほの問といに、クルーは「はあ、それが……」と、こまったような顔かおでうつむいて。

　ややあってから、ためらいがちに話はなし始はじめた。




「船ふねに乗のっていた者ものたちは、出いず帆ほさま以い外がい、みないっしょにこの島しまに流ながれ着つきました。

　そうしてそれからも、みなで行こう動どうを共ともにしていたのですが……。

　船ふねには、いくらかの水みずと食しょく料りょうが積つんでありました。しかしそれらは、嵐あらしでほとんど水すい没ぼつしたり、流ながされたりしてしまって、我われ々われが島しまに流ながれ着ついたときには、ほんのわずかな量りょうしか残のこっておりませんでした。

　なんとか回かい収しゅうしたそれらは、みなで分わけると、すぐに尽つきてなくなりました。

　そこで我われ々われは、手て分わけをして、水みずと食しょく料りょうを探さがしに行いくことにしたのです。

　クルーたちは、海うみへ食たべ物ものを探さがしに。ほかのスタッフたちは、飲のみ水みずを探さがしに。

　──あの方かた々がたは、森もりの中なかへ食たべ物ものを探さがしに行いきました。

　そのあと我われ々われは、それぞれ手てに入いれた食たべ物ものを持もち寄より、見みつかった水みず場ばの近ちかくで野や営えいをしながら、救きゅう助じょを呼よぶための方ほう法ほうをいろいろためしておりました。

　ところが、昨日きのう──……。

　あの方かた々がたが、七人にんそろって、とつぜん次つぎ々つぎに苦くるしみ出だしたのです。

　原げん因いんは、どうやら食しょく中ちゅう毒どくのようでした。

　彼かれらから、なんとか聞きき出だせた話はなしによれば……。

　なんでも彼かれらは、森もりの中なかで食たべ物ものを探さがしていたとき、大おおきな縦たて穴あなを見みつけたらしいのです。

　その穴あなの底そこに、青あおいカエルのかぶり物ものをした何なに者ものかがいて、穴あなに落おちた赤あかい木きの実みをむさぼり食くっていたのだと。

　彼かれらは、カエル頭あたまの何なに者ものかに声こえをかけてみたものの、まったく反はん応のうはなかったそうです。

　けれど、その何なに者ものかの首くびから下したは、まちがいなく人にん間げんであったということです。

　次つぎの日ひに、彼かれらが様よう子すを見みに行いったときも、同おなじカエル頭あたまの人じん物ぶつは、穴あなの底そこで赤あかい実みを食たべていた。とてもうまそうに。前まえの日ひと何なにも変かわりなく……。

　それを見みて、彼かれらはその赤あかい実みを、人にん間げんが食たべても平へい気きなものだと確かく信しんしたのです。

　ただ、その赤あかい実みは、森もりの中なかにそれほど多おおく生なっているものではなかった。

　そこで彼かれらは、その実みのことを、クルーやスタッフには教おしえないことにした。

　自じ分ぶんたち七人にんだけで、その実みをこっそり食たべることにしたのですね。

　毒どくのある実みだとは気きづかずに。

　それにしても……青あおいカエルのかぶり物ものをした人ひとなんて、こんな島しまにいるのでしょうか？

　もしかしたら、彼かれらは幻げん覚かくでも見みたのかもしれません。

　なんにせよ、です。あの方かた々がたが、あんなことになってしまって……。

　このうえ出いず帆ほさまにまで何なにかあったら、旦だん那なさまの遺い産さんを受うけ継つぐ人にん間げんが、ひとりもいなくなってしまうところでした。

　ああ、ご安あん心しんを、出いず帆ほさま。先さきほど、ようやく船ふねの通つう信しん機きの修しゅう理りができて、すでに救きゅう助じょも呼よんでありますので。

　この島しまからお帰かえりになりましたら、後ご日じつまたあらためて、旦だん那なさまの別べっ荘そうのある島しまへ向むかいましょう。

　……出いず帆ほさま？　だいじょうぶですか？　お顔かおの色いろが、ひどくすぐれないようですが──……」
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　世せ界かいから【魔ま】を滅ほろぼそうとしている人にん間げん、光みつ凪なぎ。

　彼かれはこのたび、あるものの様よう子すをたしかめるため、久ひさしぶりに自じ宅たくに帰かえってきていた。

　しばらく前まえから行こう動どうをともにしている少しょう女じょ、カノを連つれて。

　カノは、今いまはもう人にん間げんではない。

　彼かの女じょは言いうならば「幽ゆう霊れいと神かみとのはざまにいる者もの」だった。

「ここが、光みつ凪なぎさんの家いえっすか……。うわあー……お屋や敷しきっすね」

　瓦かわら屋や根ねがついている門もんの戸とをくぐって、カノは、大おおきな日に本ほん家か屋おくを前まえに目めを丸まるくした。

（けど……立りっ派ぱな家か屋おくや広ひろい庭にわのわりに……なんか）

　門もんから玄げん関かんまで、砂じゃ利りが敷しかれた小こ道みちを進すすみつつ、カノは庭にわの景け色しきに目めをやった。

　砂じゃ利りの道みちをのぞいて、広ひろい庭にわには雑ざっ草そうが生おい茂しげっている。

　松まつやモチノキなどの庭にわ木きも、枝えだが伸のび放ほう題だいになっていて、長ながいこと手て入いれがなされていないようだった。

　玄げん関かん灯とうは、クモの巣すまみれになっていた。

　引ひき戸どの木き枠わくとガラスの境さかいにも、白しろい糸いとの塊かたまりが、あちこちへばりついていた。

　それでも家いえの中なかに入はいってみると、一いち応おう掃そう除じはされているのか、外がい観かんよりはずっときれいにしてあったので、カノはホッとした。

　広ひろい家いえの中なかは、人ひとの気け配はいがなく、しんと静しずまり返かえっていた。

「コモリさんが、先さきに着ついて留る守す番ばんしてるんすよね？」

「ああ、そのはずだが……」

　玄げん関かんの重おもい引ひき戸どは、開あけるとき、けっこう大おおきな音おとがしたのだけれど。

「コモリさん、出でてこないっすね。奥おくの部へ屋やにいるんでしょうか？」

「いや……たぶん」

　光みつ凪なぎは、庭にわに面めんしたろう下かを少すこし歩あるいて、玄げん関かんからそれほど離はなれていない部へ屋やの前まえで立たち止どまり、障しょう子じ戸どを開あけた。

　そこは座ざ敷しきだった。部へ屋やの中なかには、コモリがいた。

　彼かの女じょはボストンバッグをかたわらに置おいて、ふたつ折おりにした座ざ布ぶ団とんを枕まくらに、畳たたみの上うえに寝ね転ころがって、すかーと寝ね息いきを立たてていた。

「この部へ屋やで待まってるよう、言いってあったんすか、光みつ凪なぎさん」

「いや、そういうわけじゃないが──」

「ん……。あ～……。着ついてたんだ、ふたりとも。おつかれ～」

　コモリは、ふわあとあくびをして体からだを起おこした。

　カノは、不ふ思し議ぎに思おもって聞きいてみた。

「コモリさん、どうしてこの部へ屋やにいたんすか？　光みつ凪なぎさんは、どうしてコモリさんがこの部へ屋やにいるって、わかったんすか？　これだけ広ひろい家いえなのに」

「ん～……。いやあ、だって。……ほかの部へ屋やはねえ」

「……ああ」

　コモリと光みつ凪なぎは、なぜかそろって言こと葉ばをにごした。

　首くびをかしげるカノに、コモリはへらりと笑えみを向むける。

　コモリは、人にん間げんではない。幽ゆう霊れいでも神かみさまでもない。

　彼かの女じょは本ほん来らいならば、人にん間げんの味み方かたにはならないであろう【魔ま】の者ものだ。

　けれども今いまは、【魔ま】を滅ほろぼそうとする光みつ凪なぎが、コモリのことを従したがえている。

　なんでも、光みつ凪なぎはコモリの罪ざい悪あく感かんを捕つかまえて、コントロールしているらしい。

　それでコモリは、「光みつ凪なぎに都つ合ごうの悪わるいことをすると、罪ざい悪あく感かんに苦くるしむ」状じょう態たいにされていて、そのせいで光みつ凪なぎに逆さからうことができないのだ。

「──カノ。ちょっとおいで。ほかの部へ屋やを、きみにも見みておいてほしいんだ」

　少すこし、考かんがえるような間まがあったあと、光みつ凪なぎはそう言いった。

　カノは「はあ」とうなずき、光みつ凪なぎのあとについて座ざ敷しきを出でた。

　そうして、光みつ凪なぎに連つれられ、はしから順じゅんに部へ屋やをのぞいてみると……。

　どの部へ屋やの中なかも、ひどいありさまだった。

　家か具ぐがこわれていたり、壁かべや柱はしらに大おおきな傷きずがあったり、カーテンや絨じゅう毯たんがボロボロに引ひき裂さかれていたり。

　中なかには、壁かべや天てん井じょうに飛とび散ちった、あるいは床ゆかに広ひろがった黒くろい染しみとともに、妙みょうなにおいが残のこっている部へ屋やもいくつかあった。

　惨さん劇げきのあと──。

　そんな言こと葉ばが頭あたまに浮うかんで、カノは、幽ゆう霊れいに近ちかい身みでありながら血ちの気けが引ひいた。

「今いま……この家いえの住じゅう人にんは、私わたしひとりだ。もっとも、めったに帰かえってくることもない家いえだがね」

　おもむろに口くちを開ひらいた光みつ凪なぎを、カノはハッとして見み上あげる。

「光みつ凪なぎの一いち族ぞくは」

　話はなしながら、光みつ凪なぎは、荒あれ果はてた部へ屋やのふすまをぴしゃりと閉しめた。

「古ふるくから、数かず多おおくの神かみ々がみを従したがえて、その力ちからを世よのため人ひとのために使つかってきた一いち族ぞくだった。いわゆるお祓はらいや、まじないなどといったことを、神かみさまに手て伝つだってもらっていたんだよ。私わたしが子こどものころにも……この家いえには、百を超こえる数かずの神かみさまたちがいたものだ」

　ろう下かの板いたをきしませて、ふたりは、コモリのいる座ざ敷しきへと引ひき返かえす。

「ところがね。あるとき、その神かみさまたちが、いっせいに反はん乱らんを起おこしたんだ。数かず々かずの神かみの呪のろいによって、一いち族ぞくの者ものはみな死しに絶たえた。残のこったのは私わたしひとりだ」

「…………」

　カノは、なんと言いったらいいかわからなかった。

　そもそも光みつ凪なぎのほうも、同どう情じょうやなぐさめを欲ほっしているようには見みえなかった。

　彼かれの語かたり口くちは淡たん々たんとしていて、「すぎたことはしかたがない」と割わり切きっている様よう子すだ。

「というわけで、そのとき汚よごれてしまった部へ屋やが多おおくてね。たまたま何なにもなかった部へ屋やが、さっきの座ざ敷しきくらいなんだよ。カノも、ここにいる間あいだはあの座ざ敷しきを使つかうといい」

　カノは、何なにも言いわずに、ただうなずくしかできなかった。

「カノ。きみなら──あの神かみさまたちのようなまねは、しないよね？」

　そう言いって、光みつ凪なぎは、カノを見み下おろしにっこり笑わらった。
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　一いち族ぞくが神かみ々がみの呪のろいに見み舞まわれて、ひとり生いき残のこった光みつ凪なぎは、それでもその後ご、何なん度どか新あらたな神かみを手てに入いれた。

　その神かみを使つかって、一いち族ぞくの仕し事ごとを、細ほそ々ぼそとだが引ひき継ついでいた。

　けれど、いずれの神かみもしばらくたつと、光みつ凪なぎに従したがうことを拒こばんだり、光みつ凪なぎのもとを離はなれようとしたりした。

　そのたびに、光みつ凪なぎは。

　自じ分ぶんの思おもいどおりにならない神かみを、始し末まつしてきた。

　一いち族ぞくの失しっ敗ぱいを、くり返かえしてなるものか。

　そのためには、神かみとその力ちからを、完かん全ぜんに支し配はいしなくては。

　思おもいどおりにならない神かみは、生いかしておけない。

　支し配はいできなくなった神かみを生いかしておけば、そいつがどんな災わざわいをもたらすかわからない。

　──二に度どと、神かみに裏うら切ぎられてなるものか。

　そう思おもいながら、いくつもの神かみを使つかいすてる中なかで。

　光みつ凪なぎはやがて「異い界かいの工こう場じょう」や、そこで作つくられる「世よにも奇き妙みょうなアイテム」や、そのアイテムを掲けい載さいした「黒くろいカタログ」のことを知しったのだった。

（あのカタログは、〈人ひとならぬ者もの〉専せん用ようのカタログ。人にん間げんである私わたしには使つかえない。カタログに載のっている商しょう品ひんを、注ちゅう文もんして手てに入いれるには、〈人ひとならぬ者もの〉の力ちからを借かりる必ひつ要ようがある……）

　黒くろいカタログを使つかって、光みつ凪なぎのために商しょう品ひんを注ちゅう文もんする。

　その役やく目めを任まかせていた神かみは、すでに始し末まつしてしまったので、もういない。

　だから代かわりとして、カノにその役やく目めを引ひき継つがせたいと、光みつ凪なぎは思おもっていたが。

（念ねんのため……あとひとり、〈人ひとならぬ者もの〉を、こちらの味み方かたに引ひき入いれておきたい。できれば、けっして裏うら切ぎることのない──人間わたしに逆さからうことのない神かみを）

　少すこし前まえから、光みつ凪なぎはそう考かんがえていた。

　光みつ凪なぎの求もとめる条じょう件けんにかなう、理り想そうの神かみ。

　その目め星ぼしは、すでについていた。
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　カノと座ざ敷しきにもどってきた光みつ凪なぎは、間かん髪はつを容いれず、コモリに命めいじた。

「あの村むらにいる、千ち影かげという神かみさまを、今いますぐここに呼よび寄よせてくれ」

「……は～い。了りょう解かいで～す」

　コモリは億おっ劫くうそうに、そばに置おいていたボストンバッグを引ひきずり寄よせた。

　彼かの女じょはファスナーを開あけて、バッグの中なかに手てを突つっこむと、

「……あ～、いたいた～」

　そうつぶやいて、バッグから手てを引ひき抜ぬいた。

　すると、どうだろう。

　コモリに手てをつかまれて、黒くろい着き物ものをまとった男おとこが、バッグの中なかからずるりと引ひきずり出だされたではないか。

　おどろくカノをよそに、光みつ凪なぎは、悠ゆう然ぜんとその男おとこにあいさつした。

「お久ひさしぶりですね、千ち影かげさま」

「……!?　なっ……!?　おまえは……！」

　黒くろい着き物ものの男おとこは、何なにがなんだかわからない様よう子すだった。

　千ち影かげと呼よばれたその男おとこを、カノはまじまじと見みつめる。

　彼かれは、長ながい髪かみをうしろで結ゆって、黒くろい数珠じゅずつなぎの飾かざりをじゃらりと首くびに巻まきつけていた。

（この人ひと……いや神かみさまが──千ち影かげさん）

　彼かれのことを、カノは、光みつ凪なぎやコモリから聞きいて知しっていた。

　じっさい会あうのは、これがはじめてのことだったが。

　聞きいた話はなしによれば、彼かれはとある土と地ちの守まもり神がみで、影かげをあやつる力ちからを持もっていて。

　何なん百びゃく年ねんか昔むかし、村むら人びとから生いけ贄にえをささげられ、その首くびを得えて今いまの姿すがたになったそうで。

　そして──なんでも人にん間げんにとって、とても都つ合ごうのいい神かみさまなのだとか。

「いやあ、遠とおいところすみませ～ん。光みつ凪なぎさんが、あなたに用ようがあるそうなんで～」

　へらりと笑わらうコモリを、千ち影かげは顔かおをしかめてにらみつける。

　コモリは気きにするふうもなく、目めを細ほそめて千ち影かげに言いった。

「あなた、このまえ言いいましたよね～？　私わたしが情じょう報ほう渡わたしたら、光みつ凪なぎさんの仲なか間まになってくれるって」

「──それは」

「話はなしだけ聞きいて雲くもがくれしようだなんて、ゆるしませんよ～？　約やく束そくは、ちゃんと守まもってもらいますからね～」

「…………」

　コモリの言こと葉ばに、千ち影かげはひどくこまった顔かおをしていたが。

　やがてあきらめたように、深ふかいため息いきをついてうなだれた。

「それでは、さっそくですが千ち影かげさま。あなたに頼たのみたいことが──……いや。とりあえず、ためしてもらいたいことがある」

　来きてください、と光みつ凪なぎに言いわれて、千ち影かげはしかたなさそうに歩あるき出だした。

「ああ。カノも、いっしょにおいで」

「は、はい……」

　あわててカノも、ふたりのあとを追おって座ざ敷しきを出でる。

　そのうしろから、呼よばれていないコモリまで、何なに食くわぬ顔かおでついてきた。

　長ながいろう下かを進すすんでいく途と中ちゅうで、カノは千ち影かげに、少すこしタイミングのおくれたあいさつと、かんたんな自じ己こ紹しょう介かいをした。

　けれど、千ち影かげはしかめ面つらのまま、黙だまってカノをちらりと見みただけだった。

（……うう。千ち影かげさん、これ、怒おこってるんじゃないっすかね。なんか、無む理りやり連つれてこられて、無む理りやり仲なか間まにされたみたいだったし……）

　息いきづまる空くう気きを感かんじつつ、カノは、うしろを歩あるくコモリをふり向むいた。

「そういえば……。コモリさん、さっきのって、どうやったんすか？」

「ん～？　……ああ。カバンから、千ち影かげちゃんを取とり出だしたこと？」

　なれなれしい呼よび方かたをされて、千ち影かげがぴくりと反はん応のうする。

　が、彼かれは一いっ瞬しゅんまゆを寄よせただけで、特とくに何なにも言いうことはなかった。

「あれはね～、私わたしのカバンのオプション機き能のうだよ～。私わたしが一いち度どでも触ふれたことのあるものは、いつでもどこでも、あのボストンバッグから取とり出だすことができるんだ～。物ものでも、人ひとでも、神かみさまでも──同おなじ【魔ま】の者もの以い外がいであれば、なんでもね～」

　それを聞きいた千ち影かげは、

「あのときの握あく手しゅか……」

　と小ちいさくつぶやき、やっちまったというように額ひたいを抱かかえた。

　コモリは声こえをおさえて笑わらった。

　千ち影かげが、じろっと軽かるくコモリをにらむ。

　その視し線せんをかわすように、コモリはカノのほうを見みて言いった。

「カノちゃん。前まえに、のぞめちゃんって子こと会あったでしょ～？」

「のぞめ……さん。たしか、銀ぎん髪ぱつにピンクのパーカーの女おんなの子こ、ですよね。ニエノさんっていう、頭あたまが影かげでできてる男おとこの人ひとと組くんで〈失しつ望ぼう〉を集あつめてた、ふたり組ぐみの【魔ま】の……」

「そうそう。のぞめちゃんとは、私わたし、それなりの縁えんがある知しり合あいだったからさ～。再さい会かいしたとき、のぞめちゃんたちのカタログをひととおり、警けい戒かいされずに手てに取とれたんだよね～」

「……それを、光みつ凪なぎの指し示じでやったのか」

「そういうこと～。一いち度どこの手てで触ふれたカタログは、いつでも私わたしのカバンから取とり出だして、光みつ凪なぎさんに渡わたすことができるからね～。読よみ終おわったカタログは、カバンを通とおしてもとの場ば所しょにもどしとけば、のぞめちゃんたちに気きづかれることも、まずないし」

「そうやって、光みつ凪なぎは──あいつらのカタログの内ない容ようから、俺おれのことも知しったのか」

　千ち影かげは、苦にが々にがしげに吐はきすてた。

　その会かい話わは、すぐ前まえを歩あるいている光みつ凪なぎにも、もちろん聞きこえているはずだ。

　しかし、そこでふとふり向むいた光みつ凪なぎは、

「千ち影かげさまは、私わたしがこれからしようとしていることを、コモリから聞きいていますよね？」

　と、迷めい惑わくそうな千ち影かげの態たい度どを、見みても聞きいてもいないかのようにそうたずねた。

「おまえがしようとしていること……それは、魂たま寄より虫むしを使つかって【魔ま】の者ものを滅ほろぼそうとしていることか？」

「ええ、そのとおり。【魔ま】の者ものは、異い界かいの工こう場じょうで作つくられるアイテムの、原げん料りょうの一いち部ぶ──『罠わな』の部ぶ分ぶんの材ざい料りょうになりますからね。【魔ま】が滅ほろびれば、工こう場じょうは罠わなのあるアイテムを作つくれない。そうなれば、われわれ人にん間げんは、望のぞみをかなえてくれるアイテムの数かず々かずを、〈失しつ望ぼう〉することなく安あん全ぜんに使つかうことができる」

「……何なにか、かなえたい望のぞみがあるのか、おまえには」

「そういうわけではありませんよ。ただ、ひとりでも多おおくの人にん間げんの望のぞみがかなう──そんな世せ界かいを、私わたしは作つくり出だしたいだけです。それは、今いまよりも良よい世せ界かいですから。そうでしょう？」

　光みつ凪なぎとカノたちは、家いえの裏うら口ぐちから庭にわに出でた。

　そこには、古ふるい蔵くらがあった。

　光みつ凪なぎが蔵くらの鍵かぎを開あけ、中なかに入はいる。カノたち三人にんもそれに続つづいた。

　蔵くらの奥おくには、格こう子し扉とびらの奇き妙みょうな部へ屋やがあった。

　その格こう子しには、何なん十じゅう枚まいものお札ふだがあちこち貼はりつけられていて、両りょう開びらきの扉とびらは、真まん中なかをひもでくくって開ひらかないようにされていた。

　格こう子し扉とびらの向むこうは、明あかるかった。

　電でん気きや火ひの明あかりではない。

　無む数すうの白しろい光ひかり──魂たま寄より虫むしが、あふれんばかりにひしめいているのだ。

「うっわ、めちゃくちゃ増ふえましたね～。もう、〈虫むしかご〉パンパンじゃないですか～」

　うへぇ、と。その光こう景けいを見みたコモリは、半はん笑わらいで顔かおをゆがめた。

　カノと千ち影かげは、声こえもなくただただ息いきをのんだ。

　光みつ凪なぎは、格こう子し戸どの向むこうを見みつめて笑えみを浮うかべる。

　満まん足ぞくげなその顔かおが、虫むしの群むれのゆらめく光ひかりに照てらされていた。

「美うつくしいでしょう。【魔ま】を滅ほろぼす虫むしの光ひかりは。……この虫むしたちは、私わたしが独どく自じに改かい良りょうした魂たま寄より虫むし。【魔ま】の者ものの魂たましいに入はいりこみ、その者ものの『人ひとではない』部ぶ分ぶんを食くらうことで、【魔ま】の者ものを人にん間げんにもどす。そういった力ちからを持もった虫むしなのです」

　光みつ凪なぎが千ち影かげに語かたる。その言こと葉ばを、カノはうわの空そらで聞きいていた。

　この「改かい良りょう種しゅ」の魂たま寄より虫むしは、小ちいさな天てん使しの像ぞうに似にた姿すがたをしている。

　白しろく光ひかる石いしを抱だいた天てん使し。

　カノはそれを、前まえもって光みつ凪なぎから聞きかされていたので、知しってはいたが。

（こんなに……大たい量りょうにいたなんて……）

　格こう子し扉とびらの向むこうにひしめき舞まい飛とぶ、おびただしい数かずの白しろい光ひかり。

　その光こう景けいを前まえにして、カノは、きれいだと思おもうよりも、ぞわりとうすら寒さむさを感かんじた。

「これだけの数かずになったなら」

　と、光みつ凪なぎがまた話はなし始はじめる。

「あとはもう、外そとに解とき放はなっても、この魂たま寄より虫むしは勝かっ手てに増ふえていく。エサとなる【魔ま】が、一匹ぴき残のこらず滅ほろびていなくなるまで──ね」

　そう言いいながら光みつ凪なぎは、魂たま寄より虫むしを閉とじこめている格こう子し扉とびらの、両りょう側がわの戸とが合あわさっているところに近ちかづいた。

　そして、戸とをくくり結むすぶひものはしを手てに取とって、千ち影かげとカノをふり向むいた。

「この〈虫むしかご〉には、こうして特とく殊しゅな封ふう印いんがほどこしてある。この封ふう印いんは、人にん間げんの手てで解とくことはできない。これを解とくのは、神かみさまの役やく目めなんだ。そこで──……」

　光みつ凪なぎは、少すこし迷まよったあと「カノ」と名なを呼よんだ。

「まずは、きみからためしてみてくれ。このひものはしを引ひいて、結むすび目めをほどくんだ」

「えっ……。で、でも……」

　その結むすび目めは、ふたつの結むすび目めがつらなった、複ふく雑ざつそうな結むすび方かたをされていた。

　それを見みつめて、カノは考かんがえる。

　──この封ふう印いんを、言いわれるままに解といてしまっても、いいんだろうか？

（だって……この扉とびらを開あけて、魂たま寄より虫むしを外そとに解とき放はなつってことは……【魔ま】の者ものたちが、みんな人にん間げんにもどるってことで……そうなったら──……）

　そのとき。かたまっているカノの手てを、ふいにコモリがつかんで持もち上あげた。

「まーまー、そんな深ふかく考かんがえずに～。ひとつめの結むすび目めは、テストみたいなものだからさ～」

「えっ。ちょ、ちょっと、コモリさん……!?」

　うろたえるカノの手てに、コモリは無む理りやりひものはしをにぎらせ、ひもを引ひかせた。

　……けれども、結むすび目めは、びくともしなかった。

　それを見みて、光みつ凪なぎは「ふうん」とつぶやく。

「カノではだめか。……やはりまだ、神かみさまと呼よべる存そん在ざいではない、ということかな」

　光みつ凪なぎは、次つぎに千ち影かげに目めをやった。

「さあ、あなたも」

「……ああ」

　千ち影かげは、しかめ面つらをしながらも、言いわれるままに扉とびらの前まえへと進すすみ出でた。

　そして、ゆっくりと封ふう印いんのひもに手てを伸のばし、ひものはしをつかんで引ひいた。

　しゅるり──と。

　ふたつの結むすび目めのうちのひとつが、カノのときとはちがって、すんなりほどけた。

　光みつ凪なぎは、「よし」と笑え顔がおでうなずいた。

「よかった。あなたがいれば、封ふう印いんを解とくことができるようです。──では、千ち影かげさま。もう一いち度どひもを引ひいて、残のこりの結むすび目めをほどいて、この〈虫むしかご〉を開あけてください」

「──光みつ凪なぎさんっ！　それはちょっと、待まってください！」

　カノは、あわてて止とめに入はいった。

〈虫むしかご〉の封ふう印いんが解とかれる前まえに、どうしても確かく認にんしておかなければならないことがある、と思おもったのだ。

「なんだい？　カノ」

「あ、あの……。この虫むしたちが、外そとに解とき放はなたれたら。あの人ひとたちも──前まえに会あった、のぞめさんや……ニエノさんって【魔ま】も、人にん間げんにもどっちゃうんすよね？」

「ああ、そうだね。うまくいけば、さほど時じ間かんもかからずに、魂たま寄より虫むしはすべての【魔ま】を人にん間げんにもどしてくれるだろう」

「で、でもっ……。ニエノさんを、人にん間げんにもどしちゃっても、だいじょうぶなんすか？」

「？　どういう意い味みだい？」

「いや、だって。ニエノさんのもともとの首くびって……今いまは、千ち影かげさんの首くびなんでしょう？　彼かれが人にん間げんにもどったら、その首くびって、どうなるんすか？　もしかしたら……千ち影かげさんの首くびが、ニエノさんのもとに、もどっちゃうとか。そういうことはないんすか？　つまり、その……千ち影かげさんが、首くびをなくしてしまうってことは──」

　思おもわず荒あららげたカノの声こえが、蔵くらの中なかにひびき渡わたった。

　その残ざん響きょうが、吸すいこまれるように消きえたあと。

「それは……やってみなければ、わからないな」

　光みつ凪なぎは、平へい然ぜんとそう答こたえた。

　そして、その直ちょく後ご。

　ふたたび千ち影かげに向むき直なおった光みつ凪なぎは、「では、お願ねがいします」と笑え顔がおで言いった。

　カノは耳みみをうたがった。

（え……？　うそでしょ？　今いまの話はなしの流ながれで……あくまで千ち影かげさんに、この封ふう印いんを解とかせようっていうんすか!?　っていうか、千ち影かげさんも、わかっててこんなこと、引ひき受うけるわけが──）

　けれども、そんなカノの予よ想そうに反はんして。

　当とうの千ち影かげは、光みつ凪なぎのその頼たのみに、ただ無む言ごんでうなずいた。

「千ち影かげさん……!?　な、なんでっ……」

「あのね～、カノちゃん」

　と、取とり乱みだすカノの肩かたに、コモリがポンと手てを置おいた。

「千ち影かげちゃんはね～、人にん間げんの手てによって作つくられた、人にん間げんのための神かみさまだからさ～。人にん間げんの言いうことには逆さからえないんだよ。たとえ、その頼たのみを聞きいた結けっ果か、自じ分ぶんが消きえることになるかもってわかっててもね～」

「……そ……そんな」

　カノは、千ち影かげの顔かおを見みる。

　千ち影かげはうつむき、静しずかに歯はを食くいしばっているようだった。

　それでも彼かれは、言こと葉ばに出だして怒いかりもしなければ、逃にげようともしない。

　コモリが言いっているのは、きっと本ほん当とうのことなのだろう。

（光みつ凪なぎさんは……それがわかってて、千ち影かげさんに、こんな残ざん酷こくな頼たのみごとを……）

　カノは、光みつ凪なぎが一いち族ぞくについて語かたった言こと葉ばを思おもい出だす。

　光みつ凪なぎの一いち族ぞくは、数かず多おおくの神かみ々がみを従したがえてきた──。

　それを聞きいたとき、カノは違い和わ感かんを覚おぼえた。

　神かみさまに対たいして、「従したがえる」なんて言いい方かたをするものだろうかと。

　でも……それは、光みつ凪なぎの言いいまちがいでもなんでもなかったのだ。

　光みつ凪なぎにとって。今いまは亡なき彼かれの一いち族ぞくにとって。

「神かみさま」という存そん在ざいは、「大たい切せつに敬うやまうべきもの」なんかではなく──手てに入いれ、従したがえ、利り用ようし、使し用ようするもの。つまりは、道どう具ぐにすぎないのだ。

　千ち影かげが、ふたたび封ふう印いんのひもに手てを伸のばした。

　ひものはしを手てに取とって、彼かれはあきらめたように、うつろな目めでそれを見みつめる。

　けれども、さすがに決けっ心しんがつかないのか。

　ひものはしをにぎったまま、なかなかそれを引ひこうとはしなかった。

「……まあ、今いますぐにとは言いいませんよ」

　と、光みつ凪なぎは少すこしいらついた口く調ちょうで、しかたなさそうに告つげた。

「でも、なるべく早はやくお願ねがいします。そうですね……今いまから三みっ日か以い内ない。それまでには、かならず封ふう印いんを解といてください。頼たのみますよ？　千ち影かげさま」

「…………ああ。わかった」

　感かん情じょうを押おし殺ころしたような声こえで、千ち影かげはぽつりとそう答こたえた。

　そのやりとりに、カノは思おもわず目め頭がしらをゆがめる。

　やっぱり……光みつ凪なぎは、神かみさまに対たいする敬けい意いなんて、持もち合あわせていないのだ。

（いや……ちがう。それ以い前ぜんに、この人ひとは──）

　カノは、肉にく体たいのない身みでひとつ大おおきく息いきをしてから、口くちを開ひらいた。

「光みつ凪なぎさん。この魂たま寄より虫むしって……【魔ま】を人にん間げんにもどすってだけじゃ、ないんすよね？」

「ん？　ああ、そうだよ。きみにも説せつ明めいしたとおり……」

「コモリさんの『罪ざい悪あく感かん』を掛かけ合あわせて、作つくられた改かい良りょう種しゅなんすよね。だから、この虫むしが魂たましいに入はいりこむと──【魔ま】は人にん間げんにもどると同どう時じに、その心こころに強つよい罪ざい悪あく感かんを植うえつけられる」

「うん、そのとおりだ。そうして人にん間げんにもどった【魔ま】の者ものは、やさしく善ぜん良りょうな人じん物ぶつになって、二に度どと身み勝がっ手てなことができなくなる」

「……身み勝がっ手て。光みつ凪なぎさんの言いう『身み勝がっ手て』ってのは、どういうことを指さすんですか？」

　カノのその問といに対たいし、光みつ凪なぎは、考かんがえるまでもないというように、

「〝ゆずるべき側がわ〟が、ゆずらないことだ」

　と返かえした。

「たとえばカノ。きみは生せい前ぜん、友ゆう人じんとともに洞どう窟くつに閉とじこめられて遭そう難なんした。そのとき、きみは自じ分ぶんの水すい筒とうのお茶ちゃを、求もとめられるまま友ゆう人じんにゆずったね。その結けっ果か、友ゆう人じんは助たすかって、きみは死しんでしまった。……だけどきみは、そのことを後こう悔かいしていない。だから、きみも友ゆう人じんも、だれも不ふ幸こうになっていない。生いき延のびたいという友ゆう人じんの望のぞみも、友ゆう人じんを助たすけたいというきみの望のぞみも、両りょう方ほうともかなったのだから」

　これはすばらしいことだよ。と、光みつ凪なぎはカノに向むかってほほ笑えんだ。

「カノ。きみは〝ゆずるべき側がわ〟の人にん間げんだ。それがきみにふさわしい役やく目めなんだ。きみは、その役やく目めをちゃんと果はたした。自じ分ぶんの望のぞみを、まちがえなかった。そこが、きみと【魔ま】の者ものたちとのちがいだよ。【魔ま】というのはね──本ほん当とうは〝ゆずるべき側がわ〟でありながら、それを受うけ入いれられなかった者ものたちの、成なれの果はてなんだ」

　カノは、もう肉にく体たいではない自じ分ぶんののどを、小ちいさく鳴ならした。

　のどのかわきが……あのときの苦くるしさが、生なま々なましくよみがえる。

「きみとちがって【魔ま】の者ものたちは、ゆずることを不ふ幸こうだと考かんがえる。〝ゆずるべき側がわ〟であるにもかかわらずだ。『どうして自じ分ぶんだけが』などと、不ふ公こう平へいだと不ふ満まんを抱いだいて、なんでもかんでも平びょう等どうを求もとめて、彼かれらは自じ分ぶんの望のぞみをまちがえる。……だから、正ただす必ひつ要ようがあるんだよ。まちがった望のぞみは、不ふ幸こうを増ふやすだけだから。彼かれらの〝ゆずりたくない〟という思おもいは。〝他た人にんよりも自じ分ぶんのことを優ゆう先せんしたい〟という望のぞみは。そう──『罪ざい悪あく感かん』によって、正たださなければならない」

　カタッ、と。すぐそばで物もの音おとがした。

　コモリが、格こう子し扉とびらに背せ中なかをもたれさせた音おとだった。

　いつもへらへらと笑えみを浮うかべているコモリだが、今いま、彼かの女じょの顔かおに表ひょう情じょうはなかった。

【魔ま】の者ものであるコモリは、光みつ凪なぎの言こと葉ばを、どんな気き持もちで聞きいていたのだろう。

　カノの中なかで、ぐちゃぐちゃと感かん情じょうがもつれていく。

「あの……。自じ分ぶん、ちょっと……。先さきに、部へ屋やにもどってます……！」

　それだけ言いい残のこし、カノはひとりで、逃にげるように蔵くらを出でた。

　千ち影かげと、コモリと、いっしょにいるのが今いまはいたたまれなかった。

　……いいんだろうか？

　このまま、すべて光みつ凪なぎの思おもいどおりになって、本ほん当とうにそれでいいのか？

　疑ぎ問もんに思おもうものの、カノはどうしていいかわからない。

　だって、千ち影かげもコモリも、それぞれの理り由ゆうで光みつ凪なぎには逆さからえないのだ。

　そんな状じょう況きょうの中なか、自じ分ぶんひとりでできることなんて、何なにかあるのか？

　考かんがえながら、庭にわを歩あるいていると。

「……え。……あれって」

　庭にわの中なかを、一匹ぴきの蝶ちょうが飛とんでいた。

　黒くろとショッキング・ピンクの羽はねの蝶ちょう。その色いろ合あいには、見み覚おぼえがあった。

　蝶ちょうはカノを誘さそうように、行いったり来きたりしながら、ゆっくりと遠とおざかっていく。

　カノは、蔵くらをふり返かえって、一いっ瞬しゅんだけ迷まよったあと。

　蝶ちょうを追おいかけ、屋や敷しきの庭にわの外そとに出でていった。
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　蝶ちょうはしばらく、カノからつかずはなれずの距きょ離りをたもって、飛とび続つづけた。

　そうしてやがて、ひと気けのない公こう園えんの中なかに入はいっていった。

　蝶ちょうを見み失うしなわないようにと、カノは公こう園えんに駆かけこんだ。

　するとそこには、見み覚おぼえのある少しょう女じょがいた。

　交まじりっけない銀ぎん髪ぱつに、ショッキング・ピンクのパーカーと、柄がら入いりの眼がん帯たい。

　そんな派は手でな格かっ好こうをした、のぞめ、という名なの【魔ま】の少しょう女じょ。

　彼かの女じょはカノの姿すがたを見みて、人ひとなつっこくニコッと笑わらって片かた手てを上あげた。

「やっほー、カノちゃん。おひさしぶりー」

「……やっぱり、あなたでしたか」

　彼かの女じょのまわりを、さっきの蝶ちょうが飛とび回まわっていた。

　その蝶ちょうが、からかうようにひゅうっと鼻はな先さきに飛とんできて、カノは思おもわずうしろによろけた。

　こけそうになったカノの「上うわ着ぎ」を、蝶ちょうがあわててつかむ。

　ぐいっと蝶ちょうに引ひっぱられて、カノはなんとか体たい勢せいを立たて直なおした。

「カノちゃん、まだその【神かみさまの皮かわ】、羽は織おってるんだ。気きに入いってんの？　それ」

「……自じ分ぶん、幽ゆう霊れいの身みなんで。これがないと、他た人にんから姿すがたが見みえないし、物ものにさわったりとかできないんすよ。言いっときますけど、【神かみさまの皮かわ】としての効こう力りょくは、もうこのアイテムには残のこってないっす」

　でろんとやわらかい着きぐるみのような、その皮かわの「上うわ着ぎ」を、カノは胸むねの前まえで合あわせてぎゅっとにぎった。

「あー、なるほど、そういうことか。……ま、そんなことはどうでもよくてさ。あのねー。私わたし、カノちゃんに、ちょっと聞ききたいことが──」

「──のぞめさんに、聞きいてほしいことがあるっす！」

「……へっ？」

　いきおいよくセリフをかぶせられ、のぞめは完かん全ぜんに面めん食くらったようだった。

　カノはかまわず、「じつは……」と、のぞめに向むかって話はなし始はじめた。

　先さきほど、光みつ凪なぎ邸ていで見み聞ききしたことを、いろいろと。

　──それを話はなすために、のぞめに会あえることを期き待たいして、蝶ちょうを追おってきたのである。

　話はなしながら。聞ききながら。ふたりは公こう園えんの中なかを歩あるいた。

　のぞめは、キャスター付つきのトランクを、カラコロ音おとを立たてて引ひいていた。

　少すこしして、どちらからともなく足あしが向むいたのは、ブランコだった。

　ふたつだけある、色いろあせた色いろちがいのブランコに、ふたりはならんで腰こしを下おろした。

「……そっかー。思おもったより、ヤバい状じょう況きょうになってんなー」

　あらかたの事じ情じょうを聞きいたのぞめは、そうつぶやいて、空そらをあおいだ。

「のぞめさん。だから、あの。ニエノさんを、魂たま寄より虫むしの来こないところに避ひ難なんさせることって、できないっすかね？」

「……どうだろう。難むずかしいかも。その虫むしがばらまかれて、どんどん増ふえていっちゃったら、安あん全ぜんな場ば所しょなんてあるかどうかわかんないし。──っていうか、さあ」

　のぞめは、そこで急きゅうに声こえを落おとして、にらむようにカノを見みた。

「そもそも、それってほんとの話はなしなの？　光みつ凪なぎに言いわれて、私わたしにウソ教おしえたりしてない？」

「えっ……？　いや、そんな、これは──」

「だってさあ、仲なか間まだと思おもってたコモリさんでさえ、知しらないうちに光みつ凪なぎの味み方かたになってて、私わたし、まんまとだまされたし。ましてや、最さい初しょっから光みつ凪なぎに協きょう力りょくしてるカノちゃんのこと、そんなかんたんに信しんじられないよ」

　のぞめのその言こと葉ばに、カノは「うう……」と声こえをつまらせ、うつむいた。

　彼かの女じょの言いっていることは、もっともだ。

　でも、それでも、なんとか信しんじてもらわなければ。

　もどかしく思おもいながら、その方ほう法ほうを考かんがえていると。

「……カノちゃんも、やっぱり光みつ凪なぎと同おなじように、【魔ま】を滅ほろぼしたいと思おもってるの？」

　のぞめが、こちらを見みずに空そらを見み上あげて、そうたずねた。

　カノは、少すこし答こたえを迷まよったあと、小ちいさくうなずく。

「そうっすね。……あなたたち【魔ま】の者ものは、あの不ふ思し議ぎなカタログのアイテムを使つかって、人にん間げんの〈失しつ望ぼう〉を集あつめて生いきる存そん在ざいなんでしょう？　自じ分ぶんは……あのカタログやアイテムを、そんなふうに使つかってほしくないっす。せっかく、すごい力ちからを持もったいろんなアイテムがあるんだから。それは、人ひとを〈失しつ望ぼう〉させるためじゃなく、人ひとの望のぞみをかなえて、人ひとを幸しあわせにするために使つかわれてほしいっす」

　正しょう直じきに、カノはそう答こたえた。

　ここで本ほん心しんをごまかしても、かえって話はなしがこじれるだけのような気きがしたからだ。

「ふうん……そっかー。そうだよね。カノちゃんは〝やさしい〟〝いい子こ〟だもんね」

　私わたしたちとちがってさ──と。のぞめは、かわいた口く調ちょうでつけ足たした。

「ねえ、カノちゃん。【魔ま】っていうのはね。『まわりから幸しあわせを望のぞまれなかった者もの』の成なれの果はてなんだよ」

　のぞめは、つま先さきで軽かるく地じ面めんをけった。

　ブランコがきしんで、わずかにゆれる。

「幸しあわせを望のぞまれないっていうのはね。それはつまり、『だれかのための自じ分ぶん』でいないと、否ひ定ていされるってことなんだ。私わたしたちは、それがイヤで……だれかのために何なにかすることを、いっさい、二に度どと、だれからも期き待たいされたくなくて。それで、人ひとを不ふ幸こうにして生いきる【魔ま】になったの。そうでもしなきゃ、『自じ分ぶんのための自じ分ぶん』になれなかったから」

「……のぞめ……さん……」

「自じ分ぶんの心こころや、自じ分ぶんの身みを守まもろうとすることが、悪わるいことだって言いわれたの。自じ分ぶんを犠ぎ牲せいにできないことに、罪ざい悪あく感かんを抱いだかされたの。私わたしたちは──……それがゆるせなくて【魔ま】になった」

　のぞめは、ブランコにすわったままうしろに下さがって、地じ面めんから足あしをはなした。

　そのまま思おもいっきりブランコをこいで、ゆられながら「でも」と口くちを開ひらく。

「カノちゃんは、ちがうもんね。なんたって──自じ分ぶんの身みを犠ぎ牲せいにして、自じ分ぶん勝かっ手てな友ともだちの命いのちを救すくって、それでよかったって思おもえるような子こだもんね」

　つま先さきをついて、ブランコを止とめたのぞめは、カノに顔かおを向むけてにっこりわらった。

「あーすっごいなーほんと。だれかを助たすけるためなら、自じ分ぶんは死しんでもいいなんて。私わたしたちには、とてもまねできないや！」

　カノは目めを見み開ひらいた。
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　のぞめが放はなった、そらぞらしい笑えみとセリフ。

　それは、カノの胸むねの奥おくに突つきささり、そこにある何なにかをカチリと鳴ならして、火ひ花ばなを散ちらせた。

「……──わけ……ないじゃ、ないっすか……」

　奥おく歯ばをかんで、カノはブランコから立たち上あがった。

　乱らん暴ぼうに手て放ばなされた鎖くさりが音おとを立たて、ガチャチャッと、ブランコは小ちいさく暴あばれた。

　のぞめは、きょとんとカノを見み上あげる。

　カノは、くしゃりと顔かおをゆがめ、のぞめをにらみつけてさけんだ。

「自じ分ぶんは死しんでもいい、なんて──あのとき、そんなふうに思おもったわけじゃないっす！」

　のぞめが、あっけに取とられたようにカノを見みつめる。

　カノは、ひとつ大おおきく息いきをついて、さらに続つづけた。

「あのときは……なんだかんだ、どうにかなるんじゃないかって、思おもったんすよ。のどがかわいてかわいて、つらくて苦くるしかったけど、それでも、まだ自じ分ぶんはだいじょうぶだって……耐たえられるような気きがしてたんですよ」

　あのとき、残のこっていた水すい筒とうのお茶ちゃを、求もとめられるままに友ともだちにゆずって。

　その結けっ果か、生いき延のびて助たすかったのは友ともだちだけ。

　友ともだちに助たすかってほしかったのは、本ほん心しんだ。

　幽ゆう霊れいになってから、友ともだちが助たすかったことを知しって、「よかった」と思おもったのも本ほん心しんだ。

　けど、それでも──。

「死しにたくなかった！　自じ分ぶんだって助たすかりたかった！　水すい筒とうのお茶ちゃを残のこりぜんぶあげちゃったこと、正しょう直じきめちゃくちゃ後こう悔かいしてる！　あの状じょう況きょうで、こっちのお茶ちゃまで欲ほしがった友ともだちのこと、ほんとたしかに自じ分ぶん勝かっ手てだって思おもうし──……あの子このこと、ぜんぜんまったく恨うらまなかったって言いったら……うそになる……」

　言こと葉ばにして吐はいたぶん、カノは、また大おおきく息いきを吸すいこむ。

　もう幽ゆう霊れいになった自じ分ぶんにとって、呼こ吸きゅうする意い味みなんて、たぶんないのに。

　わかっていても、息いきが苦くるしくなるような気きがするのは……「生いきていたころの体からだ」を忘わすれてしまうのが、怖こわいからかもしれなかった。

「……でも。あの子こも、ひとりだけ助たすかったことで、ものすごく苦くるしんでた。光みつ凪なぎさんは、そんなあの子こを救すくってくれたんです。それに、自じ分ぶんを幽ゆう霊れいとしてこの世よによみがえらせてくれたのも、光みつ凪なぎさんで……だから……自じ分ぶんはっ、その恩おんに報むくいたくて、あの人ひとに協きょう力りょくしようと──」

「ふうん。……で。今いまも、光みつ凪なぎに対たいするその気き持もちは、変かわらないわけ？」

　のぞめの問といに、カノは、のどの奥おくで声こえをつまらせた。

「……光みつ凪なぎさんは。じぶ──わたしのことを〝ゆずるべき側がわ〟だと言いった。それが、わたしにふさわしい役やく目めだと。でも、そんなこと、勝かっ手てに他た人にんに決きめられたくないっす。何なにをゆずるかゆずらないかは、そのときそのときで、自じ分ぶんで考かんがえて決きめることっすから……！」

　胸むねの中なかでつかえていた、ぐちゃぐちゃ。それを、すっかり外そとに吐はき出だして。

　カノは、ドスンとふたたび、ブランコの座ざ面めんに腰こしを下おろした。

　……今いまのはなんだか、問といの答こたえになっていなかったかな、と思おもいつつ。

　それから少すこしの間あいだ、ふたりは、どちらも何なにも言いわなかった。

　おたがいのブランコも、音おとを立たてるのを気きまずがるかのように、動うごかなかった。

「……カノちゃんは」

　と。先さきに沈ちん黙もくをやぶったのは、のぞめだった。

「もしも、過か去この自じ分ぶんを『なかったこと』にできるとしたら、どうする？」

「……え」

「私わたしね。人にん間げんだったとき、親おやからよく言いわれてたんだ。──『女おんなの子こにとって、何なによりいちばん大たい切せつなのは、やさしさと笑え顔がおなの。女おんなの子こなら、いつもにこにこ笑わらって、まわりの人ひとにやさしくしようね。どんなときでも、自じ分ぶんのことよりまわりの人ひとのことを、まずいちばんに考かんがえようね』……って。それで私わたし、言いわれたとおりにがんばってた。そうしてれば、家か族ぞくがバラバラにならずにすむって思おもってたから。〝明あかるくてあったかい幸しあわせな家か庭てい〟が、こわれないって思おもってたから」

　のぞめは、思おもい出だしたようにブランコをそっとゆらした。

　もしかしたら、それはブランコにふるえが伝つたわるのを、ごまかすためかもしれなかった。

「……だけど。そうやって、自じ分ぶんをないがしろにするのって、すごくみじめなことだった。……私わたし、あのころの『いい子こ』で『やさしい女おんなの子こ』だった自じ分ぶんが、大だいきらい。この世よでいちばんきらい。二に度どとあのころの自じ分ぶんにもどりたくない。──だから、ぜったいもどれないように、ぜんぶ根ねこそぎ、なかったことにしたいんだ。人にん間げんだったころの自じ分ぶんの、痕こん跡せきも、記き憶おくも。私わたしが、もとは人にん間げんとして生うまれてきたことそのものも──何なにもかも、消けしてしまいたい」

　のぞめは、ひじの内うち側がわをブランコの鎖くさりに引ひっかけて、組くんだ両りょう手てに額ひたいをのせた。

　さびた金かな具ぐがギィギィと、苦くるしげにきしむ。

　ブランコの上うえを、蝶ちょうがたよりなく飛とんでいた。今いまにも落おちてきそうに。

　それを見みつめながら、カノは、しばらくだまって考かんがえた。

「…………自じ分ぶんは」

　ブランコの鎖くさりをにぎる手てに、ぎゅっと力ちからをこめて、カノは口くちを開ひらいた。

「自じ分ぶんだったら、『なかったことにしたい』とは思おもわないっすね」

「へえ……？　なんで？　水すい筒とうのお茶ちゃを友ともだちにゆずったこと、後こう悔かいしてるんでしょ？　なら、そんなことした自じ分ぶんが、この世せ界かいや、今いまの自じ分ぶんの中なかに残のこってるのって、イヤじゃない？」

「……まあ。それはたしかに、そうっすよ。もしあのとき、残のこったお茶ちゃを、ぜんぶ友ともだちにゆずったりせず、ふたりで分わけ合あってたら……。そしたらあるいは、ふたりとも助たすかってたかもしれないのに。それをしようとせず、ただゆずることしかしなかった『あのときの自じ分ぶん』を──自じ分ぶんはきっと、この先さきいつまでたっても、好すきになれない」

「……それなのに、そんな自じ分ぶんを、なかったことにはしたくないわけ？」

「はい」

　迷まよいなく、カノは答こたえてうなずいた。

「だって、後こう悔かいしてるっすから。ものすごく、深ふかく、強つよく」

「……言いってる意い味みが、よくわかんないな」

「えっと。だから、つまり──……そんだけゆるぎない後こう悔かいは、自じ分ぶんの中なかで出だした、ひとつの答こたえだってことっす。自じ分ぶんは──過か去この自じ分ぶんを消けすことで、今いまの自じ分ぶんが手てに入いれた〈答こたえ〉まで、いっしょに消けしてしまいたくないんすよ」

　カノのその言こと葉ばに。

　のぞめは、ワンテンポずれておくれたような間まを空あけて。

「ふーん。そっか」

　と、カノのほうを見みずに、それだけ返かえした。

　そして、そのあと。

「あーっ、そうだ！　そういえばさあ」

　のぞめは、とつぜんブランコから飛とび下おりて、ブランコの前まえの柵さくに立たてかけていたトランクを開あけて、中なかから何なにかを取とり出だした。

　それは、小ちいさな鳥とりかごの中なかに入はいった、一羽わの鳥とりだった。

『かごから出だしてお使つかいください』

　そう書かかれた紙かみ切きれが、鳥とりかごに貼はり付つけられている。

「あのね。この鳥とり、カタログのアイテムなの。【心こころを食たべる鳥とり】っていうんだよ」

「……そ、そうなんすか。へー。どういうアイテムなんです？」

「さあ？　これ試し供きょう品ひんだから、説せつ明めいとか書かいてなくて、わかんない」

「ええ……。あ、まあでも、きっと名な前まえのとおり、心こころ──感かん情じょうを、その鳥とりに食たべさせることができる。そういうアイテム、なんでしょうね？」

「うん、たぶんね。──そこでさあ」

　のぞめは鳥とりかごを持もったまま、カノの座すわるブランコに近ちかづいて、その鎖くさりの片かた側がわを、空あいているほうの手てでつかんだ。

「じつを言いうとね。これを使つかって、コモリさんの『罪ざい悪あく感かん』を、光みつ凪なぎの支し配はい下かから解かい放ほうできないかなあ……って、思おもってるんだ。それで私わたし、カノちゃんに、コモリさんの『罪ざい悪あく感かん』のありかを聞ききたかったんだけど……」

　知しってる？　と、のぞめは、カノに顔かおを近ちかづけた。

　カノは、こくりとうなずいた。

「それなら、光みつ凪なぎさんから聞きいて、知しってます。……あ。──でも」

「んー？　なに？　やっぱり、私わたしには教おしえらんない？　恩おんのある光みつ凪なぎのこと、あくまで裏うら切ぎれないってわけ？」

　のぞめは、むうっと口くちをとがらせた。

　カノは、ひとつまばたきしたあと、のぞめの目めを見みつめて──ニッと笑わらった。

「そうじゃないっすよ。そんなアイテムがあるってんなら……のぞめさん。いっそのこと、こういうのはどうっすか？」

　とっさに思おもいついたそのアイデアを、カノは、声こえをひそめてのぞめに話はなした。

　それを聞きいたのぞめは、目めを丸まるくして。

　次つぎの瞬しゅん間かん、声こえを上あげて笑わらい出だした。

「あ……。そ、そんな、笑わらうようなアイデアだったっすか？　すいません……」

「──ち、ちがうの。そうじゃなくて」

　ひとしきり笑わらってから、のぞめは顔かおを上あげ、今こん度どはにんまり笑えみを浮うかべた。

「カノちゃんて、あんがい、悪わるだくみができる子こなんだなーって思おもって」

「……ははっ」

　カノとのぞめは、目めを合あわせて、ふたりそろって「悪わるだくみ」の顔かおで笑わらった。

「これでもね」と、カノは言いう。

「生せい前ぜんから、『こんなことする子こだとは思おもわなかった』──って、けっこう言いわれてきたんすよ」
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「──カノ。どこに行いってたんだ。部へ屋やに帰かえってるんじゃなかったのか」

「あー、あの。それが……」

「あまり勝かっ手てな行こう動どうはするんじゃないよ」

　のぞめと別わかれたあと、屋や敷しきにもどってきたカノは、光みつ凪なぎにそう釘くぎをさされた。

「すみません……」

「ん？　それ……何なにを持もってるんだ？」

「あっ、そうそう！」

　カノは、よくぞ聞きいてくれましたとばかりに、「それ」を光みつ凪なぎに差さし出だした。

　小ちいさな鳥とりかごに入はいった、一羽わの鳥とりを。

「あのですね。自じ分ぶん、蔵くらから庭にわに出でたとき、遠とおくの空そらに、ピンクと黒くろの羽はねの蝶ちょうが飛とんでるのを、見みかけたんです。それで、もしやと思おもって、外そとに出でて蝶ちょうを追おいかけて──……そしたら、あの子こが。のぞめっていう【魔ま】の子こが、いたんです」

「え？　あの子こに、会あったのか？」

「いいえ。自じ分ぶん、見みつからないようにかくれてましたから。っていうのも、ちょうどそのとき、あの子こ、人にん間げんにアイテムを渡わたしてるところだったんすよ。だから、その場ばでは声こえをかけずに……あの子こがいなくなってから、アイテムを受うけ取とった人ひとと話はなしをして、なんとか説せっ得とくして、このアイテムをゆずってもらったんです。その人ひとが、アイテムを使つかっちゃう前まえに」

「そうか。【魔ま】に渡わたされたアイテムによって、その人ひとが〈失しつ望ぼう〉するかもしれないのを、カノは未み然ぜんに防ふせいだわけだね。──よくやった。えらいよ、カノ」

　うれしそうに言いって、光みつ凪なぎはやさしくほほ笑えんだ。

「このアイテムの名な前まえは、わかるかな？」

「えー、たしか。【心こころを食たべる鳥とり】って言いってたっす。光みつ凪なぎさん、知しってるっすか？」

「いや。私わたしでは、使つかい方かたのわからないアイテムだな」

「でも、きっと、名な前まえのとおりのアイテムっすよね？　この鳥とりに、心こころ──感かん情じょうを、食たべさせることができるんじゃないっすか？」

「ああ。おそらく、そうだろう」

「だったら！　いざというとき、このアイテム、役やくに立たちませんかね？　怒いかりとか恨うらみとかを向むけてきた相あい手ての、その感かん情じょうを、この鳥とりに食たべさせて、なくすことができたら──。光みつ凪なぎさん、【魔ま】の者ものたちから、怒いかりとか恨うらみとか、いっぱい買かってそうじゃないっすか」

　光みつ凪なぎは苦く笑しょうして、

「まあ、そうだね。──ありがとう、カノ」

　と、カノの手てから、そのかごの鳥とりを受うけ取とった。

（……よっしゃ！）

　カノは、心こころの中なかでガッツポーズを決きめた。

　アイテムを手てに入いれたいきさつに、うそを織おり交まぜそれらしい話はなしを作つくって、計けい画かくどおり、光みつ凪なぎに【心こころを食たべる鳥とり】を渡わたすことができた。

　とりあえず、第だい一段だん階かい、成せい功こうだ。

　さて、あとは……。

「千ち影かげさんは、あれからどうしてます？」

「ああ。彼かれなら、ずっと〈虫むしかご〉の前まえにいるよ。私わたしとコモリは部へ屋やにもどったんだがね」

　ならそれって、光みつ凪なぎと同おなじ部へ屋やにいたくないから、千ち影かげは蔵くらに残のこったんじゃあ……。

　などと思おもいつつ。カノは、光みつ凪なぎにぺこりと頭あたまを下さげて、その場ばを立たち去さり蔵くらへと向むかった。

　そして、千ち影かげとふたりで、声こえをひそめて少すこし話はなしをしたあと。

　カノは座ざ敷しきにもどり、光みつ凪なぎとコモリといっしょに、あまりくつろげない空くう気きの中なか、テレビを見みたりお茶ちゃを飲のんだりなどしてすごした。

　テレビの音おん声せいに、チチチ、と鳥とりの鳴なき声ごえが重かさなって。

「……光みつ凪なぎさん。その鳥とり、どうしたんですか～？」

　と、つまらなそうにテレビをながめていたコモリが、ちらりと鳥とりかごを見みて聞きいた。

「この家いえに、鳥とりのエサとかあるんですか～？　エサ買かってこなきゃなら、カノちゃん、いっしょにペットショップに行いこっか～」

「それにはおよばない。これは【心こころを食たべる鳥とり】だ」

「あ～、カタログのアイテムだったんですか、それ」

「ああ。だが、人ひとから引ひき取とった未み使し用よう品ひんで、くわしい使つかい方かたがわからない。きみは、このアイテムについて、何なにか知しっていることはあるか？」

「いやあ～、使つかったことも見みたこともないですね～。最さい近きんになって新あたらしくできたアイテム……試し供きょう品ひんかもしれません」

「それじゃあ、きみはこのアイテムに仕し掛かけられている罠わなを、どんなものだと考かんがえる？」

「そうですね～。今いままでの【魔ま】としての経けい験けんから予よ想そうすると……心こころを食たべさせれば食たべさせるだけ鳥とりが大おおきくなって、やがてエサが足たりなくなって、食たべてはいけない感かん情じょうまで食くいつくしてしまうとか？　あるいは、鳥とりに食たべさせる感かん情じょうの種しゅ類るいを、指し定ていすることができないとか？」

「なるほど。……となると、この鳥とりをかごから出だせば、こちらの指し示じや命めい令れいに関かん係けいなく『より近ちかくにある、より大おおきくて強つよい感かん情じょう』を勝かっ手てに食たべてしまう、という可か能のう性せいも……」

「あ～、ありそうですね～」

　うなずきつつも、「まあ知しりませんけど～」と、コモリは雑ざつに予よ防ぼう線せんをはった。

「光みつ凪なぎさん、そのアイテム、使つかうつもりなんですか～？」

「……使つかい方かたや注ちゅう意い点てんがはっきりしない以い上じょう、リスクはあるから迷まようところだ。けど、場ば合あいによっては使つかうつもりでいるよ。……そうだな。たとえば──」

　光みつ凪なぎが言いいかけた、そのときだった。

　ふいに、庭にわ側がわのろう下かで物もの音おとがした。

　少すこし高たかいところから飛とび下おりたような、トン、という音おと。軽かるい音おとと重おもい音おとが、ひとつずつ。

　部へ屋やの中なかにいた三人にんは、音おとのしたほうをふり向むく。

　それと同どう時じに、障しょう子じ戸どがいきおいよく開ひらかれた。

「光みつ凪なぎ！　カノちゃんが持もってったアイテム、返かえしてよ！」

「──これはこれは」

　そこにいたのは、のぞめだった。となりにはニエノもいた。

　ふたりの姿すがたを見みて、光みつ凪なぎはうすく笑わらい、おもむろに腰こしを上あげる。

「来くるんじゃないか、と思おもっていたよ。アイテムにまつわるできごとは、そのアイテムとセットになったカタログに、自じ動どう的てきに記き録ろくされるからね」

「ああ、そうだよ！　それを読よめば、カノちゃんがアイテムを持もってったことも、そのアイテムがあんたの手てに渡わたったことも、ぜんぶバレバレなんだから！」

　怒いかりに満みちた顔かおで、のぞめは光みつ凪なぎをにらみつける。

「ほんっともう、いいかげんにしてよね。あんたたち──いったい何なん回かい、〈失しつ望ぼう〉集あつめのじゃまをすれば気きがすむの!?」

「きみたち【魔ま】が滅ほろびるまで、何なん度どでも」

　無む感かん情じょうに言いい返かえし、光みつ凪なぎは、かたわらに置おいていた鳥とりかごを手てに取とった。

「！　それにさわらないで──」

　と、のぞめがさけび終おわるよりも早はやく。

　ニエノが座ざ敷しきに飛とびこんで、部へ屋やの奥おくにいる光みつ凪なぎに向むかった。

　けれど、手て前まえに座すわっていたコモリに足あしを引ひっかけられ、派は手でに転ころんで畳たたみと座ざ布ぶ団とんの上うえに倒たおれた。

　光みつ凪なぎは、うめくニエノから数すう歩ほはなれて、鳥とりかごの扉とびらに手てをかける。

　のぞめは、わずかに身みを引ひいた。

「……っそれを開あけたら、ゆるさないから！」

「ゆるさない、か。その怒いかりの感かん情じょうは──いいエサになってくれるかな」

　カタリ──と。光みつ凪なぎは、鳥とりかごの扉とびらを開あけた。

「お望のぞみどおり、お返かえしするよ」

【心こころを食たべる鳥とり】が、かごから飛とび立たつ。

　のぞめは目めを見み開ひらいた。

　コモリに首くび根ねっこを押おさえられ、組くみ伏ふせられたニエノも、顔かおがあれば同おなじようにしただろう。

　鳥とりは、チチチッ、と鳴ないて羽はばたき、のぞめのいるほうへと飛とんでいく。

　そして、一いっ瞬しゅんにして──。

　のぞめの横よこを、通とおりすぎた。

「──!?」

　思おもわぬ鳥とりの動うごきに、今こん度どは光みつ凪なぎが目めをみはる。

　のぞめを素す通どおりした鳥とりは、そのまま庭にわへと飛とび出だした。

　庭にわを飛とび回まわりながら、鳥とりは、そのくちばしで何なにかを捕つかまえた。

　鳥とりよりはずっと小ちいさい、庭にわを飛とんでいた「何なにか」。

　くちばしからはみ出でたそれは、日ひの光ひかりの下もとではわかりづらいが、ほんのりと白しろく光ひかっているようだった。

　鳥とりは、ぱくんとそれをのみこんだ。

「──まさか」

　光みつ凪なぎは、かすれた声こえでつぶやいて。

　次つぎの瞬しゅん間かん、血けっ相そうを変かえてのぞめを押おしのけ、ろう下かから庭にわに走はしり出でた。

　いつの間まにか、庭にわには何なん匹びきもの「それ」が飛とんでいた。

　そう──。白しろく光ひかる石いしを抱だいた、天てん使しの像ぞうのような姿すがたの、魂たま寄より虫むしが。

　鳥とりは、次つぎ々つぎにそれを捕とらえて食くっていく。

　虫むしは、あとからあとから飛とんでくる。

　見み上あげれば、蔵くらのある方ほう向こうから、白しろい光ひかりの柱はしらが──魂たま寄より虫むしの大たい群ぐんが、立たち上のぼっていた。

　鳥とりはやがて、その群むれの中なかに頭あたまから突つっこんで、虫むしをむさぼり食くい出だした。

　庭にわに出でてきたのぞめは、その光こう景けいをながめて笑え顔がおになる。

「おー、食しょく欲よくおうせい！　『罪ざい悪あく感かん』を掛かけ合あわせて作つくった魂たま寄より虫むしは、どうやらおいしいみたいだねー！」

「……なぜだ」

　光みつ凪なぎは、青あおざめた顔かおでのぞめをにらんだ。

「魂たま寄より虫むしに加くわえた『罪ざい悪あく感かん』が、あの鳥とりのエサになるとしても……きみの怒いかりに、鳥とりがまったく反はん応のうしなかったのは、なぜなんだ！」

「えー？　だって、怒おこってないもん」

　しれっと言いって、のぞめは笑わらう。

「演えん技ぎだよ。ああして怒おこったふりをすれば、その怒いかりを鳥とりに食たべさせようと、あんたみずから鳥とりかごを開あけてくれるかなー、と思おもって」

「く……」

「ああ、あんまり怒おこらないほうがいいんじゃない？　鳥とりに狙ねらわれちゃうよ？　……うーん。でも、そんな心しん配ぱいはなさそうか。あの鳥とり、魂たま寄より虫むしを食たべるのに夢む中ちゅうみたいだし。『罪ざい悪あく感かん』を加くわえた魂たま寄より虫むしは、むき出だしの心こころの塊かたまりみたいなもので……【心こころを食たべる鳥とり】にとっては、栄えい養ようたっぷりで味あじの濃こい、ごちそうみたいなものなのかもねー」

　ほらほら、と。のぞめは、白しろい光ひかりを追おって舞まい飛とぶ鳥とりを指ゆびさした。

　その鳥とりは、鳥とりかごから出でてきたときよりも、はるかに体からだが大おおきくなっていた。

「栄えい養ようのあるエサをたーくさん食たべて、もうあんなに育そだってるよ」

「……くそっ。そもそもどうして──」

　そのとき、建たて物ものの陰かげから、千ち影かげが姿すがたを現あらわした。

　光みつ凪なぎは、彼かれを見みるなり怒ど声せいを飛とばした。

「千ち影かげ！　なぜ〈虫むしかご〉を開あけたんだ！」

「なぜ──だと？　おまえが開あけろと言いったんだろう」

「それがなぜ、今いまなんだと聞きいている！」

「……俺おれは、三みっ日か以い内ないに〈虫むしかご〉を開あけろと言いわれただけだ。〈虫むしかご〉をいつ開あけるな、とは言いわれなかった」

　そう返かえす千ち影かげのうしろから、ピンクと黒くろの羽はねの蝶ちょうが、ふわりと顔かおを出だす。

　どうやら〈虫むしかご〉を開あけるタイミングは、のぞめが蝶ちょうを使つかって、千ち影かげに合あい図ずを送おくったようだった。

「こちらの命めい令れいの穴あなをついて……【魔ま】の者ものに手てを貸かしたというのか。……ああ、くそっ。……神かみさまというのは……まったく、どいつもこいつも……！」

　光みつ凪なぎは、怒いかりに声こえを震ふるわせ、ふらりとその場ばにひざをついた。

　そこへすかさず、追おい打うちをかけるように、カノが言いった。

「のぞめさん。協きょう力りょくしてくださって、ありがとうございました！」

「…………なんだと？」

　光みつ凪なぎは、ぼうぜんとした目めでカノを見みる。

　カノはそれを察さっしながらも、光みつ凪なぎのほうには顔かおを向むけず、のぞめに向むかって頭あたまを下さげた。

「のぞめさんたちにとっては、危き険けんのある方ほう法ほうだったのに、ほんとに実じっ行こうしてくれて……」

「まー、たしかに。魂たま寄より虫むしを解とき放はなつときそばにいるのは、なかなかリスキーだったけど。でも、私わたしのカバンの扉とびらを使つかって、いつでも逃にげる準じゅん備びはできてたからさ。ニエノさんも……あと、コモリさんも、いっしょにね」

　のぞめはコモリをふり向むいて、ニッと笑わらった。

　千ち影かげとちがい、コモリは一いち連れんの計けい画かくを知しらされていなかった。

　そんな彼かの女じょは、まだこの状じょう況きょうに頭あたまが追おいついていないような、ぽかんとした表ひょう情じょうで。

　それでも、とりあえずというように、組くみ伏ふせていたニエノを放はなした。

　その間あいだも、光みつ凪なぎは、ずっとカノを見みつめていた。

　カノは、意いを決けっして光みつ凪なぎのほうを向むき、その視し線せんを受うけ止とめた。

「……私わたしを……裏うら切ぎったのか。……カノ。きみまで──」

「…………」

「きみのことは……心こころやさしい、いい子こだと思おもっていたのに。とんだ見み込こみちがいだったようだな。──こんなことをする子こだとは、思おもわなかったよ！」

「はあ。それ、よく言いわれます。大人おとなからは、特とくに」

　カノは、半はん笑わらいでそう返かえした。

　光みつ凪なぎは、まゆを吊つり上あげ目めをむいた。

「なんだ、その態たい度どは！　ふざけるんじゃない！　この──恩おん知しらずがあっ！」

　バサッ……と。

　そのとき、光みつ凪なぎの怒ど声せいに重かさなって、重おもい羽はばたきの音おとが響ひびいた。

　庭にわが、うっすら暗くらくなった。

　影かげが落おちたのだ。

　カノや光みつ凪なぎたちの頭ず上じょうに飛とんできた、人ひとよりはるかに大おおきな鳥とりの、その翼つばさの影かげが。

「魂たま寄より虫むしは、食くいつくされたみたいだね」と、鳥とりを見み上あげてのぞめが言いった。

　直ちょく後ご、それを裏うらづけるかのように。

　その鳥とりは、まだ食くい足たりないとばかりにくちばしを広ひろげ──「怒いかり心しん頭とう」している光みつ凪なぎに向むかって、おそいかかった。

「！」

　それに気きづいた光みつ凪なぎは、服ふくの中なかに手てを入いれて、一枚まいの札ふだを取とり出だした。

〈虫むしかご〉の格こう子し扉とびらに貼はりつけられていたのと、似にたような札ふだ。

　ただし、札ふだに書かかれている筆ふで文も字じは、あれとはまたちがっているようだった。

　光みつ凪なぎは、その札ふだをやぶいた。

　すると、紙かみの裂さけ目めから白しろい光ひかりがにじみ、石いしを抱だいた小ちいさな天てん使しの像ぞうが現あらわれた。

　札ふだに封ふう印いんされていた、コモリの『罪ざい悪あく感かん』だ。

　その札ふだは、『罪ざい悪あく感かん』を封ふう印いんするとともに、それをあやつるための術じゅつをかけた札ふだだった。

　札ふだから解かい放ほうした『罪ざい悪あく感かん』を、光みつ凪なぎはやぶった札ふだ越ごしに手てでつかみ、鳥とりへと投なげつける。

　その一いっ投とうは、くちばしから大おおきくはずれて、鳥とりの顔かおの横よこに飛とんでいったが。

　鳥とりは、目めの前まえにある怒いかりよりも、さらにうまそうなエサに気きを取とられ、ぐりんと光みつ凪なぎからくちばしをそらした。

　ふたたびくちばしを開ひらいた鳥とりが、『罪ざい悪あく感かん』に食くらいつく。

　──かと思おもわれた、その寸すん前ぜん。

　のぞめの蝶ちょうが『罪ざい悪あく感かん』をつかんで、巨きょ大だいなくちばしからすいっと逃のがれた。

　蝶ちょうはそのまま、座ざ敷しきにいるコモリのもとへと『罪ざい悪あく感かん』を運はこんでいった。

　コモリは、それを蝶ちょうから受うけ取とって、両りょう手てに包つつんだ。

　同どう時じにのぞめは、自じ分ぶんのカバンであるトランクの、正しょう面めんについた扉とびらを開あけた。

「道みち引びき手て！　コモリさんを、遠とおい安あん全ぜんな場ば所しょへ連つれてって！」

　のぞめのさけびに応こたえて、トランクの扉とびらから、闇やみ色いろの手ての群むれが飛とび出だし伸のびる。

　手ての群むれは、コモリをつかむと、その体からだを一いっ瞬しゅんで扉とびらの中なかに引ひきこんだ。

「コモリさんの『罪ざい悪あく感かん』──返かえしてもらったからね」

　のぞめは、光みつ凪なぎに笑えみを向むける。

「こっちの計けい画かくどおりに動うごいてくれて、ありがとー。おかげで〈失しつ望ぼう〉が手てに入はいったよ！」

　だめ押おしに、のぞめは光みつ凪なぎの怒いかりをあおった。

　そのあおりは、てきめんに効こう果かがあったようだった。

『罪ざい悪あく感かん』を食くいそこなった鳥とりが、あらためて、光みつ凪なぎにくちばしを向むけたのだから。

　巨きょ大だいな翼つばさが風かぜを起おこし、庭にわの落おち葉ばを巻まき上あげた。

　鳥とりは、今こん度どこそ、まっすぐ光みつ凪なぎに向むかって羽はばたいた。




　風かぜに舞まい飛とぶ落おち葉ばの中なか──。

　カノはとっさに、両りょううでを広ひろげて、鳥とりの前まえに立たちはだかった。

　光みつ凪なぎを、背せ中なかにかばうようにして。

「──カノちゃん!?」

　のぞめがさけんだ、次つぎの瞬しゅん間かん。

　鳥とりの影かげが、地じ面めんからはがれてめくれ上あがり、鳥とりの頭あたまに巻まきついた。

　視し界かいを影かげでふさがれた鳥とりは、あわてたように地じ面めんに降おりて、翼つばさをたたんで大人おとなしくなった。

　カノの目めの前まえには、影かげをあやつる神かみがいた。

　その顔かおを見みて、カノは、ぺたんと地じ面めんに座すわりこんだ。

「ち……千ち影かげさん……ありがとう」

「礼れいを言いうのはこっちのほうだ」

　そう返かえして、千ち影かげはふう、と息いきをついた。

　それから彼かれは、鳥とりの頭あたまを包つつむ影かげをつかんで、光みつ凪なぎに告つげた。

「おまえの作つくり出だした魂たま寄より虫むしは、残のこらずこいつに食くわれたぞ。かなり入にゅう念ねんに気け配はいを探さぐったんだがな。本ほん当とうに、一匹ぴき残のこらずだ。……しかし、それだけ食くっても、こいつはまだまだ食くい足たりないらしい」

　で、と千ち影かげは、不ふ満まんげにのどをうならす鳥とりを見み上あげた。

「この鳥とりを、どうする？　このままにしとくわけにはいかんだろう。なんなら、俺おれがこいつを、異い界かいの果はてに送おくってこようか？」

「……ああ。そうしてくれ」

　疲つかれきった声こえで、光みつ凪なぎは答こたえた。

「──ただし、千ち影かげ。用よう事じをすませたら、きみはまたもどってくるんだ。勝かっ手てに私わたしのもとを去さることは、ゆるさない」

「……わかった」

　ため息いき交まじりに返へん事じをし、千ち影かげは、鳥とりに巻まきつけた影かげをそっと引ひいた。

　鳥とりはしかたなさそうに、千ち影かげとならんで歩あるき出だす。

　一いっ瞬しゅんののち。あたりからかき集あつめられた影かげが、千ち影かげと巨きょ大だいな鳥とりの姿すがたをのみこんだ。

　その影かげの塊かたまりが、はらりとほどけてまた散ちり散ぢりになったとき、彼かれらの姿すがたは消きえていた。

　もとあった場ば所しょへと、思おもい思おもいのほうへ地じ面めんをすべっていく、無む数すうの影かげの破は片へん。

　それを見みつめて、ニエノが言いった。

「のぞめさん。ぼくたちも、そろそろ──」

「ん。そうだね」

　のぞめはうなずき、開あけっ放ぱなしにしていたトランクの扉とびらの中なかから伸のびる、闇やみ色いろの手てのひとつをつかんだ。

「さあ、カノちゃんも……！」

　のぞめは、カノに向むかって手てを伸のばす。
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　けれども、カノは首くびを横よこにふった。

「え!?　でもっ……」

「だいじょうぶっす。いいっすから──おふたりは、行いってください！」

　のぞめは、心しん配ぱいそうにカノを見みた。

　しかし、カノが力ちから強づよくうなずくと、不ふ服ふくそうな顔かおをしつつも手てを引ひっこめた。

　闇やみ色いろの手てが、のぞめとニエノを小ちいさな扉とびらの中なかに引ひきこむ。

　ふたりの姿すがたが消きえたあと、その手てはパタン、と内うち側がわから扉とびらを閉しめた。

　それと同どう時じに、トランクもどこかへ消きえ失うせた。




「……あの。……光みつ凪なぎさん」

「……カノ、きみは。……自じ分ぶんが何なにをやったか……わかっているのか？」

　地じ面めんに座すわりこんだまま、力ちからない声こえで、光みつ凪なぎは言いった。

「あの魂たま寄より虫むしは……コモリの『形かたちを持もった罪ざい悪あく感かん』があったからこそ、作つくり出だせたものなんだ。それが奪うばわれてしまった今いま……もう、同おなじ魂たま寄より虫むしを作つくり直なおすことは、できなくなった」

「光みつ凪なぎさん。──だましたことは、悪わるかったです。ごめんなさい。……でも、自じ分ぶんは」

　カノは、ひざを折おってしゃがみ、光みつ凪なぎと目め線せんの高たかさを合あわせた。

「自じ分ぶんも……【魔ま】の者ものには、いなくなってほしいっす。……でも、光みつ凪なぎさんのやり方かたが、正ただしいとは思おもえないんすよ」

　言いいながら、カノは、心しん臓ぞうがどくんどくんと大おおきく脈みゃく打うつ感かん覚かくを、思おもい出だしていた。

　他た人にんの考かんがえを否ひ定ていするのは、怖こわい。いつだってそうだ。幽ゆう霊れいになる前まえから、ずっと。

　だけど──自じ分ぶんにだって、ゆずれないことがある。

「光みつ凪なぎさんは……ほかのだれかのこと、ないがしろにしすぎなんすよ。千ち影かげさんにひどい頼たのみごとをしたり、コモリさんの『罪ざい悪あく感かん』をあやつったり……【魔ま】の者ものに無む理りやり『罪ざい悪あく感かん』を植うえつけて、やさしい人にん間げんを作つくろうとしたり。そういうのは、していいことじゃないと思おもうっす」

　光みつ凪なぎは、カノのその言こと葉ばを、ただ黙だまって聞きいていた。

　そして、ややあってから。

「……ああ。そうだな」

　と、おだやかな声こえで言いった。

「きみの言いうとおりだ。私わたしは……一いち族ぞくが、神かみ々がみをないがしろにしたがために、反はん乱らんを起おこされたというのに……自じ分ぶんひとりになったあとも、同おなじあやまちをくり返かえしていた。一いち族ぞくが神かみ々がみに裏うら切ぎられたように、私わたしがきみに裏うら切ぎられたのも、無む理りのないことだ」

　光みつ凪なぎは、顔かおを上あげて、カノを見みつめた。

「それでも、きみは……あの鳥とりから、私わたしをかばおうとしてくれたな」

　光みつ凪なぎは、ほほ笑えんだ。今いままでに見みたことがないような、やわらかな表ひょう情じょうで。

「カノ。きみは、本ほん当とうにやさしい子こだ」

「……光みつ凪なぎさん」

　カノは、ホッと静しずかに息いきをつき、ほおをゆるめた。

「こちらこそ、さっきはすまなかった。ひどいことを言いってしまって」

「あはは。……『恩おん知しらず』は、取とり消けしてもらえますかね？　なんて……」

「もちろんだとも」

　カノと光みつ凪なぎは、小ちいさく笑わらい合あった。

　それから光みつ凪なぎは、少しょう々しょう決きまりが悪わるそうに、声こえを落おとした。

「それで……カノ。こんなことを言いうのも、ずうずうしいとは思おもうんだが……。もしよければ、これからも、力ちからを貸かしてはくれないか？　【魔ま】の者ものを滅ほろぼすために、今いままでとはべつの方ほう法ほうを、いっしょに考かんがえてほしいんだ」

　その頼たのみに、カノは、力ちから強づよくうなずいた。

「了りょう解かいっす！　どうせ自じ分ぶんは、ほかに行いくとこも帰かえるとこもない幽ゆう霊れいですし。ひとりになったって、どうしたらいいかわかんないですから」

「ありがとう、カノ。……ああ、そうだ！　そういえば」

　光みつ凪なぎは、そこでハッとした顔かおになり、はじかれたように立たち上あがった。

「きみに、渡わたすものがあったんだ。取とってくるから、ちょっと待まっていてくれ」

　言いい残のこし、光みつ凪なぎは、いったん家いえの奥おくへと引ひっこんだ。

　カノは、庭にわからろう下かに上あがって座ざ敷しきにもどり、光みつ凪なぎを待まつことにした。

（渡わたすもの……って、なんのことだろ？）

　予よ想そうがつかず、カノは気きになってそわそわした。

　ほどなくして、座ざ敷しきにもどってきた光みつ凪なぎは。

「少すこし前まえに、手てに入いれてはいたんだが……バタバタしていて、すっかり忘わすれていたよ」

　そう言いって、座ざ卓たくの上うえに、取とってきたそれをコトリと置おいた。

　透とう明めいなフタがついた、小ちいさな四し角かくいケース。

　その中なかにあるのは、台だい座ざの中ちゅう心しんに埋うめこまれた、キラキラと輝かがやくひと粒つぶの──。

「……宝ほう石せき、ですか？　これ」

「いや、ボタン型がたの装そう置ちだよ。カタログのアイテムなんだ」

「へー。これがボタン……。押おしたら、どうなるんすか？」

「きみの新あたらしい体からだが手てに入はいる」

　それを聞きいて、カノは目めを丸まるくした。

「肉にく体たいのない幽ゆう霊れいのままでは、いろいろと不ふ便べんが多おおいからね。それをどうにかするために、とりあえずその【神かみさまの皮かわ】を羽は織おってもらっていたわけだが……前まえに、言いったろう？　カノにはそのうち、もっときみにふさわしい、いい容いれ物ものを探さがすつもりだと」

　そういえば、そんなことを言いわれていたなと、カノは思おもい出だす。

　あのときの約やく束そくどおり、光みつ凪なぎはちゃんと、その「容いれ物もの」を探さがしていてくれたのか。

「さあ。ボタンを、押おしてごらん」

「──はい！」

　カノはうなずき、ワクワクしながら、ボタンをおおうケースをはずした。

　大おお粒つぶの宝ほう石せきのようなボタンは、押おせばきらめく光ひかりが飛とび散ちりそうだ。

（新あたらしい体からだ──……。これで……自じ分ぶんは、もう……幽ゆう霊れいじゃなくなる……！）

　カノは、キラキラ光ひかるそのボタンに、指ゆび先さきをそっと触ふれさせて。

　ぐっ……と。静しずかにボタンを押おしこんだ。




　……気きがついたとき。

　カノは、見み知しらぬどこかの家いえの中なかにいた。

　目めの前まえには、鏡きょう台だいがあった。

　その鏡かがみの中なかに、見み知しらぬ顔かおが──いや。

　それは、知しっている顔かおだった。でも、印いん象しょうがちがう。髪かみの色いろが、ちがっているから。

「……どうして」

　ぼうぜんとして、カノはつぶやく。

　鏡かがみの中なかに映うつる自じ分ぶんの姿すがた──自じ分ぶんであるはずの、その姿すがたは。

　あの【魔ま】の少しょう女じょ、のぞめと、うりふたつの顔かおだったのだ。

　鏡かがみの中なかの少しょう女じょは、黒くろ髪かみで、眼がん帯たいもしてはいないけれど。

　……と、そのとき。

　鏡かがみの中なかの少しょう女じょが、勝かっ手てに笑えみを浮うかべて、口くちを開ひらいた。





『このたびは、「のぞみちゃんのリセットボタン」をご利り用よういただき、ありがとうございます。

　リセットボタンを押おしたことで、あなたは【のぞみちゃん】を受うけ継つぎました。

　これからは、あなたが新あたらしい【のぞみちゃん】です。

　──あなたがだれかに「リセット」される、そのときまで』

































〝黒くろ髪かみののぞめ〟の姿すがたになってから、数すう日じつの間あいだ。

　カノは、見み知しらぬ家いえで、見み知しらぬ家か族ぞくといっしょにすごした。

　黒くろ髪かみののぞめは、まわりから「希のぞみ」という名なで呼よばれていて、家か族ぞくである大人おとなは「希のぞみ」の実じつの親おやではないらしかった。

「希のぞみ」の以い前ぜんの家か族ぞくは、三人にん全ぜん員いん、行方ゆくえ不ふ明めいになったのだという。

　数すう日じつ後ご、光みつ凪なぎに命めいじられた千ち影かげが、カノをむかえにやってきた。

　そうして、また光みつ凪なぎの屋や敷しきに向むかう途と中ちゅう、カノは千ち影かげから【のぞみちゃん】というアイテムの話はなしを聞きいた。光みつ凪なぎからの言こと伝づてとして。

「……それは、のぞめが人にん間げんだったときに使つかったアイテムらしい。あいつの家か族ぞくは、みんなアイテムのリセットボタンを押おして、次つぎ々つぎに行方ゆくえ不ふ明めいになった──消きえたんだそうだ」

「……消きえた……って。それ、ボタンを押おした人ひとが、この【のぞみちゃん】の中なか身みになった……ってことっすよね？　……それじゃあ。……それまでの【のぞみちゃん】だった人ひとは……ボタンを押おされて『リセット』されたときに……どうなったんすか？」

　カノのその問といに、千ち影かげは口くちを重おもくつぐんだ。

　それが、答こたえのようなものだった。

　あのボタンを押おして【のぞみちゃん】になった人じん物ぶつは。

　次つぎのだれかが、同おなじようにあのボタンを押おしたとき──消しょう滅めつする。

　そのようにして【のぞみちゃん】の中なか身みは入いれ替かわっていく。

　これは、そういうアイテムなのだ。

「……それじゃあ。……じ、自じ分ぶんが、あのボタンを押おしたことで……それまでの【のぞみちゃん】だった、べつのだれかは──」

「カノ。今いままでにそのボタンを押おした人にん間げんは、『リセット』の本ほん当とうの意い味みを知しらずに押おした。その少しょう女じょが『理り想そうの希のぞみ』でなくなったとき、それを消けしてしまおうとして押おしたんだ。……『理り想そうどおりでないから』という理り由ゆうで人ひとを消けした人にん間げんが、今こん度どは自じ分ぶんが消けされる側がわになったところで、因いん果が応おう報ほうというものだろう」

　気きに病やむな、と千ち影かげは言いった。

「おまえのせいじゃない。おまえは、そのアイテムのことを、何なにも知しらなかったんだ」

　気きづかってくれる千ち影かげの言こと葉ばは、ありがたかった。

　けれど、その言こと葉ばにうなずくことは、できなかった。

（自じ分ぶんがもっと、警けい戒かいしてれば……。光みつ凪なぎさんのことを、疑うたがってれば……。ボタンのことを、光みつ凪なぎさんに、もっとちゃんとくわしく聞きいて──怪あやしいそぶりがあったら、問とい詰つめてれば）

　後こう悔かいしてもしきれない。

　でも……自じ分ぶんがつらそうにしていたら、それを見みて、なんだかんだやさしいこの神かみさまは、心こころを痛いためてしまいそうだ。

　そう思おもい、カノはこぶしに力ちからをこめて、にぎりつぶすように感かん情じょうを押おし殺ころした。

　意い識しきして、少すこし話わ題だいを変かえる。

「さっきの家いえで……『希のぞみ』って呼よばれてるこの子この、アルバムを見みました。そしたらこの子こ、もう何なん年ねんも前まえから、ずっと姿すがたが変かわってなかった。年としを取とってなかったんです。それは、この子こが……人にん間げんじゃなくて、【のぞみちゃん】っていうアイテムだったからなんすね」

　カノは、自じ分ぶんの──【のぞみちゃん】の手ての平ひらに、じっと目めを落おとした。

　自じ分ぶんは、幽ゆう霊れいではなくなった。

　だけれど、この「新あたらしい体からだ」もまた、人にん間げんではなかったのだ。

「光みつ凪なぎさんは……のぞめさんたちの過か去こを調しらべてるときに、このアイテムのことも知しったんでしょうか」

　それを知しって、光みつ凪なぎは、いったいいつから。

　このアイテムを、こういうふうに使つかうことを、考かんがえていたのだろう。

（もしかすると、最さい初しょから……？）

　じゅうぶんありえることだと思おもい、カノはそら恐おそろしくなった。

（結けっ局きょく……あの、光みつ凪なぎさんという人ひとは──……）




【のぞみちゃん】となって屋や敷しきにもどってきたカノを、光みつ凪なぎは笑え顔がおで出でむかえた。

　その手てに持もったリセットボタンを、これみよがしに見みせつけて。

「おかえり、カノ。帰かえり道みち、千ち影かげから話はなしは聞きいたよね？　今こん後ご、もしきみが私わたしに従したがわないというのなら──そのときは、このボタンが押おされるときだと思おもいなさい」

　予よ想そうはしていたものの、いざ光みつ凪なぎにそう告つげられて、カノはいよいよ青あおざめた。

「光みつ凪なぎさん、あなたは──……結けっ局きょく、他た人にんをないがしろにすることを、なんとも思おもわない人ひとなんすね」

「人ひと聞ぎきが悪わるいな。きみは、私わたしをだましておとしいれた。だから私わたしは、二に度どときみが裏うら切ぎらないよう、こうして対たい策さくせざるを得えなかったんじゃないか。被ひ害がい者しゃづらをするんじゃないよ」

「……そうっすかね。あなたは、はじめから。そうでなくとも、しばらく前まえから。いずれはこうするつもりだったんじゃないっすか？　自じ分ぶんが裏うら切ぎろうと裏うら切ぎるまいと、関かん係けいなく」

　カノのその問といを、光みつ凪なぎは「被ひ害がい妄もう想そうだ」と鼻はなで笑わらった。

「とにかく、カノ。きみにはこれから、カタログを使つかって、私わたしのためにアイテムを注ちゅう文もんしてもらう。【のぞみちゃん】は人ひとではないから、今いまのきみでも、〈人ひとならぬ者もの〉専せん用ようのカタログを使つかうのに支し障しょうはない」

「…………」

　カノは、しぶしぶうなずいた。

　リセットボタンのことがある以い上じょう、逆さからえるはずもなかった。

「カタログは、どれを使つかえば……？」

「ああ、そうだな。どうせなら。今いまから『異い界かい』の工こう場じょうへ行いって、きみ専せん用ようのカタログを手てに入いれてきなさい」

「い、異い界かい？　いや、そんなの、どうやって──」

「道みち案あん内ないは、彼かれにしてもらえばいいだろう」

　光みつ凪なぎは、千ち影かげに目めをやった。

　千ち影かげは「ああ」とうなずき、カノを見みる。

　この神かみさまがいっしょなら……と、カノは正しょう直じき、ホッとした。

「早はやく、行いってこい」

　光みつ凪なぎに急せかされ、千ち影かげは、まわりから影かげをかき集あつめた。

　カノは、千ち影かげとともに影かげに包つつまれる。

　真まっ暗くらな中なか、カノは手てを引ひかれて、おそるおそる前まえに進すすんだ。

　数すう歩ほも進すすめば、影かげは晴はれて、目めの前まえには見み知しらぬ景け色しきが広ひろがっていた。

　たそがれ時どきの色いろの空そら。

　その下したに、果はての見みえない巨きょ大だいな工こう場じょうがそびえていた。

「ここが……『異い界かい』の工こう場じょう……」

「そうだ。このでかい工こう場じょうのどこかに、カタログを受うけ取とるための窓まど口ぐちが、たしかあったはずなんだが。……さて、どのあたりだったか」

　つぶやきながら、千ち影かげはカノの手てを放はなし、工こう場じょうに向むかって歩あるき出だした。

　カノも、あわててあとを追おった。




「……は？　うそでしょ？　あれって──」

　そのころ、時ときを同おなじくして。

　のぞめとニエノもまた、異い界かいの工こう場じょうを訪おとずれていた。

　遠とお目めに千ち影かげの姿すがたを見みつけたのぞめは、そのとなりにいる少しょう女じょを見みて、目めを疑うたがわずにはいられなかった。

「……なんで。どうして、【のぞみちゃん】が。……しかも、ちーちゃんといっしょにいるってことは。……今いま、【のぞみちゃん】の中なかにいるのって──」

　カノと別わかれたあと、あの子こに何なにがあって、どうなったのか。

　それを察さっして、のぞめはギリッと奥おく歯ばをかんだ。

「カノちゃん。だから、あのとき──光みつ凪なぎと、縁えんを切きっときゃよかったんだ……！」

　のぞめは、そう吐はき捨すててうつむいた。

【のぞみちゃん】のことを、同おなじく知しっているニエノもまた、困こん惑わくした声こえで言いう。

「光みつ凪なぎが、カノさんにリセットボタンを押おさせたんだとしたら……あのボタンは、光みつ凪なぎが持もっていたってことなんでしょうか？　いったい、いつから──」

「光みつ凪なぎは、私わたしたちの過か去こについて、調しらべてたみたいだからね。きっと、コモリさんを通とおしてカタログを読よんで、【のぞみちゃん】のことを知しったんじゃないかな」

「それなら、ぼくも読よみましたけど。あれだけで、【のぞみちゃん】やボタンのありかがわかるものですかね？」

「カタログだけじゃ無む理りでも……『希のぞみ』の家か族ぞくの失しっ踪そうは、ニュース記き事じになっててもおかしくないし。そういうの探さがして読よんで、『希のぞみ』の居い所どころをつきとめたのかも。んで、リセットボタンは『希のぞみ』の身み近ぢかな人じん物ぶつが持もってるだろうから……それを、盗ぬすんだのか、奪うばったのか。持もち主ぬしを丸まるめこんで手てに入いれたのか。──なんにせよ」

　そこで、のぞめは口くちをつぐんだ。

【のぞみちゃん】と千ち影かげの姿すがたが見みえなくなるまで、たっぷりと。

　ニエノが、心しん配ぱいそうに何なにか言いおうとする。

　けれど、それより先さきに。

「あのね。ニエノさん」

　と、のぞめは顔かおを上あげて、ふり向むいた。

「私わたしね。──ずっと、『希のぞみ』を。人にん間げんだったころの自じ分ぶんを、消けしたかったの。それが、カタログで〈失しつ望ぼう〉を集あつめて、『特とく典てん』を手てに入いれて、かなえたかった望のぞみなんだ」

「……そうだったんですね」

　ニエノには、長ながい間あいだひみつにしていた望のぞみ。

　やっと打うち明あけたそれを、ニエノは肯こう定ていも否ひ定ていもしなかった。

「それじゃあ、のぞめさん。今こん回かいのカタログで、商しょう品ひんと試し供きょう品ひんの〈失しつ望ぼう〉マークを、六つぜんぶ集あつめられたわけですから」

「うん。ニエノさんに先さきこされちゃったけど、私わたしもついに、コンプリート達たっ成せい──」

　のぞめは、持もっていた黒くろいカタログの目もく次じを開ひらいた。

　五つの商しょう品ひんと、試し供きょう品ひんの【心こころを食たべる鳥とり】。

　合あわせて六つならんだアイテム名めいの横よこには、それぞれぜんぶ、ハートに×ばつ印じるしを重かさねた〈失しつ望ぼう〉マークがスタンプされている。

　それをながめて、口くちもとに笑えみを浮うかべたあと。

　のぞめはカタログを閉とじ、闇やみ色いろの表ひょう紙しにふれて、そこにとぷり、と指ゆびを沈しずませた。

　闇やみ色いろの中なかでつかんだものを、取とり出だす。

　それは、×ばつ印じるしの入はいったハート形がたの結けっ晶しょうだった。

　工こう場じょうに持もっていけば「特とく典てん」と引ひき換かえできる、〈失しつ望ぼう〉の結けっ晶しょう。

　×ばつ印じるしの部ぶ分ぶんは、角かく度どによって黒くろにも銀ぎんにも見みえる色いろで、ハートの部ぶ分ぶんは、目めがチカチカするような、毒どく々どくしいショッキング・ピンクだ。

「ニエノさん。私わたし、『特とく典てん』の引ひき換かえ窓まど口ぐちに、行いってくるね」

「……さっき言いった望のぞみを、かなえるためのアイテム、手てに入いれてくるんですか」

「──そうしようかと、思おもってたんだけどね。ちょっと前まえまでは」

　結けっ晶しょうを目めの前まえにかざして、のぞめは言いった。

「でも、やっぱりやーめた！　『特とく典てん』のスペシャル・アイテムは、べつのものにする！」

「え？　……べつのもの？　それって、いったい──」

　とまどうニエノの疑ぎ問もんに、答こたえる代かわりに。

　のぞめは、にひーっと笑わらってみせた。
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　カノたちが、ふたたび光みつ凪なぎの屋や敷しきにもどってきたときには、すでに日ひは暮くれていた。

　たそがれ時どきをとうにすぎていたので、それまでいた異い界かいの工こう場じょうのまわりより、こちらの世せ界かいのほうが暗くらくなっていた。

「千ち影かげ。その首くびは、どうした？」

　カノといっしょに座ざ敷しきに入はいってきた彼かれを、ひとめ見みるなり、光みつ凪なぎはたずねた。

　なぜなら彼かれは、その首くびに包ほう帯たいを巻まいていたからだ。

「……さっき、異い界かいでちょっとな。まあ、大だい事じない。カノもこのとおり無ぶ事じだ」

「そうか。ならいいが──」

　それ以い上じょうは興きょう味みもなさそうに、光みつ凪なぎは話はなしを変かえた。

「それより、カノ。カタログは、ちゃんと手てに入いれてきたかな？」

　しかし、光みつ凪なぎのその問といに、カノはただ黙だまってうつむいた。

「どうした、カノ。早はやく、カタログを見みせるんだ」

「──光みつ凪なぎさん」

　カノは、ゆっくりと顔かおを上あげ、にらみつけるように光みつ凪なぎを見みた。

「自じ分ぶんは──やっぱり、これ以い上じょう、光みつ凪なぎさんに協きょう力りょくはできません」

「……なんだって？」

「自じ分ぶんと光みつ凪なぎさんでは、考かんがえ方かたがちがいますから。一いっ方ぽう的てきに従したがわされるなんて、ごめんです」

「は？　……おい。自じ分ぶんが何なにを言いってるか、わかってるのか？　こっちには、リセット──」

「なんと言いわれようと、自じ分ぶんはもう、光みつ凪なぎさんの言いいなりにはならないっす！」

　そのとたん。光みつ凪なぎの目めが、すっと冷つめたく細ほそめられた。

「……そうか。……ああ、そうかそうか。……わかったよ」

　──もういい、と。

　光みつ凪なぎは、ポケットに手てを入いれ、ケースに入はいったままのリセットボタンを取とり出だした。

「千ち影かげ。ボタンを押おせ」

「……俺おれがか？」

「ほかに、だれがいるんだ。私わたしが押おすわけにいかないだろう？」

　押おしつけるように、ボタンを渡わたされて。

　彼かれは、手てにしたボタンに目めを落おとして、息いきをついた。

　あからさまに、あきれのこもったため息いきを。

「……おまえがこれを押おして、次つぎの【のぞみちゃん】になるわけにはいかない。だが、俺おれならそうなってもかまわない、と？　おまえが言いうところの、それが『適てき材ざい適てき所しょ』というわけか？　なるほど。おまえにとってその言こと葉ばは、いやな役やく目めをほかのやつに押おしつけるための、ていのいいお題だい目もくというわけだな」

「……何なにを、ごちゃごちゃと。いいから、早はやく──」

　急せかす光みつ凪なぎの声こえをさえぎって、ふっ、と彼かれは笑わらいをもらした。

　その直ちょく後ご。

　はじけるように大おお声ごえで笑わらって、彼かれは首くびの包ほう帯たいをほどいた。

　あらわになったその首くびには──黒くろい糸いとの縫ぬい目めがあった。

　それを見みて、光みつ凪なぎが顔かお色いろを変かえる。

「──な。……まさか……きみは──……生いけ贄にえのほうか!?」

「……あははっ。神かみさまのほうじゃなくて、残ざん念ねんでした」

　彼かれ──ニエノは、その声こえを、千ち影かげよりも少すこし高たかく、おだやかさのある声こえにもどして言いった。

「あなたには、いやなことを思おもい出ださせてもらいましたからね。……ほんの、お返かえしです」

　目めを細ほそめて、ニエノは光みつ凪なぎにほほ笑えんだ。

　かと思おもえば、その「顔かお」は、たちまち影かげにのまれるように溶とけて、真まっ暗くらになった。

　その光こう景けいを、カノはおどろくことなく、しかし、ハラハラしながら見みつめていた。

　なぜならば──。

　じつは先さきほど、異い界かいの工こう場じょうの近ちかくで、カノたちはのぞめと出で会あっていた。

『ねえ。カノちゃん、ちーちゃん。私わたしねえ。さっき工こう場じょうで、このスペシャル・アイテムを手てに入いれてきたところなんだけど──……』

　そう声こえをかけられて、カノたちは、のぞめたちから「悪わるだくみ」を持もちかけられたのだ。

　そのときに、知しらされた。のぞめの相あい棒ぼうのニエノが、影かげの顔かおの上うえに、もとの自じ分ぶんの面おも影かげを映うつし出だすことができるようになった、ということを。

　それを利り用ようして、ニエノは千ち影かげと入いれ替かわり、カノとともに光みつ凪なぎの屋や敷しきにもどってきた。

　なんのためかというと、それは。

「──そのボタンを、返かえすんだ！」

　光みつ凪なぎは、リセットボタンを奪うばい返かえそうと、手てを伸のばした。

　けれどもそれより早はやく、ニエノは障しょう子じを開あけて、庭にわに面めんしたろう下かに走はしり出でた。

　そして、手てにしたリセットボタンを、庭にわへと高たかく放ほうり投なげた。

「のぞめさん！」

　ニエノがさけぶと同どう時じに、飛とんできたピンクの蝶ちょうが、空くう中ちゅうでボタンをキャッチした。

　庭にわに出でてきた光みつ凪なぎと、カノが、ボタンの行方ゆくえを追おって屋や根ねを見み上あげる。

　瓦かわら屋や根ねの上うえに、ひとつの人ひと影かげがあった。

　そこにいたのは、のぞめだった。

　のぞめは、蝶ちょうがつかんでいるボタンに向むけて、まっすぐに片かた腕うでを伸のばす。

　よく見みれば、その手てには、おもちゃの光ひかるピストルのようなものがにぎられていた。

　月つき明あかりに照てらされたのぞめが、にやりと笑わらって、引ひき金がねを引ひいた。




　──ピキューン




　電でん子し音おんじみた音おととともに、ピストルの先さきから、ショッキング・ピンクの光ひかりの弾たまが放はなたれた。

　それは、リセットボタンに命めい中ちゅうした。

　ボタンが、ショッキング・ピンクの光ひかりの粒つぶとなって、くだけ散ちる。

　その瞬しゅん間かん、カノの体からだ──【のぞみちゃん】も、同おなじ色いろの光ひかりに包つつまれた。

「……リセットボタンを、破は壊かいするアイテム……!?」

「そ！　これが私わたしの、スペシャル・アイテム！」

　屋や根ねの上うえから光みつ凪なぎに答こたえ、のぞめは、ピストルの先さきにふっと息いきを吹ふきかけた。

「さあ。これで、カノちゃんを従したがわせる道どう具ぐはなくなったよ。どーする？　光みつ凪なぎ」

「……──千ち影かげ！　千ち影かげはどこだ！　もどってきていないのか!?」

　光みつ凪なぎはあたりを見み回まわした。

　すると、呼よびかけに応こたえるように、近ちかくにあった庭にわ木きの影かげがゆらめいた。

　影かげの塊かたまりが溶とけ落おちて、その中なかから、ニエノのコートを着きた千ち影かげが姿すがたを現あらわす。

「千ち影かげ……きみは、また……」

「もどってこい、とは言いわれていたが、ここにもどってきたとき姿すがたをかくすな、とは言いわれなかった」

「……こ……のっ……！」

　怒いかりに声こえを詰つまらせて、光みつ凪なぎは千ち影かげにつかみかかった。

　千ち影かげが、もどかしそうな目めでカノを見みる。

『リセットボタンがこわれたら、おまえはとっとと逃にげろ、カノ』

　異い界かいでのぞめたちと話はなしたとき、千ち影かげはそう言いっていた。

　彼かれ自じ身しんは、光みつ凪なぎの許きょ可かなくしては逃のがれることができない。だから「おまえは」と。

（ごめんなさい、千ち影かげさん。今いまこの場ばでは、どうすることも──……でも、かならずあとで、どうにかする方ほう法ほう、考かんがえますから！）

　心こころの中なかでそうさけび、カノは、千ち影かげから目めをそらそうとした。

　けれど、そのとき。

　とつぜん、千ち影かげの上うえに、空くう間かんの裂さけ目めのようなものが現あらわれた。

　その裂さけ目めの中なかから手てが伸のびて、千ち影かげをつかむ。

　千ち影かげは、あっという間まに裂さけ目めの中なかへと引ひきずりこまれ、空くう間かんの裂さけ目めは、ふたたびもとどおりにふさがった。──まるで、カバンのファスナーを閉しめるかのように。

「今いまのって……コモリさんの、カバンの……？」

　屋や根ねの上うえで、のぞめがつぶやいたのが聞きこえた。

　その直ちょく後ご。庭にわの門もんのほうから、玉たま砂じゃ利りを踏ふむ足あし音おとが響ひびいた。

「どうも～、こんばんは～」

　へらりと笑え顔がおで現あらわれたのは、やっぱりコモリだった。

　ふわりふわりと、小ちいさな天てん使しの像ぞうに似にた『罪ざい悪あく感かん』が、コモリのそばを飛とび回まわっていた。

　それは、コモリの中なかにもどることを拒こばまれて、まとわりつくしかできずにいるかのようだった。

『罪ざい悪あく感かん』を取とり返かえしたあと、コモリはしばらく姿すがたを消けしていたが……もしかして。彼かの女じょはあれからも、ずっと近ちかくにひそんで、自じ分ぶんたちの様よう子すをうかがっていたのだろうか？

「……コモリ。なんのつもりだ」

「いやあ～。ひとつ、言いっとこうと思おもいまして」

　コモリは、彼かの女じょをにらみつける光みつ凪なぎの視し線せんを、目めを細ほそめて押おし返かえした。

「ねえ、光みつ凪なぎさん。私わたしのカバンがあれば、千ち影かげちゃんのことは、いつでも、どこからでも、あなたから遠とおざけることができるんですよ～。千ち影かげちゃんがあなたのもとへもどってこようが、あなたが千ち影かげちゃんを探さがしに行いこうが、私わたしはこれからそのたびに、あなたと千ち影かげちゃんを引ひき離はなすつもりです。何なん度どでも、何なん度どでも、何なん度どでも──……。だから、ねえ？　あの神かみさまのことは、もうあきらめて、解かい放ほうしてやってくださいよ～」

　それに──と、コモリはこう付つけ加くわえた。

「あの神かみさまが、あなたにとって、それほど都つ合ごうのいい存そん在ざいじゃないってことも、わかったんじゃないですか～？」

「…………」

　光みつ凪なぎは、地じ面めんを見み下おろし、しばらくの間あいだだまっていた。

　しかしやがて、うなだれたまま、ぽつりと言いった。

「……もう、もどってこなくていい。勝かっ手てにしろと、あの神かみに伝つたえておけ」

「あ。今いま、本ほん人にん、塀へいの向むこうにいるんで。……聞きこえました～？」

　コモリの呼よびかけに応こたえて、塀へいの上うえに、黒くろい陽炎かげろうのような影かげが立たち上のぼった。

（千ち影かげさん……よかった……！）

　ゆらめく影かげを見みて、カノはホッと胸むねをなで下おろした。




　トランクの扉とびらを使つかって、のぞめは一いっ瞬しゅんで、屋や根ねから庭にわに下おりてきた。

「おつかれーっ！」

「おつかれさまです、のぞめさん」

　のぞめとニエノは、たがいの手ての平ひらを合あわせて打うち鳴ならした。

　それから、のぞめはコモリをふり向むいて、

「コモリさんも、来きてくれてうれしいよーっ！」

　と、抱だきついてさけんだ。

「っていうか、その『罪ざい悪あく感かん』は、あれからずっとそんな感かんじなの？」

「そうだね～。自じ分ぶんの『罪ざい悪あく感かん』が、他た人にんの手てもとにあるのもいやだけど……かといって、また自じ分ぶんの中なかにこれを取とりこみたくは、ないんだよね～」

　──と、そんなふうに、和わ気きあいあいとした空くう気きの中なか。

「……なぜだ？」

　光みつ凪なぎが、地じ面めんに目めを落おとしたまま、力ちからない声こえをもらした。

「……理り解かいできない。きみたち【魔ま】の者ものは、どうして、そうも私わたしを敵てき視しして、私わたしの邪じゃ魔まをするんだ。私わたしは……きみたちに、【魔ま】の者ものなんかでいるよりも、もっとふさわしい、もっと幸しあわせな生いき方かたをしてほしいと、思おもっているのに。……どうして、わかってくれない。……どうして、きみたちは。〝ゆずる側がわ〟の人にん間げんになることを、そんなにもいやがるんだ」

　光みつ凪なぎは、顔かおを上あげて、コモリにまとわりつく『罪ざい悪あく感かん』を見みつめた。

「なあ。もう一いち度ど、考かんがえ直なおさないか？　コモリ。きみのその『罪ざい悪あく感かん』があれば、またあの魂たま寄より虫むしを作つくり出だすことができる。それを使つかって──……きみたちは、人にん間げんにもどりたくはないのか？　本ほん当とうに？」

　光みつ凪なぎのその問といかけに。

　のぞめ、ニエノ、コモリの三人にんの【魔ま】は。

「やなこった」

「遠えん慮りょします」

「お断ことわりだね～」

　と。それぞれ返かえして、あっさり光みつ凪なぎに背せを向むけ、去さって行いった。
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　三人にんがいなくなったあと。

「……きみは、いつまでそこにいるんだ？」

　ひとり残のこったカノに、光みつ凪なぎは、わずらわしいと言いわんばかりにそう聞きいた。

　カノのほうを、見みようともせずに。

「きみは、期き待たいはずれだった。てんで使つかえない。あまりにも逆さからいすぎる。……千ち影かげもだ。……きみたちのことなんて、もういらないよ」

「…………」

　カノは、なんと返かえそうかと迷まよった。

　そりゃ、ありがたいっすね──と言いい返かえしてもよかったけれど。

　なんだかもう、今いまさら腹はらが立たつということもなかったし、めんどくさかった。

「はあ。──光みつ凪なぎさん」

　ため息いきをついて、最さい後ごにこれだけ、とカノは言いった。

「このまえも、言いいましたけど。自じ分ぶんも、【魔ま】の者ものには、いなくなってほしいと思おもってるっす。その志こころざしを同おなじくする者もの同どう士し……もしかすると、あなたとは、いつかまたどこかで会あうかもしれません。そのときは──対たい等とうな立たち場ばで、お話はなししたいっす」

　ゆずるべき側がわとか、ゆずらなくていい側がわとか、そういうのはナシで。

「じゃっ……お世せ話わに、なりました！」

　こちらを見みようとしない光みつ凪なぎに、カノは、それでもぺこっと頭あたまを下さげて。

　光みつ凪なぎに背せを向むけ、屋や敷しきの庭にわから、夜よるの町まちへと駆かけ出だした。
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　のぞめたちをさがして、知しらない夜よるの町まちを、あてもなくカノは走はしる。

　こんなに走はしったのは、久ひさしぶりだ。

　息いきが切きれて苦くるしくて。

　心しん臓ぞうが破は裂れつしそうで。

　なつかしいその感かん覚かくに、思おもわず涙なみだがにじむ。

　──のぞめのスペシャル・アイテム。

　光みつ凪なぎは、あれを「リセットボタンを破は壊かいするアイテム」だと言いったけど。

　本ほん当とうは、そうじゃない。いや、それだけじゃない。

　異い界かいの工こう場じょうのそばで、のぞめたちと出で会あったとき。

　のぞめは、カノにこう言いったのだ。

『このピストルはねー。──リセットボタンを破は壊かいすることで、【のぞみちゃん】を人にん間げんにする、スペシャル・アイテムなんだよ！』

　ピストルの弾たまが、リセットボタンを撃うちくだいた、あの瞬しゅん間かん。

　光ひかりに包つつまれた【のぞみちゃん】は──カノの体からだは、人にん間げんになっていた。

　今いま、この体からだで感かんじている呼こ吸きゅうも、鼓こ動どうも。

　まぎれもなく、生いきていたころと同おなじ、なつかしい感かん覚かくだった。

「……──のぞめさんっ！」

　繁はん華か街がいの明あかりの中なかに、そのうしろ姿すがたを見みつけて、カノは声こえをふりしぼって呼よび止とめた。

　そこにいたのは、のぞめとニエノだけだった。

　コモリとは、どうやら途と中ちゅうで別わかれたらしい。

　千ち影かげと取とり換かえていたニエノの服ふくは、もとどおりになっていた。

「どーしたの？　カノちゃん」

「何なにか、ご用ようですか？」

　ちょうど交こう差さ点てんを渡わたろうとしていたふたりは、横おう断だん歩ほ道どうの前まえで足あしを止とめて、ふり向むいた。

　カノはふたりに追おいつき、ぜーはーと、しばし息いきを整ととのえてから。

「……あっ……あの。……スペシャル・アイテムのこと……ありがとう、ござい──」

「お礼れい言いわれるすじ合あいはないよ」

　カノの言こと葉ばをさえぎって、のぞめはそっけなくそう返かえした。

「だって、私わたしはただ、光みつ凪なぎのやつのじゃましたかっただけだし。──だいたいさあ。カノちゃん、人にん間げんにもどることはできたけど、『叶かの』として生いき返かえったわけじゃないんだよ？　それって、これからいろいろ大たい変へんじゃない？　のんきにお礼れいなんか言いってる場ば合あいかなー？」

　そう言いわれて、カノは、うっと声こえをつまらせる。

　たしかに……。

　自じ分ぶんはこれから先さき、以い前ぜんの自じ分ぶんとは別べつ人じんとして、生いきていかなければならないのだ。

「叶かの」ではなく、「希のぞみ」として。

　しかも「希のぞみ」は、【のぞみちゃん】になってから、ずっと年としを取とっていない。

　この体からだは、もう人にん間げんになったから。これからは、まわりと同おなじように年としを取とっていくのだろうが……なんだか、ややこしいことになりそうだ。

　中なか身みが別べつ人じんになった「希のぞみ」を、今いまの「希のぞみ」の保ほ護ご者しゃが、これまでどおり家か族ぞくとして受うけ入いれるかもわからない。

　かといって、もとの家か族ぞくに会あいに行いったとしても、自じ分ぶんが叶かのであることを、はたして信しんじてもらえるだろうか？

　言いわれてみれば、本ほん当とうに、問もん題だいは山やま積づみだった。

「でも、だいじょーぶだよ、カノちゃん！　何なにかこまったことがあったら──……あなたの望のぞみをかなえてくれる、便べん利りですてきなアイテムを、いつでも売うりに行いくからね！」

「ううっ……けっこうです」

　ぶんぶんぶんっ、とカノはかぶりをふった。

「のぞめさんたちには、感かん謝しゃしてます。でも、自じ分ぶんは、【魔ま】の者ものからアイテムを買かう気きはないっすから」

「そっかー、残ざん念ねん。まあ、カノちゃんは、【魔ま】を滅ほろぼしたい派はなわけだしねー」

「──ええ。そのとおりっす」

　カノは、にらみつけるように、のぞめの目めをまっすぐ見みつめた。

「のぞめさん、言いってましたよね。【魔ま】の者ものってのは、『まわりから幸しあわせを望のぞまれなかった者もの』の成なれの果はてだと。……だったら。『だれもが幸しあわせを望のぞまれる世せ界かい』になれば。そうすれば、新あたらしい【魔ま】は生うまれなくなって……いずれ、【魔ま】は滅ほろびるんじゃないっすか？」

　カノの問といかけに、のぞめは、ぽかんと口くちを開ひらいた。

「……はー。できたとしても、すっごい気きの長ながい話はなしだね」

「それが、カノさんの考かんがえる【魔ま】を滅ほろぼす方ほう法ほう、ですか」

　ふたりの【魔ま】は、クスクスと笑わらった。

「じゃあ、カノちゃん。ひとつ、教おしえといてあげる。──あのね。だれかを『幸しあわせを望のぞまれない』立たち場ばに追おいこむのはね。世よの中なかの人にん間げんを〝ゆずるべき側がわ〟と〝ゆずらなくていい側がわ〟に、分わけようとするやつらだよ」

　のぞめのその言こと葉ばに、カノは目めを見み開ひらいた。

　それから、少すこし考かんがえたあと。

「だったら、自じ分ぶんが目め指ざすのは──そういうやつらが、好すき勝かっ手てできない世せ界かいっす！」

　カノは、こぶしを強つよくにぎりしめて、そう言いった。

　それを聞きいて、のぞめは面おも白しろそうに目めを細ほそめる。

「いいのかなあー、そんなこと目め指ざしちゃって。きっと、敵てきがすっごく多おおくなるよ。平へい穏おんな人じん生せい、送おくれなくなっちゃうよ？　だって、光みつ凪なぎみたいなやつは、この世よの中なかにいーっぱいいるんだから。──『おまえがやりたくないことは、こっちだって、同おなじようにやりたくねーんだよ』ってことをさ、どーしてもわかろうとせずに、ずーっと首くびかしげ続つづけてるようなやつらがさ」

　ねー、とのぞめはニエノを見みる。

　ニエノは、小ちいさく苦にが笑わらいしてうなずいた。

「そうですね。だから、カノさん。もしこの先さき、そんなやつらにじゃまされ続つづけて、何なにもかもいやになってしまったら──……いつでも、こっちへ来くるといいですよ」

　交こう差さ点てんの信しん号ごうが、青あおになった。

　ふたりの【魔ま】は顔かおを見み合あわせ、カノに背せを向むけ、歩あるき出だす。

「そのときは、いっしょに〈失しつ望ぼう〉集あつめようねー！」

　最さい後ごにふり返かえったのぞめは、それだけ言いって、笑わらってカノに手てをふった。







「次つぎは、どこに行いこうか。ニエノさん」

「どこに行いきましょうかね。のぞめさん」

　ならんで歩あるくふたりの【魔ま】は、交こう差さ点てんを渡わたって、街まちの明あかりの向むこうに消きえていった。
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あとがき






『世よにも奇き妙みょうな商しょう品ひんカタログ』は、この巻かんで最さい終しゅう巻かんとなります。

　のぞめとニエノは、これからもふたりで〈失しつ望ぼう〉集あつめを続つづけていくことでしょう。

　コモリは、ひとりで気きままに生いきていくのでしょう。同おなじ【魔ま】であるのぞめやニエノとは、たまにまた、どこかで会あうことがあるかもしれません。

　千ち影かげは、これまでどおり、もと影かげ欠かけ村むらで土と地ち神がみとしての務つとめを果はたし続つづけることでしょう。

　カノは、これからしばらくいろいろ大たい変へんそうです。生せい活かつが落おち着ついたら、もしかするとそのうち、もと影かげ欠かけ村むらに遊あそびに行いくかもしれません。

　光みつ凪なぎは、今こん後ごどういう人じん生せいを送おくるのか。これは、私わたしにもよくわからないところです。




　……少すこしスペースがあまったので、最さい後ごに『世よにも奇き妙みょうな商しょう品ひんカタログ』をふり返かえって、私わたしのお気きに入いりのアイテムと結けつ末まつをならべます。（このほかにもいろいろありますが）




〈お気きに入いりのアイテム〉

【道みちの種たね】（２巻かん）いちばん使つかってみたいアイテムです。毎まい日にちちがう道みちを通とおれるなんてすてき！

【店みせ寄よせ看かん板ばん】（４巻かん）引ひき寄よせられる「お店みせ」の得え体たいの知しれなさにときめきます。

【神かみさまの皮かわ】（７巻かん）強きょう力りょくな効こう果かを持もちながら、弱じゃく点てんはすごくチープなところが好すきです。

〈お気きに入いりの結けつ末まつ〉

【処しょ刑けいセット】（１巻かん）セットというからには、な中なか身みです。説せつ明めい書しょはちゃんと読よみましょう。

【金きん運うんキャンディー】（２巻かん）たまにはおとぎ話ばなしのようなハッピーエンドもいいものです。

【まぼろし香こう】（５巻かん）使し用よう者しゃにとってはハッピーエンド、なのでしょうか。

【走そう馬ま灯とうのリモコン】（８巻かん）このアイテムの罠わなはいちばん意い地じが悪わるいかもしれません。

【ひとつでふたつの飲のみ薬ぐすり】（４巻かん）＆【毒どく消けしマスク】（11巻かん）商しょう品ひんを買かった本ほん人にんはちゃんと使つかいこなしてたのに……どちらの購こう入にゅう者しゃも気きの毒どくすぎます。




　あなたのお気きに入いりや感かん想そうも、よければ教おしえてくださいね。

　それでは、最さい後ごまでお付つき合あいいただき、ありがとうございました！


地ち図ず十と行こう路ろ







＊地ち図ず十と行こう路ろ先せん生せいへのお手て紙がみは、角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶに送おくってください！

〒１０２‐８１７７　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み２‐13‐３　株かぶ式しき会がい社しゃＫＡＤＯＫＡＷＡ 角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶ 地ち図ず十と行こう路ろ先せん生せい係がかり


望もち月づきけい先せん生せい係がかり
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